


特集 「街並みの演出』一最近の外構材料協賛

景 観 舗 装 材

K C工法

( 型枠式カラータイル工法)

特 長 ( 反応硬化型 K C 工 法 )

美しい

石調、タイル調、車針葉様のノ汐ーンとセラミ' / ク骨材を組み合わせたデザ

イン付立体感があ4人美しく、都市景観や自然環境と干f チします。

耐候性、耐衝撃性、耐摩耗性等の耐久性に優れていますので

人の往来の激しい場所でも使用できます。U

一

わ

一

わ

迅速施工、早期解放ができます。

アスフアルト、 コンクリー 卜、鋼板面に直接施工でき、軽量ですの

で、躯体に負担をかけません。

滑 り に く い 雨に濡れても滑りにくく、適度な滑り抵抗性を持ち、安全です。

天然石模様シート貼り工法l

1  . 天然石使用の為、自然感覚の洗

い出し風に仕上がります。

2. 今までの洗い出しゃ自然石舗装

では出来なかった豊富な柄出し

デザインガ可能です。

3. シートは薄く軽量な為、施工基盤

に負担ガ.かかりません。

4. シートは防水性を育し、水分を嫌

う下地に有効です。

5. 施工性ガ良< 又、耐久性に優れて

いる潟、改修、補修にも最適です。

。オサダ技研株式会社

問い合わせ先

〒542-0012 大阪市中央区若町 9 丁目 2番30号金岡第 2 ビル営業本部 TEL06-764-5724 (代) FAX06-76卜 1517



日本建築協会
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E 回

総会議決お知らせ

平成10年2月25日開催の総会において、 算が承認されましたので、ここに会告 1.監事および本部所属評議員改選

監事および本部所属評議員が選任され いたします。 2. 新名誉正会員推挙

1，平成 10年度監事・評議員

2，新名誉正会員

るとともに、新名誉正会員が推挙され

ました。

また平成10年度事業計画並びに収支予

- 監 'fj:

尾f色rt' i l珂郎 ( 三兄空調)

. 本自1I 所属評議員( 周回不1，，])

中J l I ffii ( 消' *' 述。没)

平岡 ｲＮｾ＠ ( 大阪市/i 1Srli 悠術)i "，j )

下村 健治( 大阪 Jf 山短期大学)

新宅 浩明( 近畿地方建設局)

谷 11 一郎 m園建設)

三木 敏 男 ( サングロープ)
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燈 原 市 雄
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丙l壱 介 治

丙山 茂

長谷川哲之助

総 田 隆 之

3，平成 10年度収支予算 一平成10年411111から平成山31川

勘定科目 平成10年度平成9年度 .li'l・滅 平成10年度予算内訳

工 収 入 の 部 単位千円

会費収入 92，186 93，452 
'" 1. 266 

例人正会只 35，769 36，650 1'" 881 14，4∞11] X  [2，677-( 前+146+幻) t ωl

側人正会只( 地方) 1. 890 2，0161' " 126 12，政均fll X 150人

団体正会只 54，275 54，450 ['" 175 25，0∞ドI X [2，141+( 副) ム2)]

機会只 252 3361' " 8418，4∞円X30人

事業収入 87，461 97，650 ' " 10，189 

会誌収入 71，飢均 69，7∞ 1，3∞ 1ぷf号料. 会必頒布等収入

契約約数収入 2，211 2，2∞ 11 [  195r' ]XIO，配)():lI! X l. 05

会以r. w/. 収入 9，似lO
' " 9，0∞ 

出版委民会収入 1，5∞ 1，5∞ 0 企画料. 向I尋ι 必峰参加料

事業委員会収入 1，5∞ 1，5<ぬ 0 見学会、必泌会参加l料

教育1i 日会収入 3，650 2，650 1，似)() ｾｬ ＩｳＮｊｴ也Ｇ会参加料

建材委民会収入 1∞ 1∞ 。

記念事業績立金取崩収入 2. 似)() 1.似)() 1.以lO

受託' 作業収入 3，5∞ 8，瓜M日
'" 4.5∞ 

研究、; J . jJ 主委託料

雑収入 2，α m 2，飢)() 0 述集>.1 ラプ他

寄付金収入
l∞ I∞ 。

雑収入 1，仮悶 1，似lO 0  関金本' J . I : ! "会議事f史m料

退職給与引当金取崩収入 。 11，5∞ '" 11. 5∞ 

当期収入合，11' ( A)  180，747 203，702 '" 22，955 

iliiWI 繰越収支j 豊富R 1，693 1. ω8 595 

収入合計 ( B) 182.440 204，8∞ ' " 22，3ω 

n，支出の部
'ill 立千円

事業' f ' i 87，212 93，590 ' " 6，378 

会誌発行' f . ' i 70，飢lO 69，6∞ 4∞ 印刷賀、 bjf 倒料f由

契約約ぷ; 資 907 1.1脱却 A 93 [  80fI I  X  10.8∞部X l. 05

会員名簿発行'l'i 4. 似国O'" 4，似泊

出版委日会t'i 1.収)() 1. 000 o  Ｑ Ｎｊｴ股 ｉ ｊＡｬ ｦ 悦 学術， ＧＡ ｾｉ Ｎｉ｜版経費

事業委員会費 2，5∞ 2，5∞ 0  見学会、 ω障がi会等経.ty

村上幸三郎( 村上デザイン事務所)

大塚nl : l . l 夫( 浅沼組)

芝山 昭( 厳木工務庖)

松凹利男( 戸田建設)

柏田久夫 Ｈ｛ｾｉ 組Ｉ

吉村昌明( 安藤建設)

谷 哲司( 奥村組)

庖脇 ｊｉｾ 司 Ｈ銭高組Ｉ

川円 )1頂弘 ( 竹中工務庖)

元 木 貞 次

吉 田 隆 一

平日田 英一

勘定科目

教育委J : l 会1'i

建材委只会'l'i

記念事業費

受託事業費

維'l'i

管理費

給料・子当

退級金

信利厚生資

助成Y'i

会議'f'i

旅費交通貨

通信運搬'l'i

集金Y'i

消耗品' f ' i

修繕費

印刷製本賀

光熱水質

火災保険資

相1税公諜

ｨｾ 伝ｬＧｬＧｩ

建物干l; .EAi'i 

雑'f.'i

予備' f ' i

退職給与引当金積立支出

当JUI 支出合計 ( C)

当期収支差額 ( A) ー ( C)

次JUI 繰経収支差額 (B) ー (C)

平成10年度

4，5∞ 

50 

4，000 

3.255 

1.以lO

92，228 

61，533 

。

7，5∞ 

4.2∞ 

1，5∞ 

l∞ 

3.080 

2. 償却

1. 5∞ 

1∞ 

臥泊

330 

35 

4，似)()

250 

4，似lO

1，5∞ 

。

3，似)()

182.440 

。

。

平成9年度

2，5∞ 

50 

4α 泊

7.440 

3 平成10年度収支予算

4 平成10年度事業計画

金田 a ; ( 大林組)

才門正男( . . j r 門主11投)

総村照平( モリタ建設)

浅海伸之( 淡海沼気)

矢 野 卓 生 ( 中央m投)

田崎 至成( 日比谷総合設備)

近藤 勉( ハナフサ)

打垣内尚雄 ( 東洋シャッター)

白山祐治( シンコー)

t開 減 平成 10年度予算内 JR

2，飢泊 ｾ務Ｎｊｴ ｴｶｬ 会Ｎコンヲール続行

。資料収集他

Ｐ 継統予 ｉ＾Ｚｾｭ

' " 4，185 研究、，ＮｾＱＧｦ受託

1，5∞ ι  5∞ 

1(路，612
'" 14，384 

64，5∞ ' " 2，967 
本給， f 当等56，844円叫，689[，1

11，5∞ '" 11，5∞ 

7，5∞ 0 社会保険料事業主負制金

4.4∞ 4  2∞ 支部への交付金補助金

1，5∞ 0 総会、" f . J韓日会、埋・1>会等

I∞ 。

2，8∞ 280 m;訴料、切 F 代呼

2.α)() Ｐ 会賃収入像作料ｾ

1. 3∞ 2∞ ，; ソコンnほか

l∞ 。

臥泊 。

3∞ 30 電気代他

30 5  

4.α 泊 0  闘定問産匝Ｎ泊費悦府民匝，ｦ￭ｬｾｦＡｉ

220 30 

4.α lO 0  事務所 ｊ も縫 ｴｾ

1，7621' " 262 新聞峨 ､ 料Ｎ峰弔ＧｬＧｩｾ

5∞ A  5∞ 

3，似)() 。

203. 702 ' " 21，262 

。 。

1，098 
' " 1，098 

{注)、1")&:10年1!! のfIt人，w!!saは3似l O万円とする

闘と社会 ・1蜘 4 1  



4. 平成 10年度事業計画

日本建築協会は、建築関係の広い分野から参凶l

した人たちによって、建築に |葉|する学術、技術等

の進歩発達に干寄与することを目的として各般の事

業を推進している社団法人である 。

昨年は工業製品の国際標準化等の問題や環境問

題が顕在化 し、また、本年は経済の線幹とも言え

る国際金融市IJ 度が「日本版ピックツ f ンJ の導入に

より、いよいよ地球1処模で本格的かつ具体的な動

きとして現れる年になると言われている 。

建築界としても、これらの困難を克服し、 21世

紀に向けての明るい見通しを立てるためには、今

こそ当協会に結集している英知を集めて、引き続

き「建築を通じて社会に貢献J する活動を展開し

なければならない。

以上のような観点に立って、平成10年度は、以

下に掲げる事業を実施することとする 。

1. 会誌「建築と社会」の発行 ( 編集委員会)

大正 6年 9 月の創刊以来、第 2次大戦終戦前後

の一時期を除いて毎月発行をあ1M、会員連帯の手

段として、また建築界と社会を結ぶ接点として本

会の歴史と伝統を継ぷする役割を果たしてきた。

本年度の第79輯発行に当たっては、現在、建築界

に関われている建築の企画から竣工までの「透明

性j の附呆と 10問 m閤 J ( 開欣による自己鍛錬)

を編集方針のキーワードに、会員相互の交流を図

る会誌としての役割はもとより、 一般の方々にも

わかりやすい内容の誌面づくりに努める 。

2.  r建築技術選害J と< プ口のノウハウ> の企

画 ( 出版委員会)

本委員会は、建築技術の単行本を企画する会で

ある 。 1出版企画と著者さがしJ にアンテナをは

りめぐらせている 一種の探偵集団ともいえよう 。

協会創立ω周年記念事業として建築技術選苫を

企画刊行したが、それ以来こんにちまで、建築図

」 Ｓ 惇 ｦＢ｝ の学芸山版社を版元とし、技術選 ｾＱｽＳＹＱ ｉＱ ｴ .  

特装版11 l11t ・プロのノウハウ 261川の計 76附に及ぶ

単行本を世に送ってきた。とくに平成 9 年には、

協会創立80周年記念事業の一環として、出版委員

の共著による弛築を志す人びとへJ を出版した。

本年度は、さらに委員の結束を固め、よい技術1

3 を出版できるよう努力していく 。

さらに、出版，! ? をテキス卜に使! 日した著者の講

淡会は、例年どおり実施する 。今年は、 111' 年より

上まわる数虫の良』を世に送り山した L 、。

3. 講習会などの実施

1  Ｉ建築工事実務講習会Ｈ教育委 ｴｾ 会Ｉ

本会創立直後から各積技術講習会を実施してき

たが、昭和32年度以降、中堅技術賞を対象とした

講習会を毎年開催し、平成 9年度までに延べ63回

を数えている 。

本年度もm比j実務に即応; 、した議'fJl l内容のさらな

2  

る充実を図るほか、支部と連携して、引き統き本

講習会の拡充に努める 。

2  ) 広報研修会等( 事業委員会)

時宜に適したテーマを選び、会誌の特集や見学

会との連般にも留怠しながら、講演会、講習会、

iiJ 階 会を掲泡するとともに、話題建築物につL可、

その建築の意図、設言|の主旨などを発注者または

設計者から |昔l く会を開催する 。また、ビデオテ

ープを活用した映写会も実施する 。

3  ) 見学会( 事業委員会)

新建築や地域開発プロジェクトなどを対象とす

る見学会を毎月 l 回程度実施する 。

また、年 1 - 2回は、茶室や近代述築の見学会

を行い、さらに特色ある地方の作品にも注目した

企画を立て、当該地域の歴史や伝統文化との触れ

合いを通じて地方会員との交流を l主|る。

4  ) 若い会員の集い( 事業委員会)

若い会員の感性と活力を展開するため、サロン

形式の集会を適宜開催し、講師と参加者との対話

に重点を置き、会員相互の親睦 ・交流を図る 。

また、海外の建築を見学する研修会等の企画を

予定している 。

4. 新建築材料の調査検討 ( 鐙材委只会)

建築工事における材料の選定は、 j立匠- 耐久性-

機能はもとよりであるが、近年、環境への関心が

高まり、屋内環境から、建物外、工事施工、建築

材料製造時まで、環境への影響が厳しく問われる

11寺代になってきた。

本委員会では、前年度に引き続き本年度も、時

代に適応する i憂れた建材の調査 ・研究を行うとと

もに、建材にかかわる IS014αmの問題など、委員

会活動において意見交換を行い、他の分野とも相

互E l ! 解が深められるよう努める 。

5. 青年技術者の顕彰 ( 青年技術者選考委員会)

H自利29年度から本顕彰を実施し、平成 9年度ま

で690名を行った。本年度は45回口を迎えるが、

例年の通り満35歳以下の会只を選考し、「主l ! 築と

社会」誌上で顕彰する 。

6. 工高生デザインコンクールの実施 ( 教育委員会)

このデザインコンクールは、工尚生の設計技能

の向上奨励のため、 H丹羽130年から毎年テーマを変

えて実施しているが、年々参}J11校が広域化し、応

募件数も増加 して、まさに全国的規模に発展して

きている 。

本年度は第441日lを迎えるが、 PRに努め、さら

に大きな広がりと成果が得られるよう努める 。

7. 工高等建築寿ヰ優秀卒業生の表彰 ( 教育委員会)

u;g和27年! 真から本表彰を実施し、平成 9年度は

230校、 279名を表彰した。本年度も学校長推鶏に

より引き続き表彰を行う 。

8. 創立田周年記念関連事業等の実施 ( 協会全体)

「協会80年史j の編纂事業は、協会のこれまで

の的報を後年に引き継ぐための重要なイベントと

されている 。このため、昨年から 180年史編纂委

員会j を設けて事業にお手し、 {I 三去、建築家の業

総をはじめ、各純名簿、予算決算、手キ樋委員会活

動その他の各種文献の資料収集に第めているが、

本年度は、その完結に向けて精力的な作業を展開

することとする 。

9. 会員の増強 ( 協会全体)

社団法人にとって会員の維持精強は重要な事項

である 。 しかしながら、例年、年度途中から年度

末にかけて、相当数の退会煮を数えている現状か

ら、本年度は、協会運営に対する会員の意識調査

を実施し、協会組織の活性化が図れるよう改善策

を構築するとともに、新たに作成した協会のパン

フレットを活用し、協会組織をあげて、新入会員

の勧誘活動を展開し、会員の噌強を図ることとす

る。

10. 支部、地方との連携強化 ( 協会全体)

本会の組織は、現在、本部および京都・中国 ・

東海・和歌山の各支部ならびに地方会員、準会員

で構成されており、その活動は、極めて広範にわ

たる会員を対象としている 。

本部の活動は常設委員会を中心として行われて

いるが、各支部の活動とも関連させた広がりのあ

る事業の実施が必要と考えるので、本年度におい

ても引き続き各支部との述; 協を密にして、可能な

かぎり共同 ・共催等の事業の推進に取り組むもの

とする 。

11. 調査・研究業務の受託 ( 事務局)

本受託業務は、毎年、公共団体、公的機関その

他各方面から委託を受けて実施してきたが、さら

にその受けm整備を図りながら積極的に対応する

こととする 。

12. 図書閲覧制度の充実 ( 事務局)

本会は、昭和63年度から本会所蔵の図苫や資料

を「資料公開規程J を制定して、会員をはじめ一

般市民の利用に供してきたが、昨年は凶3 の管理

面で問題が指摘されたところから、本年度は所蔵

図占の目録を点検整備するとともに、管理の一層

の適正化を図る 。

13. 業務の効率化等 ( 事務局)

本会は個人正会口約2，700人、団体正会員約670

団体、準会員約30人を擁する大規模な団体である

が、これら会員を対象とする各磁事務処理は依然

として手作業に依存している現状である 。

昨年から、会員名簿等の管理について屯算シス

テムの導入を図るべく、その整備に .{i 予している

が、できるだけ平均lに電算システムを盤備して事

務処理の効率化を図る 。

14. その他

本会は、建築関係友好諸国体との協力・協調に

努めながら、本会の目的に整合する適当な事業の

企画に対しては、 f愛媛または協賛を行う等、これ

を支援してきた。

本年度も引き続き他団体の優良な企画に対し、

同級の措置を実施する 。



30's EYE- 21世紀へのエスキス

第28回

森田昌宏

竹中工務庖設計部

アアルト記念国際コンペ

入賞レポート

[30's EYE- 21 由紀へのエスキス」をテー

マに、 ＳＰ 代を中心に織々な分野でごￌｩｔ［ｬｉｾ

の fi 々をゲ1 ト講師に迎え、従来の. ; ) 1 泌

会形式とは遣う 「311り合い、 M報交換を

行う地J をつくりたいと与えています。

気軽にご参加I F さい。
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日 時 1鈎 8年 4 月24日幽

18:30-ー20: 30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 森 田 昌 宏

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，∞0円、一般 1，切O円

* 学生500円引

* 飲物付、税込

* 団体会員扱いは 1 社 1 名

申 込 4 月17日悩までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名: 30' s E Y E  

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 4 月20日(月) に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1 ふ2100

T EL. 348- 0633 F AX. 348・0634

〒530-0001

主 催 (他日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主担 河合哲夫/ 竹中工務E謝部

GL AS S  A ND WOOD  

アルヴ7 ・アアルト生誕100年記念国際

コンペがイ笹されたユヴァス キュラは 、

首都へルシンキから北へ鉄道で約 3 時

間の中部フィンランドに位置している。

アアルトが最初の事務所を開設した場

F庁4丙もあ って、 アアルト・ミュージア

ムやユヴ7 スキュラ大学、劇場を始め

とする行政センター( 未完成) 、ムー

ラメの教会、セイナ y ツァ口の村役場、

ムーラッツァロの夏の家( 実験住宅)

等々、アアルト作品が実に豊富に揃っ

ていて、本当にアアルトに縁の深い街

である 。ここでアアルト生誕100年を

記念する国際コンペが、 1997年 3 月

3 日から 9 月15日のスケジュールで行

われた。内容は 、市の中心部にあるア

アルト設計の行政センターに隣接した

敷1也に「ミュージック ・アンドアート ・

センタ - J を建設するというもので、

建物は一部アアルト設計の防衛軍ビル

を取り込みつつ、一部は新設となるプ

⑥ 

水無瀬神宮の地 l立、後鳥羽上皇の離宮

水無瀬殿が営まれた祉である。上皇が

隠岐へ遷幸されてからは、水無瀬f言成、

親成父子がこの離宮を守った。水無瀬

家l主上皇の御母の里方に当たり、上皇

崩御のあと、御影堂を建て、上皇の法

体と御装束の震影二幅を泰犯した。こ

れが元文 2 (1737)年に水無瀬御宮と な

り、明治 6 年官幣中社、昭和14年官幣

大社、水無; 瀬神宮となった。

1畳心亭( 重文) は後水尾上皇から下賜さ

れたと伝えられている。外観は寄棟造

り茅葺屋根の田舎屋風な姿で、三畳台

目の茶室と 、水屋勝手から成る。ます

注目されるのは、畳縁( 入側) が二方を

廻っている点である。勝手の側面にも

少し折れ曲がっているので、ほとんど

三方を取り囲んだ形である。背面は捨

柱が四本たち土問庇を形成している。

つまりこの建物は、母屋に庇を四周す

るという寝殿造りの平面形式を綬底に

もっている。畳縁を付けることは、一

条恵観の西賀茂山荘の茶屋にも見られ

たが、確かに貴族的な間取りの特性が

示されているように思われる。

茶室は、台目の点前座を客座のほぼ中

央部に付加した形式で、古田織部や小

堀遠州がよく好んだ間取りである。茶

道口と給仕口が直角に配置され、給仕

口が床前 ( 貴人座) に向かうのが特色で

ある。恐らく織部好みの型によったの

だろう 。 しかし、貴族特有の創意や感

覚を働かせ、武家茶人とは異なる作風

が展開された。この茶室はそのような

貴族らしさの溢れた作品である。

(中村昌生著 『茶室大観j より )

森田昌宏 ( もりたまさひろ)

1963 奈良県生まれ

1987 mo 1 l 大学建築学科卒業

1989 岡大学院修 b 課程修 f

1990 竹中工務自東京本山設計部

1992 1") 大阪本底設計部

III 吋作品

1991 東京屯機大学越伝噂センサ研究所

ゆ91 万貿倶楽部

1994 1閤凶大学第 2'字合 l 丹向1

1994 関西大学i誠之館 6η 館

ω97 18∞X18∞X18∞ 

ログラムであ った。

案の提出後、応募総数は359点という

通知がやってきた。そして 1997年12

月 3 日の夜、コンペ ・セクレタリーの

イリア女史より 、実施案選考の対象と

なる上位 6 作品中に入賞したとの電話

が入った。

入賞案の内容や、フィンランドで行わ

れた授賞式を通じて感じたり考えたり

したことをおｾｾしたいと，患います 。

(森田昌宏)

講 師 中村昌生/ 京都工銭大名誉教綬

日 時 1998年 5 月16日出

13: 00- - 14: 30 

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 開 也

大阪府三島郡島本町広瀬3-10-24

* 阪急水無瀬駅より徒歩約15分

*J R山崎駅より徒歩約20分

参 加 費 会 員 3，000円、一般 5，000円

学生1，000円引

申 込 5 月 8 日倒までに、ハガキ、

F似 、電話でお申込み下さい。

①催し名: 茶室見学会

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

信汚参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月11 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区侮田1-1-3之100

T EL. 348- 0633 FAX. 348-0634 

〒530- 0001

3  



駒井邸

込 4 月24 日悩までに 、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下 さし、。

①催し名 : 近代箆築見学会

②氏名

③個人会員、団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 4 月2 7 日(月)に発

送しま す。

(U)日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3引 00

T EL. 348心633 FA X.348- 0634 

干530-0001

申

申込先

1998年 5 月 1 日幽

14: 3ひ- 17: 30 

山形政昭 / 大阪芸術大学助教綬

①京都大学人文科学研究所分館

* 京都市左京区北白川東小倉町47

②駒井邸

* 京都市左京区北白川伊織町64

青 砥 華/ バイオ リン

真壁康江/ ピアノ

京都大学人文科学研究所分館前

*京阪 「出町柳j 駅より徒歩約25骨

25人 (申込多数の場合は抽選)

会員 3，000円、一般 4，000円

学生 1，000円引

* 茶 ・菓子付、税込

日寺

講 師

見学先

日

京都北白川の疎水に面して昭和 2年に

建てられた京大教授駒井卓博士の遺邸

がある。大正昭和初期に多くの洋風住

宅を設計した米国人建築家ウィリアム

. ヴォー リズの円熟期における作品で

住宅設計の特色が隅々にまで見いだせ

るものです。この駒井邸では昨年より

住まいの空簡を活かしたア ー ト・スペ

ースとして手重々の活用が行われている

ことも話題とな っています。

今回は、住宅の見学会に加えて 、広間

でのバイオリン・ コンサー 卜も企画し

ました。

また京都大学人文科判再究所分館の建

築は 、昭和 5年に東方文化研究所とし

て武田五ーと東畑謙三の設計によ って

建てられたものです。静かな住宅地に

あってロマネスクともスパニ ッシュと

もいわれる個性豊かな名建築です。

(山形政昭)

近代建築見学会

(第7回)

京大人文科学研究所

駒井邸

+  

バイオリン・コンサート

奏

L>.  

ロ

定 員

参加費

7寅

集

京都大学

人文科学研究所分館

寄贈者のご厚志をお受けすることが了

承されましたので、会員各位にご報告

申しあげます。

要文化財を保全するために行われた補

修工事の詳細について記述されている

もので、建築関係者にと っては極めて

貴重な文献と言われております。

去る2 月25 日の定例理事会において 、

このたび、 (株) 東畑建築事務所から

同社所蔵の「重要文化財修理工事報告

書J 1162冊を協会に寄贈したい旨の

申し出がありました。

この「報告書」は 、全国に所在する重

文献の寄贈

5分冊8 6判
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申込先 : 日本建築協会事務局

T E L06・348・0635

FAX06- 348- 0634 

建築クラブのご好意により 、1セッ ト・

10，000円でおわけできることになりま

した。ご希望のかたは電話またはFA X

でお申し込み下さい。

昭和47年6月に発足した「建築クラフ j

( 日本建築協会会員有志の集まり) は、

毎月 1園、大阪市内のリーガグランド

ホテルに学者やジャーナリストをはじ

め政界 ・経済界 ・文芸界 ・スポーツ ・

芸能界など広い分野から講師をお招き

して 、お話を聞く朝食会を聞いており

ます。

この朝食会も昨年4 月には第300回の

記念すべき朝を迎えました。これを記

念して 、講演速記録を集約し 、 「話の

はなしj という表題のもと 、最終的に

118回分を5冊1セッ ト ( 1冊平均約320

ペー ジ) の本に編集いたしました。講

話の内容はとても多彩で、 「おもしろ

い話J r貴重なはなし J r裏ぱなしJ

などがい っぱい詰ま っています。

講演記録集

「話のはなしJ

頒布します!
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今 月の表紙

大阪・ 中之 島 界 隈

掻 影 絹巻 豊

表紙デザイン 安 里 俊 久

建築と社会全
1917年創刊 第79集/ 通巻913号

特 集 . 街並みの演出- 最近の外構材料-

. 特 集 予 告

5 月号/ 生活環境の安全

6 月号/ 地琢環境保全と建築

7 月号/ 心と体を元気にするイン

テリア

[総 論] 社会的スト ックと し て の 外 榊 ・1at飢. 11'jiIij . 中国

[ プ ロジェク卜紹介1 rノ、ーパーウオーク」一例) <" ノ、ーノ f ーランド・盟国 巌

)  <" IIJ!f t にじにおける街並みづくりの仕組み・山中秀実+ 小推八重猛

[歩く1 J 二からの車rr 索材ソイルセラ ミックス・杉，工恒巳

スタンフ。コンクリートについて・高柳浩武

ｊ｜ｾ ｴ￭｜ ＮｊＭ Ｍ｜Ｚカラータイル じ 法 ・ 島原辰刺

ノミ然イJ校 総シー ト!I .'i り 仁 法・島原辰利

[ 憩う1 ，'::il 耐 久 木 材・前田勝啓

"1Vtzと#i 1・小西善吾

[ 培う] t己主にやさしL サ也下支tt . 須 古 誠

立. I ! 物への 緑 の 導 入・松，南弘三

G R C製 樹 木 保議 後・元 井 剛

ｫｾ ｫ イヒ コンクリート ・ 堀口 剛

[装う] 術のィお;tつくり・村上幸三郎

色 彩 ｊ［ｴｬ ｩｍは公 ｊ ｾ の Ａｈ ｐＧ Ｈｴ ・ 村上幸三郎

湖付 ｴ 行 のための ｉ ｌ ｉ ｊｾ 光式点字フ ･ ロック ・ 元井向 ｬ
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言宣言十監理圃

竹 中 工 務 l吉

施 工.

竹中工務! 苫

関西大学工学部第 5実験棟

関西大学ハイテクリサーチセンター

老杓化 した工学 部 実 験械 の ｾ 替と、 ｨ ｾ 先 端科 学 技 術の の「 先を ｩ 三 ｬ 的 と

したハイテク ・リサーチ ーセ ンターの新 築日 |ー阿である 。深 い 緑 に 包

ま れ た ＱｾＵ と ある千 旦 ｨｬｊ キャンパスに 敷地 は位 位 している 。

コ ンク リー ト打放 しのフレームと粗 野な表'h'j 'のタイルによる 外壁は、

合旦問 怜l' の探 求によるシンプj レな梢成 と し 、 工 学部版 作 学 合 の デ ザ

インを紛、ノjえしている 。

実験室 ・研 究室をつなぐ宅 内 の共有 ｾｾ Ｑ ｓ にはホール 、 ラウンジ、デッ

キなどがl次抜 を介 して設けられている 。分 節化 されたえ. I ! 物の11); 01]1を

視線が立 体的 に交 ｾ Ｚ Ｎ ｩ し、歩く毎に空 ＱＱ｜Ｑ の形態、 ｼ井ｼ口 部からの光が変

化 してゆく 。 空 ＱＱ｜Ｑ を 外 から ｬ 人 ｬ へ、 ｼ刈 から 外 へと密度の変 化 、 ￬ｩ ［ ｾＱ 度の

変 化 を与えながらつなぎ、 ここに学ぶ人身の婚しの均となることを

目指 して い る。

ハ イテク リサーチ センターの極ヒには、 |喫恕 の場が設けら れ て

い る。 四日lは杉板の県監で Il:t lわれ、 ここからは深く 延 びたコンク リ

ー トの)ft に よって 切 り収 られ た空のみと交信 が可 能 となる 。

テクノス トレ スか ら開 放 され た研究内 は、 この湯 で空と 向 き合い、

未知 lの 世界へと 思索を め ぐらせる 。

( 前IJI 政児ー 大平滋彦/ ゲ'r 'I'工務) ; 5)

所 在 地 一一一 吹 田 市 千 里 山 東 3 丁目 10番 1 号

敷 地 面積 一一一 132，472.01 m 

建 築面 積 一一一 (2，686.40 + 6 5 2.96) = 3，339.3 6 m 

延 床面 積 一一一 (9，915.34+ 2，640. 0) = 12，555.3 4 m 

4荷造 規模 一一一 円C (81 、4 F及び8 2、F 3) 、8 2、4 F

工 期 一一一 1996年 9 月- 1997年 8 月

最 寄 駅 一 一 板 急千 里線 ー関 大前 駅

婦 影 一一一庄野 啓 ( フォ トービ ュー ロー)

ハイテヲ ・リサーチ センター屋上限想の喝

配 置 図 1踏 平面 図 1  :  1200  

7  





由甲

言宣言十室主王皇国

大 林 組

施 工・

大 林 ー新井 共 同 企業 体

二ッセイ三宮ビル

このビルは、先の阪神大22災により被災した、 IFI ビルの正IEて主主えに

より新しく生れかわったものである 。震災後いち早く損耳高原因の調

査 究明 と新ピルの建設を決定したオーナーの必; 向 を受け、当計画は

スター卜した 。設立|にあたり、特にi l l : '8! と考えた要吉区は次の 2 点て、

ある 。

1. 而1m安 全性の向上

2 . 周辺J.J; 1t克との かかわ り

が ｴ ￭ｾ 安全 性 の 向 上については、あ Ｇｊｈｮ の段 階 から各セクションを 横断

的にキーワードを設定し、主袈構 造 部 . ｾ ｉ Ｚ 桝 造部 材 建築設 備 を 通

じてバランスのとれた耐渓性能の向上を目標とした。

構造剤耐の特徴として、保有耐力の2 5 %アップのうえにフェールセ

ーフ 的性絡を担 うl I i1lmダンパーを I!日発、採用している 。

このダンパーを、 トータルエンジニアリングデザインの視点から、

外 部銘lじさせることにより、 耐震安全性のビジュアルな表現を滋図

している 。 環境 とのかかわりにつ い ては、 Ｑ｝ ｪＨ ｾ也 が、 神 戸市を 南北 に

縦 断する 税|英l線( フラワーロート) の屈曲 部に位↑ げすることから、

ア イストップとしてのランドマーク性 シンボル性 を考慮、し 161習の

ボリュームを確 保 した。 また、総合設計の採用 により 、歩道との一

体化、iJi 灯およびベンチの設置、緑化等とい った公1m空地の究)) 来的

活用 を図り、駅前環境の向上と活性化 に努めている 。

中でも市民局の 協力による、 掛ず|二五郎作の彫刻I r長い午後j は迎行

く人に愛敬ある表的 を採りまき、フラワーロードの裁観 づくりに一

役只 っている よ うに見 える 。

震災から 3 年が経過 し、いよいよ木村守的動 きを 見せる神戸の復興を

今後とも 見守っていきたい。 (匁金 国雄/ 大林組)

所 在 地 一一一 神戸市中央区加納町4丁目

敷地面積 一一- 1，353.62凶

建築面積 一一 8 16.8 4 m

延床面積一一一 13.298.3 1rr1 

構造規模 一一一一 R C、S R C 、S 、16F、B2 F、P 2

工 期 一一一一 1995年 6 月- 1997年 12月

最 寄 駅 一 一 一 J R三ノ宮 ・阪急三宮駅下車

爆 影 上諸尚美

@  

基 準 階 平 面 図 1  :  500  

エレベーターホール

マ 市IJ 鍵 ダ ン パ 一 見上 げ
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基本言宣言十・

真 野 コ レ ク テ ィブ ハ ウ ジ ン グ 研 究 会

実 施 設 計・

神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部 建 設 課

s v u建 築 設 計 事 務 所

監 理・

神 戸 市 住 宅 局 住 宅 部 建設 課

施 工園

小井手 塗築 ｾ

真野ふれあい住宅

神戸 市では、阪争l' ・淡路大将災からの一 日も早い復興をめ ざして、

多くの公営住宅の供給を進めてきた。 その rl' で、応急仮設住宅での

116齢行の孤独化の問題等を i' Y) i t として、公蛍住宅では全凶で初めて

のr &り k:l lみとなったコレクティプハウジング m聖子ふれあい住宅j

がこの度完成した。 コレクティプハウジングとは、各{主戸での独立

した生前を 椛保 しながらも、協 同 の厨万 ｊＭ 食也 、 談話宅ｾをもち、

ともに，はらす安心感・楽しさを符 られるこ とを目 的 とした 協同居住

型ｾ介住宅である 。 民 ＱＱ｜ ＱＭｻ 吋治省・ 市 ｬ 恨 ｴ ｊＮからなる ｬｩ ｊｦ 究 会 及び地元で 、

のワークショップを 通 して、 地 元の ， Ｚ ＧｾｭｴＱ 号、応急仮設 住 Ｇ を入居者笥 Ｚ

のな 兄 も取り入れながら ｾ ｉ Ｇ ￬ｬｬｩｩ を進め た 。

{主戸川取りは l DK - 3 DKの 3 タイプとし、 各 住戸のとりj 十'1 1而.h'l から 5

ばずつを 供出し協同ス ペース( 台所、 食':: t、談話室、多 目的室等)

を設位した。 また、多織な世，;;; によるmli. 扶助を期待して、 29戸 全

てをシルバーハウジング ＨＶＰ 歳以上の ， ｾ Ｚｾｭｴ 者 向け Ｉとはせず、 Ｘ 戸

を一般向けとした。 さらに、住戸市IJ[ II のバルコニーを辿統させ、 F  

ｉｉｊ ｔ の 路地を再現し、ふれあいのＮｴ ｊｾｽ とした 。 なお、 「 神 戸の住宅設 ｾｮ

J ，F W (附 林 コーデス ) J に基っき バリアフリー化の対応を行 って

いるほか、本市市営住宅で初めてのオ ール'屯化住宅とした。

川 ￬ ＢｩＧ ｬ な五 ｬｬ Ｇ ￬ 立 を 期 待して、 ｾｾＱ 島にあたってはグループ必 ｭ を う た ｨＱ匝 した

ほか、入居者決定後には数|旦lにわたって「入居者懇穿会会J を河泡した。

このグループが今後のコミュニティ形成の岐となり、 F' ｉ ｲ ｬＧ ｬ な共 同 ｾ ｴ

i ? i が常まれていくことを願ってやまな L 、。

所 在 地 一一一 神 戸 市 長 田 区 浜添 通 3 丁目

敷 地 面 積 一一- 1，5 2 8 m

建 築 面 積 一 一 - 8 4 4 m 

延床面積一一一 2，508m

偽 造 規 模 一一- R C、3 F

工 期一一一 1997年 2 月- 1997年 12月

最 寄 駅 一一一 J R神戸線・新長田駅

織 影 一 一 島 修一

(神戸市住宅問住宅giS建設諜)

1 階 平 函 図 1:  800 
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「時の歩みJ

彫刻

竹村楊子

「宇宙一自然と 、人の足跡とのかかわ

りの上で、岩崎橋土地区画整理事業完

成記念モニュメン卜をとらえ 、 「太陽

一地球j と「時と人j をテーマに「時

の歩みj を創作しました。

永劫の宇宙の時の流れの中で 、人間の

一歩一歩をいとしし、ものと考えます。

そして又、その自然に恵まれ、太陽の

恵の光の下に人の営みの記憶を大切に

考えた モニュメン 卜です。

この形態は「人の歩みJ r時の歩みJ

を幾何学的、抽象的形態の中に力強く

表現しています。量感のある石彫的形

態は、曲線をテーマにした大阪ドーム

に対峠する強さを持っています。

一方、見る方向によりユーモアさえ感

じられる、人間的で有機的なイメージ

を感じさせるものです。

時を刻むのは 、大阪ドームに向か つて

南面 した 日時計です。 日時計の指針に

はプリズムを用いています。 ここで太

陽は影を落とすと同時に透過光はス ペ

クトル分解され虹を描きます。その変

化は「時J rエネルギー」そして 、宇

宙の桝悦感じさせることで しょう。J

Archit 配 ture，Desi gn &  A刊を結ぶ仕事の

一環として、ょうやく このモニ ュメン

卜が実現しました。

竹村楊子

世相D & A 代表取締役

デザイナ ・現代アートプロデューサー

1972  関西学院大学美学科卒

1977 ニューヨーク市プラ ッ ト芸術

工科大学大学院

環境デザイン科修了 S . O.M建

築事務所N.Y でインテリアデザ

イナーとしてi動く

1985  A D& A を設立

媛 影 ー 柄 松 稔

企画編集一宮地雄一郎 (作品作風小委員会)
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グリンデルワ j レド( スイス) アルプスを望む 打 ＱＱＱｾ 松 村 ラ宇治

日本のふるさとともいえる信州、長野で二十世紀最後の記念すべきオリンピ

ックが開催された。

見事な演出に彩られた式典 と、きたえあげた選手たちの躍動、そして勝利者

が諮ることば少ないが感きわまる喜びの弁、ひとつひとつが見るものを感動

させた。

会場となった長野には、日本のアル プスにたとえられる白鳥や草津連山 、信

泌川 や将川 などの渓流、軽井沢・参科をはじめとする盆地と湖、ど‘ れをとら

えても美しい自然に魅せられたさわやかな風来がある 。

オリンピックの祭典 のために道路、鉄道、スポーツ施設が建設され、早くて

便 利 で立派になった。 しかし、そうしたことを喜ぶ反面、長野が IJ 日発や都市

化 にさらされることは残念でたまらない。

十年後も、また次の世代のひとたちにとっても、森と水と空気のきれいな信

州 であってほしいと心から願っている 。 小中需義191 ( 編集委員)

14  建築と社会 ・1998.4



社|会|の|ilJ

建築と寿命

新しい時代という皮袋には、その時代を担う新しい建

築家の手によるビ、ルという酒を詰め込む。そのためには、

3 0年か5 0年ぐらいが頃合だし、それでこそ街の将来

が展けると思うのである。

私の父は田舎の宮大工だった。

うっかりすると私も跡を継がされるところであったが、逆らって

大I喧嘩し、家出同然で大阪へ出て来て今 日に至っている 。

戦後の昭和20年代初め、父が田舎の神社を建てるとき、子供の私

は畳の弁当を持って行かされた覚えがある 。作業現場の焚き火を囲

みながら、つい火逝刀、をして、 「寝小便するそ1 と叱られたりもした。

残念ながら数年前、その神社は焼失した。父はすでに亡くなり、

私が詑| 定寸る 「父の手による建砂uJ としては、それが最後だったから、

ひとしお殺しい思いがした。

建物には自然が似合うものと、人聞が似合うものの二種類あるよ

うな気がする 。無論、立地条件にもよるが、寺社などは前者、機能

重視のピルは後者である 。

大都市の建物は総体的に人聞が似合うように建てられているが、

年月を経るにつれて、それ自体が自然化 していくように映る 。歴史

という時間の魔術師のせいである 。例えば大阪 ・中之島の中央公会

堂など、建造物というよりも、いまはもう中之島公園の自然そのも

のとしか見えな L、。

良し悪しは別にして、そうなると「自然破壊」になりかねないから、

建て替えや補修も迂聞にできないという問題が生じる 。自然景観と

しては素晴らしいが、実用面で、は効率が悪い。視点を変えると 、厄

介なお荷物だと白眼視されないとも限らない。

ビル建設の場合など、建築家の方々はどれぐらいの寿命を想定し

ておられるのだろうか。技術的には恐らく、百年でも 二百年でも、

あるいはピラミッドをも凌ぐほど長寿の建物も可能かもしれない。

余程の天変地異に見舞われない限り 、この地球が消滅する日ま で持

ちごたえられる建物も建設できるだろう 。 しかし、そんな化石指向

の建物が完成したという話は聞かないし、それはそれで、よいことだ

と私は思う 。

これは門外漢の私の暴論かもしれないが、ビルの寿命は三十年か、

せいぜい半世紀、五十年ぐらいが適当で、はないか。それ以上生き長

小説家

' +u. 、・J- -r": rI 

要注 刀支司、リ 二二 ( なんばとしぞう )

1936年 9 月島根県温泉津町に生まれる 。

関西外国語大学中退後プラスチ y ヲ業界新聞に勤

務中病気に倒れ、療養のかたわら執筆活動を行う 。

昭和39年 「夏の終る日」小説新潮入選

昭和47年 「地虫J 第40回オ ール読物新人賞受賞

昭和59年 「てんのじ村J 第91回直木賞受賞

現在 日本文芸家協会会員/ 日本ベンヲラブ会員

/ 日本推理作家協会会員 元大阪市教育委員

人情ものの現代小説を各紙に発表するかたわらテ

レビ出演、そして講演に活躍中。著一者/ r草争議J (実

業之日本社) r俺の出番やJ (文芸春秋社) ほか多数。

らえると街の景観に馴染みすぎ、没個性になって色あせる 。構造的

な老化現象も発生するだろうし、ひいては街全体の活力に悪影響を

及ぼし、発展の邪魔をしかねない。

ヨーロッパの都市の中には百年以上もの、石造りの建物がのさば

る街がある 。そういう街はできめん、衰退の一途をたどっている 。

遺跡のような建物か、遺跡そのものを売りものにするしか、生き残

る道はなく、生産性に富む若い力を育めないからである 。

「新しき酒は新しき皮袋に盛れ」と称する絡言がある 。拡大解釈

を許してT頁くなら、それは建物の場合にも当てはまる 。ビルという

仕事の場でやる気を起こさせ、勤労意欲を盛り上げるには、やはり

新しいビルがよい。古い皮袋で、は酒が濁って腐るだろうし、人間の

知恵も新鮮な発想、を削がれてしまう 。

百年以上もの建物は、 一つの街にーっか、せいぜい二つもあれば

充分だろう 。前半の五 卜年で使命を終えたあとは、モニュメン 卜と

しての役目を果たせばよいのだから 。あれもこれもと生き残らせて

は希少価値が薄れて困る 。

新しいH寺代という皮袋には、その時代を担う新しい建築家の子に

よるビルという酒を詰め込む。そのためには三十年か五十年 ぐらい

が頃合だし、それでこそ街の将来も展けると思うのである 。もしか

すれば建築業界では常識として、さらに短いビルの寿命が設定され

ているかもしれないが。

ビルに限らず、建|勿の寿命と街の発展性は密接に結びついている。

そういう統計はあるのだろうか。あればぜひ、拝見したい。

前記した田舎の神社が再建され、帰省した折、参拝に訪れた。鎮

守の森一帯がまばゆいほど、の荘厳さに包まれ、 地域全体もまた生ま

れ代わったような新しいときめきを覚えた。父が建てた者l' 社は五十

余年という、 神社としては短い寿命であ ったが、それがきっかけに

なって多少なりとも 地域が活性化すれば、もって |慎すべしかと

思う 。

建 築 と 社 会 ・1鈎 8. 4 J  5  



AR CHI T E CT's  E Y E  

建築デザインと避難施設 ¥ 二 十四節気 を祝日に

吉村 英 祐

i忌近、避難バルコニーのついたホテルや超高層住宅が増えて

L 、るが、その背景にはバル コニ ー設置を定めた火災予防条例 や

設置基準 - 指導要綱がある 。 それ らの運用実態や設置対象施設

は自治体 によって差があるが、次第に設計者や施主に意識が浸

透してきているのも事実であろう 。行政指導の場合は、バルコ

ニーの代替案が認めら れ ることもありうるが、建築基準法や消

防法で規定さ れ た避難 施設や防災設備 は、そうはし功、な L 、。

建築家が造形のコン セプ トを高らかにうた った建築作品の掲

載写真に は、デザイン的に処理しき れ なかった屋外避難階段 や

非常用進入口を手前の 樹木 で隠したり、目立た ない角度から機

影したものがある 。バ ブル期に名を馳せた新 進気鋭の建築家の

作品を現地で見たとき、裏側 に無骨な鉄骨屋外 階段がはりつい

ていて7埼L 、たことがあるが、このような例 は決して少なくなL、

初 期の建築イメージを残すためには、 一見 デザイ ンを制約す る

ようにみ える |切火- 避難規定を逆手にとる高いデザイ ン能力が

問われる。

今、 私 が注目しているのは、第二国立国会図書館が防災言|幽

上の ネ ックをいかにク リ ア し 、 コ ン ペ ｾの イ メージをど れ だけ

残せ るかで ある。

大阪大学工学部建築工学科助教授

150 とT QC

宮 田 照 久

I SO沃)()() ( 品質保証) お よび14α)() ( l J ; : ! 境マネージメン 卜) に

闘するニュースを最近良く見る 。私達の業界においては奴別 台

について、多くの企業が認証取得に努力されているようである。

一方 14000台の広がりは9∞0台ほどではなさそうだ。9∞o台が

作り手と受け手 との共有概念形成に閲するもので、あ って、発注

者 iJll Jの;志向に影響されやすいのに対し、 14∞0台は設計段階か

ら環境システムを織り込むという点に特徴があり、社会 に対す

る自主的な企業マインドの表明であるという速いが大きいのか

もし れ ない。 しかし 14∞o台の環境形成に対する影響は多岐に

亘 り、その価値は決して筑削台に劣るものではな L 冶。むしろよ

り困難かつ重要な問題と考えられる 。

10数年前のτ"'QC運動 を思い出す。当H寺、 l直接生産に携わ って

L 、る分野とは異なり、設計には適応しにくいといわれながらも、

多 くの企業が挑戦をした。 そしてブームは去っ てい った。今 、

当時と 同 じように I S O は設計分野にはなじまないと 言 う戸 が

ある 。 その評価 は未だ確定していないが、 nt- 今の動 きを見てい

るとτ"'QCの時と同じような一極の危うさを感じるのは私 だけだ

ろうか。

熱しやすく冷めやすいと 批 判 される我が国民性を考えると、

この問題は冷節、キ) (助、かつ長期 にわた って展開 しなければな

らないテーマであろう 。 昭和設計取締役環境段計部長
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竹 本 俊 平

サービス産業が主要産業に成長しつつある日本国においては、

連休の機会が増加するのは大徹也 という ことから、その措置と

して祝日が日 IWi1と重な った場合は、月 H翠日を振替休 日にすると

L 寸方法が採ら れてから久しい。土曜の休業日と合わせ三連休

となり、ちょ っとした行楽にも ってこいである 。 しかし、暦の

都合で、年々によ って連休 が増えたり減ったりする 。 それ を防

ぐために、成人の目、海の日、敬老の日、 体育の日を月 限日 に

設定する事によ って、 必ず三述休 になるような法制 化が検討さ

れ、特に観光 - 迎輸業界などがその政策の早期実現を大いに期

f寺しているとの事である 。

ところで、もう 一歩進めて 四季の移り変わりを良くあらわし

ている「二十四節気 j を祝 日にしては如 何で、あろう 。既 に春分

と 秋 分は 祝日 になっているので、啓 ｾｴ . 夏至 ・大 暑 ・l主l宣言など

を祝 日にす るのである。祝日 は22日増え年間36日の祝 日とな る。

これ らは各季節に均等にあるので、バランス良く 休日 が増加 し、

振 替休 日の制度と 併用す れば三述休 も大幅 に増 える( 因みに今年

は 9 回、辿休になる ) 0  I玖州 各国のように 1 ヶ月近 いバ カ ンスを

楽しむよ り、盟かな四季そ れそ守れのI味わいを楽しむ 日本人向 き

の休 暇充実方法であると思うが如何なもので しょう 。

アミンヴ開発株式会社代表取締役専務

田I を食べる 一一 (4) ままか り岡山

井口 勝文

岡山の夜の楽しみは私の知る限りでは奥が浅L 、。 しかし気楽

に一杯 かたむける程度の庖に入 って、失敗したと思 ったことは

ない。使いこんだカウンターの庖では何 処 も人悩渦かく、 真而

目な料理と酒で和やかに楽しませてくれる 。岡山 は「し ゃもじ j

が強い、と言っ た人が居た。主婦の皆様方の発言 力が減法強く、

11fTを支配しているということらしい。池田家の奥綴の影響か、

と頭の附 を何 かが横 切 る。 とにかく、 畳 も夜も風俗の臭 いが殆

ど、漂 ってこないIIrJ だから消らかで美 しい。

1凶 I1を波 った住宅地の一附 にままかり料埋の専門庖があ って、

これがl床も空気 も岡山そのものであ った。 ありきたりの食堂の

構 えで 2 階には座敷がある 。座敷に上りこんで、ままかりづく

しの夕食となる 。酢漬けの他 に天 ぷ ら、甘露煮など。li 訴をはま

まかりの寿司を食 って終わる 。 r! i 版のと迷って商foもtI1床もず っ

と押 さえであるので、まるで別物のように気持ち良く口に納ま

ってし、く 。 さっぱりと大人し く、旅先にあ って自分の家で夕食

を食 っているような気分になる 。 これが岡山の昧 だ。良必賢母、

あるいは女先生の昧 とたたずまいとでも表現しょうか。

身を消めて出直してら っ しゃい、といつも言 われているよう

で仕事は毎度宿題のやり残し。遅々と して進展しなか った。

竹中工務庖開発計画本部長

建築の限



街並みの演出

- 最近の外構材料

《総論〉

社会的ストックとしての外構・景観

中 田 誠

〈フ。ロジェク 卜紹介》

「ノ¥ー/ てーウオーク」一神戸ハーパーランド

盟 問 厳

戸建住宅における街並みづくりの仕組み

山中秀実 +小稚八重敏

〈歩く〉

土からの新素材ソイルセラミックス

スタンプコンクリー 卜について

型枠式カラータイル工法

天然石模様シート貼り工法

《荏!う〉

高耐久木材

噴水と滝

〈培う〉

緑にやさしい地下支柱

建物への緑の導入

GRC 製樹木保護蓋

緑イヒコンクリ ー卜

《装う〉

街の夜景づくり

色彩景観は公共の財産

弱視者のための自発光式点字フ。ロック

本特集企11!i 1担当幹事

組問 実( ずf水建設) / 岡山1育成夫 ( 大阪府主主築制1 ) / 小fft 八l fI Jiic ( 積水ハウス)

太刀川丈m ( 竹中工務1占) / 桐井 j'Ji.相I ( 大林組1 ) / 米 i畢秀勝( 鹿向建設)
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社会的ストックとしての外構・景観

中 田

はじめに

一般に外相i というのは、建梨j加也の外部空間のしつらえを指すが、

広くは建築蜘也が面する街路や歩道などの公共空聞を合めた空間と

して認識するのが適切であろう 。建築を設計する立場からすると、

ともすれば列耕は建築敷地の余白、設計した建築計画に従う倒詩的

なプログラムとしてとらえがちである 。 しかし、外相ま必ずしも建

築計画に従属しておらず、ある部分て1ま建築 t は独立した領域を形

成していると考えられるだろう 。

アプローチや玄関回り、駐車場やパックヤードなどの外相』は、そ

の建物を利用する 立場では建築とその機能に属するものであろうが、

第三者にとってはその外相H: J : 地域の景観に他ならな い。建築も地域

の景観である ことに変わりはないが、地面を通じて蜘也外部 !::i 主続

している点、建築生産により版して手作り的で即地的であるなど、外

構には、建築にはない情報伝達メテV アが備わっているのである。

また設計施工の笑態の中では、建築の設計者はひととおり笑施設

計カf終了しでも、法申請やテV テーノレ検討、変更設計、予X ;1管理 t

作業に追われ外梢設計への注意がどうしても散漫になりやすい。怠

世の指摘を受ける ことも止むをえないが、 設計者ーの実感ではなかろ

うか。州持の設計は樹成イじ効率化の困難な行為て‘ 、あり人の手が大き

く関与し、施工においても手業に頼る部分が大きいことが、外梢を

建築から独立した領域とし、独自の情報伝達を可能としていると考

えられる。

ここでは、 建築外構ぞ建築からある砲支は独喧した情幸阿云達メデ

ィアとしてi議論をしてみたい。

写真 1 東大路高野団地 ( 京都市)

かつての紡絞工場の一部がまちかど広場に残され、者11市の1f t 史

を伝えている 。
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誠

外構表現の役割

外構がそれ自身都市の景観となることは当然のことであるが、こ

の情報伝達メテV アが、何をどのように伝えているのか。 この点に

ついて、藤本昌也氏の視点を取り上けてみたい。氏はある談話で、

建築景観について次の二つの側面を重視されている。 一つは景観と

は広〈市民に開放された「公空間の視覚的表現J であるい、う点、

もう一つは充実した市民生活力f行われる 「生活空間の祝党的表宅則

であると指摘されている。氏の指摘は建築景観についてのものであ

るが、外相L空間てやも同様に当てはまる内容であると思われる 。

外構の公空間としての景観とは、広〈パブリックなものとして認

識され作られているか、ぃ、うことになろう 。例えば、パイノ f ス道

路や郊外幹線道路沿いに展開されるロ ー ドサイド型庖剣詩洋による外

構空間はどうであろう。目立つ箱としての庖舗、その周囲のアスフ

アノレ卜駐車場そして巨大な看板。個人の自由と経済の合理性い、う

返事が返ってきそうだが、かつての田園風景の代り に得たものと し

ては、あまりに淋しい。景観規制があるないの問題ではなく、公空

間形成の意識そのものの欠如があるよう思える。これほどまででは

ないにせよ、また咋日まて‘ あった工場などが跡形もなく消え失せて、

地区の歴史を忍ぶよすがのないことも非常に多い。今まで何もなか

ったかのように、新 しい施設 ・外十存がつくられる。震災後、阪神間

の都市景観カ芳庁しい建物により、以前からの風情が失われつつある

との指摘も多い。

その土地の履歴や地域性、1 : 1; ! 括的にその周辺を歩くひとの意識な

ど、外相t景観が担うべき公空| 潤 t しての表現はさまざまにあり、豊

写真 2 キャナルタウン兵庫( 神戸市)

外t1' 1i の水i協が、地域の資源である兵庫運河のイメージを

イ云えている 。



かで意味深い景観づくりのヒントとして活用しない手はなかろう 。

一方、生活空間の視覚的表現 U ま、 美 しく作られた最観が見る側

の生活! : . / : : ' んな関係があるか、関係を E のように作れるかの問題提

起であろう 。景観からは、個々の生活のありようだけでなく、地域

コミュニテ ィの厳守すら表現されうる 。 コミュニティへの日偶意識

にも関係してゆく 。

fylJ えば、市街地の中て総合設計i l J lJ 度を適用して罪文地周辺に事制呆さ

れた空地を良〈見受ける 。 これらは周辺に対する空間石倒呆には頁献

しているといえるが、管理の問題を意識してか、 j謹オ噂 の植込みな

E 単調なものが多い。美しくつくられ過ぎた住宅地では、最初の姿

がベストでありそれを守って行くことだけが維持管理の目標ｾ ! : .なり

かねない。

美しく先住持されたアメリカ郊外の住宅地。住宅の住み替えと地位

向上が結び.ついたサク セススト ー リーを背景として、彼らの筋書 き

に適合できない人々は次第にその環境により疎外され、その結果さ

まざまな社会問題をとりわけ青少年に生 じさせているとの指摘すら

ある 。私たちは、いつまでも客ではない。利用者や居住者自らが関

与し、 コミュニテ ィとしての生活場面とその時間的蓄積が表現され

るような空間作りが求められよう 。

外相』による情幸町云達はさまざまな手段が考えられるが、私として

はとりわけ次の三点を重視したい。

一つは、その土地の歴史、来歴を残す ことである 。 その場所場所

での固有名詞をきがすとも 言 える行為。歴史的建造物だけが、残す

べきものではないだろう 。 ものだけでなく 、情報( 事柄) として残

す ことも考えられる 。現況の樹木、古い工場の錆び、た機械や妹つ王塀、

， 

， 
， 

， 

図 1 南芦屋浜団地

居住者とのワークショ ップにより計画された段々州、居住者 の

自主性と管理{ J ! l Jの柔軟性がi1l ! われる。

人々が通り抜けていた通路、忘れられた水路などなど。一定の時間

の中て和られた景観が語っ ていた こt から、何かを発見し拾い上げ

ん す る t 新しくて見知 らぬ景観て祉なく、ある懐かしさを持つ景

観ができるだろう 。

二つめは、地域の資源を利用する ことてある 。1出也ごと外相』を

夫した結果が地域のアイデンティの消失にならぬように、共通言語

を探す ことが必要であろう 。由緒いわれなどの歴史資源や、 iiiJ J 11植

生など自然資源、地場産業資源、などなど。品丘、地域のアイデン

ティティに関するシ ンポジウムやレポー トが数多く見受けられるよ

うに思う 。地域アイデンティティの喪失を危↑ 具する人々が多くな っ

てきた結果でもあろう 。

三つめは、いってもフィ ー ドパックが可能な部分を隊司呆する こと。

すべてを作り切らず、ど こか後から手を加えられる音I1づ? を確保して

おく ことであ る 。南芦屋浜の復興住宅で橋本敏子 ・聞甫律子氏らが

実行している屋外アート計画ては、倒束聞に段々畑をつくる ことと

なった。 これは、 二つの立l床て示唆的である 。 まず、 居住者を交え

たワ ークショップで外付』計i百|の方針について設信命されていること、

それから入居後居住者が継続的に外相以こ関与し つづけられるしくみ

を提供しているこしこのように時間の経過と共に変化 し熟成する

内問は、 その空Il f J に関与する人々との親密な関係によりてきあがる

と思われる 。

歴史性、地域性、参加と退i 1i i 5性、 これらはすでに 20年程前ポスト

モダニズムの原理として、 C ジ. エンクスが問題鮎起した内等に重な

る。 ジ、エンクスが fポストモダニズムの建築言語』 を書いたのが哀

退経済下でのイギリスて、あ ったことに思いを巡らすと、毛応在、われ

われが直面する祖会経済状況にあって、ポストモダニズ、ムカ苛庁たな

リアリティと追った文 Ａｊｉｾ を鮎坦しているように思う 。

おわりに

かつて心斎橋筋のペーブメン 卜は、クリ ーム色と黒の縞の波形模

様であった。筋の両{ J ! ! Jの! 苫舗は固まぐるしく変化 したが、その波)1ヲ

模様は心斎橋の変わらねイメ ージ、て、あった t 思う 。幼い ころそのi皮

7閥均引こ誘われて、蛇行しながら歩いた思い出のある方も 多いので

はなかろうか。ブラジ、ノレのコノ f カノ f ーナi毎岸のぺーフーを引用して、

村野藤吾氏が考案したと 11' iJ いでし、る 。事 互の改修工事により、平凡

な花岡岩張りに替わ ってしまった。何かし ら、私のなかて1 、斎橋筋

が遠ざかったように思える 。私たちは、きっと何かを失ってしま っ

た、そんな思いがこの杭の到麟てあったことを伝えて終わりとしたい。

( なかた まこ と/ 住宅 ・有11市整備公団関西支社住宅 di街地帯Ilill 築課)
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ノ¥ーノミーウオーク

< 神戸ノ¥ーノ tーランド>

田
喜一

「‘ 海につながる文イ! 滞日心の創造J をテーマに計画された神戸ハー

ノf ーラ ンドは、 ] R神戸駅の南東に位置する都心のウォ ーターフロ

ン卜空間である 。神戸港の開港以来市民から遠ざけられていたウォ

ーターフロ ン卜が、港や物流の近代化に伴うイ ンナーハーパーの再

開発により再び市民に開放された空間として生まれ変わり、多くの

人々を海辺の水際に呼び戻そうとするものである 。

ノ、ーノf ーラ ンド、の水際司! 裂は、親水性を重視した魅力ある公共空間

として整備した。

中突堤、メリケンパークを対岸に望む束イ! !l Jは、 公共岸壁背後にフ

ェリータ ー ミナノレと物版、飲食、娯楽施設が接合施設としてーイ本的

に整備され、滞留空間として多くの人々を集めている 。

一方、南側のノ、ーノf ーウオ ークは快適な歩行空間とし、海面か ら

の市さも親水性を確保するため、摘出胴上80cmとして計画した。ITli1

ＴＮ Ｓ ｭＭＶＮＵｭ の コ ンク リー 卜 床版鋼管杭十期 ｾｩＧｉｉ ｴ 造であるが、舗装と

中'"t は木製に し、やわ らかい感じ の遊歩道とした。

巌

木版にはイーペを使用しており、イーぺは比重が 1以上で、曲げ、

圧縮に強〈耐摩耗性に優れている 。構造は、プラスチック製の根太

の上に梁状に木版を敷き詰めており、湿気による腐食を防〈ーととも

に、歩いたときの質感を醸し出している 。

また、ウォ ーターフロ ン 卜の夜を演出するため、間接照明、部分

! 照明守 きめ こまかく配置し、 明|暗の対比によ って光を感じるイメー

ジ照明を採り入れた。ガス燈を: i i 統的に設置 し、足元にはフ ットラ

イ ト、そしてハーパーワ オーグ沿いのレンカ。倉庫レストランの壁面

にも暖かい間接照明を施した。 さらに、ハーパーワオークとフェリ

ー岸壁の出会う南東端には、大正 10年に建造されたネ111
戸港旧信号所

を地区のシンボノレと して移設 し、夜間はライトア ップする こととし

た。

( とよだ いわお/ 紳戸市治的強制日間技術部工事諜工務第一係長)

施設配置計画図
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神戸港旧信号所 ノ、ーパーウオーク

モザイク( 商業施設) 、同右

高浜フェリーターミナル、同右
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戸建住宅における街並みづくりの仕組み

山 中 秀 実 + 小 椎 八 重 猛

建幼と道路の聞を考える 11寺に、戸建住宅による街並みを忘れるこ

とはで きな い。近年、住宅団地の街並みは以前に比べ格段に美 しく

なってきた。

住宅メ ーカーなどにより住宅団地の供給が始まったのは昭和30

五何吃の後半である。当時、 高度成長社会 にともなう人口の都市集中

によりブ諸I1市周辺は圧倒的な住宅不足に陥っていた。 そこで、住宅

豆|地に よる集中的な住宅の供給が行われたのであったが、 とにかく

質より立てや、数多く提供すれば良いと 言 うことで、街並みの美しさ

や、楽しき、住み心地はこのさ人てあ った。特に戸建住宅においては、

日本人特有の土地専布意識も影響 しでか、住宅のデザ、インや質ーはも

ちろん道路に面した外相ーや植栽についても、各所有者の裁量に任さ

れていた。 そのため、建 !1JJ は洋風あり和風ありアメリカンスタイノレ

ありてい、ラパラの上、タ同蒋 もコンクリ ー 卜の門塀あ りブロ ック顧み

ありオ、ットフェンスありで、決して美しいとはいえなかった。

そのようななかて" ， H百和50年代の後半に入って街並みの統ー と言

う考え方が提唱されるようになった。併せて、植え長による街並みの

演出とい う手法が広〈行われるようになった。生 け垣やシンボノレツ

リーによる統一外 株 官民の境界よ り30- 60cm後退させて作る樹支

スペースなどがポイン卜である 。 この場合、生け垣は限りなく連な

って見えるように方、レージ、や門塀等異質の構築物は一歩下がって設

垂直緑化
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けるのが鉄則である 。 また、 シンボノレツリ ーや並木を植えることに

より街並みの統一感を演出した。 また、住民どうしの連信感やコミ

ュニケーシ ョンを育むための仕掛けも 多 〈作られた。建物も 一定の

設計ノレーノレ( 設計コ ー ドと も言っ た) により、統一感のある住宅団

地カ形成された。今、これらの団地は十分に成長し美しく快適な団

地生活を提供 している 。

その後、昭和60年代に入って街並みは本来公共の場てある道路を

組み込んでや進化し、つ いには道路と外構カ溶け合ってーイ木となり 、

建物と道路の聞が判別て3 なくなるケースにまで至る。 ボンエノレフ

道路や並木と ーイ本にな ったシンボノレツリ ーの列、オ ープン ロワンや

植栽スペースなどがその仔忙ある 。門塀も周辺の舛耕か ら独立した

オープンなものとなり建物と道路の聞は草花や背の低い花井植物で

あふれるようになった。

しかし、近年このお仕着せ的な意味合いをもっ統一外構に疑問の

目を向ける動きもでてきた。例えば、関西学術研究都市内の光台に

おいては統一外梢い、う 71J は取 らずに、各戸の華文士む特 |主に合わせー

宅地ごとに異なる 外構計匝|を行っている 。 もちろん、 全体調整を行

った上で、統一思想 ・統一 素材の使用等により統一性を図りながら

も、佃性のある街並みを形成している 。

さて、パフツレも崩嬢して街並みづくりにも転械が訪れている 。各

工ントランスの緑



戸の募先地特|企を尊重 した個性のある街並みづくりが見直されつつあ

る今、注目されているのは「居住者参加型のf的 tみづくり J ぃ、うこ

とである 。 統 一 列 ｦｉ ｾｴ の街並みは、街並みづくりの初期にカ、なり大き

な費用を必要とする 。 また、街並みをj樹寺するために設けられた仕

組みやノレーノレがややもすると入居者が何もできない状態を生じさせ

てしまう 。 そこで、当初行われる住宅イ端会側における街並みへのっ

くり込みを極力抑えて、 生活力守始まった後に居住者が自由に触れる

空間をあらかじめ組み込んでやおく ことが これからの街並みづくりで

重要にな ってくる。例えば、グリ ーンベノレ卜を道路沿いに作るスペ

ースがない場合でも、そうし、うと ころ仁、ちょ っ と花守植えるスペ

ース、花を飾る場所を事制呆しておく 。そういう住んでいる人のセンス

を表現できるような仕掛けが居住者に評価されるようにな ってきた。

また、今や戸建住宅にとって 2 台分の駐車スペースは必須条件と

言 える 。 しかし、当初から 2 古の車を必要 t しないケースもある 。

また、車がない時には広々としたコンクリ ー ト舗装の駐車スペース

が寒々として見えることになりかねなし、。 そこで、 l 台分の駐車ス

ペースはガレー ジとして舗装し、残りの l 台分は明確に位置付けな

いまま芝生のスペースとして残しておしそうすれば、最終的には

駐車場になるとしても、将来必要になるまでは、居住者の創立を生

かす自由な空間としてガーデニングやサービスヤー ドなどに利用てや

駐車スペースの自 由空間

道路と外構の連続化 緑ゆたかな街並み

きる 。 また、門塀や門扉にハンギングて》る イ士柱トけをつくっておく

ことで、花の鉢を飾るスペースになる 。 そうなれば、 もう門塀 ・門

扉は外と内とを遮断する物ではなく、ハンギングされた花を愛でる

ことによ って、外と内とをつな? ガーデニングのスペースにな って

しまう 。 また、冷たいコンクリ ート の花置台ではなく木製のベンチ

でもつくっておけば、そ こは花を飾りたい空間となり、花が絶える

ことがないであろう 。

このように、新しい街並みづくり には居住者- が参加して センス の

良い自分たちだけの個性あふれる街並みをつくるための仕掛けがし、

ろいろ考えられている 。 その時に、住宅i:JJa合者にとって大事なこと

は、その仕掛けの意図が居住者に伝わるようにちょっとした誘導を

しておく ことである 。少しだけ植えておいたり、種を蒔いておいた

り、ワイヤを埋め込んで。おいたり、ちょっとした誘導策を講じるこ

とによって、住宅付tt合者の意図と居住者のセンスとカf相互に作用し

て魅力のある佐世t みが実現することになる 。

近年はこ のような仕掛けをしておくためのアイ テムも 多様にな っ

ている 。今後更に魅力のある街並みを作っていくためにも、提案を

続けて行きたい。

( やまなか ひでみ/ 絞水ノ、ウス(術特需工 'Ij:昔11 謀長)

(こし1;1:' λ たけし/ 同 技 術 部 課 長 )
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土カ、らの新素材ソイルセラミックス

杉 江 恒 巴 ( すぎえ つねみ) c倒 INA X 建材技術研究所 窯業技術研究室

はじめに

日本では四季の移り変わりや地域によって変化に富んだ気候 ・風

土、またそ こに住む人がっくり fごした個性的な文化 ・歴史によって

それぞ‘ れに独自の景観を見ることができる 。 これまではその独自性

を無視し画一的な都市景観作りがなされてきたが、 ここ 数年周りの

自然環境 ・風土や歴史文化 など地域の固有性を生かした景観づくり

がなされ始めてきている 。 それは環境 t の共生に繋がるものであり、

ひいては環境破壊、 地球温暖化の防止にも繋がることにもなる 。加

えて景観は本来、年月の変化 によって積み重ねられてきたものであ

り、 これからも同様に積み重ねられていくものであるとすれば‘ 、そ

の景観を構成する材料も長い期間その状態や性能力引備され、また

品自寺するためのメン テナンスが行えるキイ半トて、ある ことはもちろんの

こと、時間と共に変化する ことで景観と馴染んで、いく ことが求めら

れてきている。

概 要

「ソイノレセ ラミックス j は大地の原点である「土」ぞ主原料とし

た商品であ る。 これは、街並みから消えてしまった土をもう 一度11乎

び戻すため、土の持つやわらかさをそのまま残しながらも舗装材と

して要求される性能を満足する従来にない索材である 。

製造1i i 法l立、省エオ、ノレギ一、CO
2
排出量のitl 誠を目的に効容の土

に石灰を加 え水葬1次E理により固化 させている 。 この水現段h現により

製造されている主なものには、 AL巳ケイカノレ板、ヨ ー ロッパの珪

灰レンヵーな E があるが、これらの製造においてはアルミナ成分、ア

ノレカリ成分が水葬! 訳応、を阻害するため原料中の不純物として厳しく

管理されている 。天然の土にはアノレミナ成分、アノレカリ成分が多〈

含まれてはいるが、従来のタイノレ製造に用い られてきた高圧プレス

成形により材料の充填率を高め、* 葬! ¥J 5 u 志を制御するこ t によりこ

れまでの常識をくつがえす天然の土を主原料とした水熱固化体を作

ることが可能になった。

基本物性を表 1 に示す。従来の舗装材 t 同等の強度を有するため

特別な施工労法を採らなくても使用するこ t が出来る 。

特 長

最大の特長は、昔、身近にあった土のやわらかい質感をそのまま

残している こt である 。見た目のやわらかさはもちろんのこ t 、表

面の硬さも従来の コンクリ ー ト製品に比べるとやわらかく、またl吸

水率も高い新4である 。 したがってやや摩耗しやすいが、逆に表面

が摩耗する こt により骨材の露出が顕著になる、周囲の土、鹿壊な

どにより洛ち着いた色調に変化するな E、景観を構成する要素のひ

表 1 . ソイルセラミ ックスと他素材との物性比較( 当社測定データ )

品 質 項 目

ソイ J レ 焼 成 インター コンク リート

セラ ミy クス レン ガ ロッキング 平 板

|蜘げ強度 ( kgf/ c耐) 66 54 57 42 

圧縮強度 (kgf/ c耐) 552 663  826 510 

モース硬度 3. 5 6  5.5 4.0  

iI 密度 ( g/ cm') 1. 93 2. 07 2. 12  2. 13 

吸水率( %) 13 9  5  8  

熱伝導率 ( kcal/ m ' h ' .C) 1. 16 1. 31 1. 74 1. 52 
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t っとして、年月の車五位を刻み込むい、う エージ‘ ング効果( 経年変

イり カ湖待できる 。 ソイノレセラミックスは日本で古くから使われて

いた三和] 土、イランの日干しレンカ、、などのように摩耗し、汚れても

なお美しいい、う土独特の味わいを残している 。

また、素材のやわらかさは靴哀の感触がやさしく、歩いていて疲

れにくいいづ効果もある 。

施工例を写真で示す。神奈川県協頁賀市の緑道でここは木々の緑

t よく調和l した街並みを構成している 。高丘の街作りは自然を活か

した設計をする場合が多〈、こうい った自然とよく調和する素材が

注目されてきている 。

そして、もう 一つの大きな特長は、地域の土ぞ利用しでも製造可

能な ことである 。 日本は北海道から沖縄まで南北に大きくのびた地

形であるため地域によってイ ｉ ｾｲ 性的な土がある 。 例えば、関東 一 円に

広がる黒っぽい|品Dii:ロ ーム層、土壁に用いられる京都の来楽土、愛

知の豊田黄土、珍しい青色の架東青土、そして自の党めるように鮮

やかなオレンジ色の沖縄査屋焼き陶土などがある 。 これらの土を実

際に主原料としたと ころ、土の色をそのまま残したソイノレセラミッ

クスができあがった。 こういった製品を街並みの構成部材に使用す

ることにより、その地域色を表現する ことが可能である 。土ばかり

でなく高圧蒸気養生に耐えるものであれば、その地方特有の産物を

添加することもできる 。

また、ビノレなどの建造物を造る際に控l三する建設残土を原料とし

て作ったソイノレセラミックスをその現場に施工する ことで、土石ナ再

び元の場所に返す こともできる 。

おわりに

環境共生、地以性表現優しい歩行感などソイノレセラミックスは

21i U己に求め られるキーワー ドを持った長観材料てあると確信して

し、る 。



スタンプコンクリートについて

高 柳 浩 武 ( たかゃなぎひろむ) ハチヤ処材工業側取締役技術部長 UR L  http:// www.  hachiya 

はじめに

「スタンプコンクリート J。約20年ほどの歴史を持つこの工法は、

、に米国を中心に齢財布団て使用されていた。 日本においてはほと

んど見かりることがなかったが、ここ数年来急速に目にすることが

多くなった。 その背景と、今後を占ってみる 。

スタンプコンクリー卜とは

未硬化のコンクリートやモルタルに対して、“ 型" を押し 当てて仕

上げる工法である 。通常は作喋性を考慮して水平面に使用されるの

で、床材 ・舗装材として使用される 。型のデザインは、→l主的に白

然石やレンガ、タイノレ等の既存の外 Ｔ 桝オ料を模したものが多い 。 ｈｾｬ

発された当初は、型れl' しによる成形加工のみであったが、徐々に着

色技術が進み、今では複雑な工程を経る こt により ( フロチャート

参照) 、“ 本物" かスタンプコンクリートかは見分りがつかないほどに

進歩している 。

日米の背景

我が固では、急速な経済成長とともに、歴史的景観である石丑や

煉瓦放きなどはほぼ綾排| 犬態である 。一方米国は、建国200年足らず

い 、う僅かな歴史が、壬阿' ¥; を経た景観に対する'1童れを強くしている 。

日米の理由は異なるが、「ヨーロ ツノ句者国の街並みを羨望のまなざし

でみつめる j という点で求めるものは近い。

さらに、「道路とは車両の通行がメインj という状況も 一致してい

る。つ まり、共に「車両の通行にも耐えうる優れた耐久性を有して

いながら、雰囲気のある舗装路」カちRめられている 。天然石舗装は

これらの鮒ニをクリヤーしているが、採掘による i抑制域、コスト

高、技能工の不足等々の川! 叫が山積している 。 また、走行音が大き

いい、 った機能面てゆnJH国も存在する 。 このような背景によりス タ

ンプコンクリ ー 卜に注目が集まり始めた。

スタンブコンクリートの魅力

少品種 ・大量生産い、う規A省通りの商品ばかりが増えた反到Iで、

インクリート構造図

現場打設されたコンクリートに直接、成形加工

を施すスタンプコンクリート工法

施工手順

昨今はハンドメイドが見直されてきている 。 しかし、特に我が国に

おいては技能工カ苛二足しているうえに、近い将来に待ち受受. ける“ 超

高曲齢h例イ化じ社会" て

そこてで、¥、全f体本的にはシステ Lム、化され、特殊な能力がなくても純工が

できるうえ、手を加えることにより独自の{ 土上げ力主行える商品カf求

められている 。スタンプコンクリートは、標準的な作駈程による

仕上げも可能だが、施工中に自在に手作り加工を施すことが可能な

ので、設計者にとっては注目すべき工法い、 えるだろう 。

実 績

コンクリ ー トによる床 ・舗装であれば、施工が可能なために用途は

幅広い。寸松道、テーマパーク、屋上庭園、住宅外執プーノレ、

護岸等 様々々 な; 場r'frてT史mされて L 、る 。変わった使い方としては屋

上庭園や、ブティックの ｪ 占内、レストランな ｅ の商業 ｊ ｩｴＡ￭ｾ どのお安

もある 。

その他の特長

型押し作業の途中であれば、様々な型を組み合わせてオリジ. ナノレ

なデザインを施すことカ可T能である 。たとえば枯葉や手形、足形を

t'JI したり、施主のオ、ームプレートや郷土の花や烏の型をおこすな E

の計画も可能になる 。

最近の傾向

スタンプコンクリー卜の着色法はモノリシック工法のため、音1I分

的に色を変えることが因I I l ftであった。型枠を組み、別の日に打設を

するい、う手! 日1と工期がかかる工法fごったが、 t記丘おもしろい染色

材が開発された。 これはコ ンク リー卜内の成分と化学反応を起こし、

コンクリ ー 卜表而を玉音色する、 という従来の塗装とはまったく呉な

る。 これにより、スタ ンプコンクリ ートの部分着色が簡単に行える

ようになった。今後は、よりいっそうデザ、イン性の高い作品が生み

:J :lされるこ t を期待した L、。

スタンプコンクリ ー トの歴史は始まったばかりである。

インクリートシステム「フラワーロ ック・パターン」
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型枠式カラータイル工法

島 原辰 利 ( しまばらたつとし) オサダ技研側技術開発部専務取締役

型枠式カラ ータイノレ工法( 以下 K C工法) は目ttTi 樹: 置を打ち抜い

た特殊な型枠を施工下地面にR占り付けし、カラ ー調合された仕上げ

塗材を型枠に塗り込む ことにより、脳波的容易にタイノレ調や鉄平石

調などの仕ゴニげを可能にするものである 。

型枠の標社長的なデザイン柄のみならず、自由な設計 H i J ニげ箆材

の工夫により、周辺道路と建物をつなぐ空間や街の景観にも調和し、

潤い、安らぎを演出し、歩行感の優れた通路 t することが出来る 。

主な使用材料

型枠とその構造およひ寝顎

型ド ｩｾ は、両面に般活 ｪ 習を有した発泡ポリエチレン シ ートを芯材と

し、 7己; 材: の下而に第一離型紙を、上面に第二離型紙を付者した積層

シー トか ら目制歎殺打ち抜きしたものである 。

その断面構成は、 図 1 に示す通りて¥針4は均一に塗布でき、か

つ厚さも fI l倒呆出来るよう桃成されている 。型枠の;EJ 材、第一、第二

敵型紙な E の材質は、塗材に含有される浴剤や水分によって1訪問し

たりしないように、間抗容斉1]' 1生と面17.k'1生を{ 制寺し、 また、基盤の曲面

に応じて貼り付けすることができる築炊きと同時に、取り扱い逸t

で型が崩れたりすることがない強靭さを兼ね備えている 。

型枠の種類は表 1 に示すもの、およびユーザーの希望によりJ l IJtこ

製作する特注型枠である。

表 1 型枠の種類

仕上げ塗材

仕上げ塗材は、主 ｴ して倒ｾｾする樹脂の魁 ｈ により ｍｍａＨ メチ

ノレメタクリレート) 樹脂系、アクリノレエマノレション系、ポリマーセ

メン ト系に分類されるが、 MMA樹脂系が代表的てあり、 これぞ紹

介する 。

MMA樹J! 旨系の標準仕綴ブ開花 表 2、そのf土t げ構成断面図を図

2 に示す。

適用例と外構部分への展望

木工法は、 13日発以来すでに約12年を経て、現在、型枠式カラータ

イノレ協議会( 全国加盟28社) において、 K C工法としてさらに工法、

材料の研究活動、および広報活動を行っている 。

木工法は景説得11装イ土|二け羽として寸妙道、歩道橋などに多くの

実績を積み重ねてきた。特に MMA樹脂系は、 長期にE り極めて強

靭な耐久性 (10年五U 二) が認められ、現在、駅のプラットホームの

床の改修、美装化( 写真 1 ) に多〈採用されている。

タ付桝日分への適用は、{ 湖、からイ邸周されている公国の闇路や一散

歩道、学校の通学路( 写真 2 ) 、会社構内の通勤連絡通路、駅前広場

などの延一長t剣 二lこあると考えるが、更にテ、、ザ、インや仕上げ塗材の色

調を工夫し、外椛にふさわしい歩行用材料としての位置づけができ

るものと靴イ言する 。

種 類 目 地 模 様

基標準型枠

小口平、 2 T掛、フフンス積、ポ

ダ一、イモ積、ランダム、鉄平

本 石、石積、亀甲

型 植物( 樹木、花色) 、動物、鳥類、昆

枠絵柄型枠

虫、照虫類文、 介類、乗物、建築

物、人、 字景絵、方位、マンホール

葦化粧、風 函、その他

特i主型枠

フリ ーな発想に基づいてデザイン

し、目地模様とする

型枠の形状はいづれも 600 x  500mm/枚て・ある 。

第二離型紙

芯材 (発泡ポリエチレン) 表 2 MMA樹脂系の標準仕様方法

¥第一般型紙一ーー

材料 材料の種類 材料使用量 ( kg/m' )

コンクリート用 Ｐ Ｎ ＲｾＰ Ｎ Ｕ＠

プライマー材 アスフアルト用 ＰｾＰ Ｎ Ｓ＠

メタル鋼板用 ＰＮＱｾＰ Ｎ Ｒ＠

不隆調製材 主として MMA樹脂系 実測f直

下塗材 MMA 括t脂系 5. 0 

目I也材 MMA 樹脂系 2.5  

表層材 MMA 樹脂系 4.3  

トップコート

表層材

目地材

下釜材

不陸銅製材

プライマー材

図 1 型枠構成図 |トップコート材 MMA 樹脂系 1  0. 4 図 2 仕上げ構成断面図

写真 1 写真 2
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縛瓦:尉

天然石模様シート貼り工法

島 原 辰 利 ( しまば ら たつとし) オサダ技研側技術開発部専務取締役

持然石模様シー トH占り工法( 以下 NP S 工法) は、天然石の骨材を

非加険団粘着性アーチノν ゴムシー トにデザインを兼ねて接着し、本シ

ー トを施工下地面に接着後、透明なメチノレメタクリレー ト( MMA)

樹脂系を塗布して歩行用に仕上げ‘ るものである 。

NP S 工法は既定( 棋樹間に1i J 二げることは知命、独自にデザイ

ンされた品針丙 . { 刻業も可能であり、 景観やF f . I 途にマッチした設計が

可能である 。 いずれも 天然石からなる骨材を使用のため、自然感覚

のj先い 出し風に仕上がる 。

外構における歩行商への適用は、 素材のブ司チノレ ゴ Ｎムが適度な ｩ￬ｬｾ 性

を有するので歩行感がソフトであり、また歩行騒音がうかないな E快

適な歩行空IIrl判例待できる 。

主な使用材料

模様シート

模様シー トの構成は図 1 のようであり、イ犠的な標樹丙例、「石積J

「さく らJ r;糠戸」を図 2 に示す。

使用される天然石骨材の大きさは 2- 9  mmであり、ちなみに「石

平氏J にはチェリー( 赤) 、那智黒( 黒) 、「さくら」には鳴門アジ( 淡

灰) 、大磯( 黒緑) 、日頼戸」にはl鳴門アジ、鳴門青( 青) の石がそれぞ

， - - - - ， r - - - - - - - - - @ 天然石

一 '  ー 鼻 、 A. - . . ___ r 一一一一一 ③ 粘着性ゴム

ａｾ ・ Ｍ 寸 Ｎ (非加硫ブテルゴム)

ニ アニ二竺二二二二ｾ ーＨーー一一ー ② 四軸ネ ｹ 卜 Ｈ③ の補強周 Ｉ

し一一一一一一① 離 型 紙

図 1 シートの構成

石積 さ〈 ら 瀕戸

高切岸町再|  

再'そ話再押yetr  

戦

母' 世体吊?喝:r  

再V再RYt 

善説

挙事

警議

図 2 標準柄の例

.  . 匂 、 v

、、¥‘ J 、- - I  、、¥‘ ご‘ ' ー- I  、¥‘ ごも- - I  、¥‘ ご、- - I  、
一 .;， 1  i  一 .;， I  ，一一 .; ， r  i  一 - ， 

，、 一r ，1 ' 、， -、 t ，1 1 、. - 、" ，1 1 、. ，、" ，¥1 、τ ，

、一、- . ・ ‘ ‘ ー ・ ' 、 匂j

図 3 仕上げ構成断面図

表 1 標準仕機方法

材料 材料の種類 標準使用量 ( kg/m' )

コンクリ ー ト周 ｏＮＲｾｏＮＵ＠

プライマ ー材 アスフアルト周 ｏＮＲｾｏＮＵ＠

鋼板周 ｏＮｉｾｏＮＳ＠

下地調整材 主として MMA 樹脂系 実測値

トップコ ー ト材 主として MMA 樹脂系 ｉ Ｎ ｏｾｉＮＶ＠

れ使用され柄を表現している 。

作製されるシー ト1枚の大きさは l OOOX 4000mmて、ある 。

仕上け塗 材

イ土j二げ用に必要な塗材はプライマ 一、下地部地主材、 トッフ。コート

などであり、いずれも主として M M A樹脂系ぞ組成としている。

標準仕殿方法を表 1、 仕jニt尚北成断面図を図 3 に示す。

適用例と外構部分への展望

木工法は開発以来約 6年を経過しているものであり、型枠式カラ

ータイルttJ ，議会 (全国加盟28社) が扱う工法のひ とつと して、 会員

による工法の普及活動 t 責任ある工事の実施を行っている 。

NP S 工法は、自然石調に仕上がる景観舗装材として位置づけさ

れるが、更にそのシー トの構成において防水性を有するブチノレゴム

1: MMA樹脂のトップコ ー ト仕厳により、防水性に優れているこ

とから、→生歩道lま勿E命であるが、特に公的な歩道橋( 写真 1) に

多用されている 。

タト品精日分への適用{91] 1 J . まだ少ないが( 写真 2 ) 、ソフトな歩行感と

自然石のもつやさしさは、仔IJ えl. f →閲丙院や老人ホーム、幼稚閲や

保育施設な E の外4蒋に極めてふさわしいものと考えている 。

写真 1

写真 2
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高耐久木材

前 田 勝 啓 ( まえだかつひろ) 附エービーシー商会フ 7 . ，ション建材事業本部販売推進部

休日、ホームセンタ ーや固芸庖に出向くとグリ ーンや図芸用品を

買いあさる人で溢れている 。1: ! 1: はまさにガーデ、ニングブームである 。

ホームセンタ ーはコーナーを士曽設したり、ガーデニングセンタ ー

に衣替 λ して活況を呈している 。

不況による剰l防時間の拡大がこれに拍車をかけ、逆に不況知らず

になっているい、う不思議な明日象がこの業界にはある 。

ガーデニングブームに触発されたかどうか定かではないが、建築

市場にも影響がでている、デッキである 。 これまでは板張り舗道や

公園 ・樹町二使われていた高耐久利特使用したデッキ材が、屋上

・エントランス ・ホーノレ ・ベランダ等建物の内外や付属施設に敷設

され、植栽を施される建築物が増えてきた。

「デ ックス来京 ビーチJ などは名前のとおり、屋上全体8，OOOm'ほど

がテ) キである 。最近では東京湾械l飾部路アクアライン「海はたる

PAJ の展望台 に、国民宿舎 「鵜の曲IIIJ ( 茨城県) のテラスにも高耐

久木材が佼われ、新名所として定着した。

また、学校 ・保育閣 ・幼稚園 ・病院 ・老人ホームなどにも高耐久

オ℃材を採用するところが増えてきた。

こ れには我々日本人のオ ￧ｦｾ に対する 「憩 う 心」 が背景にあるので

はないか、なぜ荏!c 、を求めるのかを分析する 。

テ ｖ キ材に限らず、ヲミ＿［財 ｱｾ には人工素材Ｈ工業製品Ｉに よじ 校し

てさまざまな佐イ立性がある ことが知られているが、{ 本J恋しているに

もかかわらず、あまりにも親しみすぎて、見過ごされていることが

ある 。

温もり

木材の紫指導率は石材やタイノレ、コンクリ ー ト等の床材とよ凶交す

ると 10分の l 以下であり、人が触れでも急速にf科TLを奪うことなく

温かみを感じさせる 。 また、人体に有害な作用のある紫外線はl吸収、

赤外線のみを反射し、歩行者に証同、みを感じさせる性質もある 。

やさしさ

オ ￧ｦｾ の繊 ＪＺｕ 苦邸哉は中空構造てあり、材自体のたわみと ともに街撃

を退U支に吸収する 。他の悶い床材と上凶交して、長〈歩行しでも疲れ

にくく足JI要への負担が少ないのもそのためである 。室内外を問わず

高齢者向けとしても古拙な知オであろう。

やすらぎ

材 4の表面IJ . 製材されたもので1 . > ｾＺｉｕ かい凹凸があり、光剖仮射

させるため、政しさを感じさせなし、。 これは人間の目にとってオく材
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の反射率50- 60%が最も心地良いとされているからである。また木

材には吸音性もあり 、人間の祝党 ・聴覚に負担( ストレス) をかけ

ないことも有備なされている 。

癒 し

オミ材自体が持っている自然で後しい感じゃ経年変化による色合い

の変化が心理的に落ち着かせる効果がある。笑際にオ寸オの中には殺

菌や抗菌効果: がある事も 笑証され、我々の生活の中で実用化されて

いる 。特に日本人にとって木は文化であり、村代の普から現代まで、

木から離れた生活や経済活動は有り得なかったと想像て3 る。

森中木村切な白 デッキ、ベンチ等本材がある所、人が集い、人が集

っ ている所にオ ￧ｦｾ があるという写ち謀、 ｊｐ 要をかけ 、 談笑 し、食 事をし 、

日光浴をし、グリ ーンを育てる 。f嶋監1{ な建築空間に I1司いを与える

のも高耐久オ ￧ｦｾ である。

しかし、どんな材でも良いというわけで" はなし、。 これからのI也球

環抗を保全し、次世t代に受け継〈手ためには次の点に留意した材の選

定を していかなければな らな し、。

省エネルギー

舗道や建築物等へのデッキ材を使用する ことにより、断索以カ来を

向上させ、ヒー トアイランドり換を抑tII llできる 。

ロングライフ

耐久性があり、将来の機能変化に対応できるデッキ材を採用し、

建築秒燥のロングライフ化を図り、生産エオJ ギーの低減に努める。

エコマテリアル

防腐処迎等 による水質や土壌汚染て環境や生態系へ} f t 弾if する材、

地球協疲化にもつながる熱待前止材料事再生の不可能な材、施工|崎や

使用11寺に人体に怒!jt郷 3を&1J . " すことなく 1似ぷ環境や人間にやさしい

材の選定。

リサイクル

廃棄処理の際にも土壌、水質、大気汚染を起こさず、リサイクノレ

も可能な材の選定。

これからは地球tj"if美的に環境負荷の少ない材を選定していかなけ

ればな らな いこ t がこれで明白であると忠、う 。

す位、流通している高耐久木材の中で、西オ ーストラリア原産の

ジ‘ ャラ材がこれ らの条件をすべてクリアー しているといえる 。いず

れにしても使用する材は慎重に調査 ・検討する ことが肝要である 。

ジャラ 。住宅での施工例



噴水と滝

小 西 善 吾 ( こにしよしあ) 鮒ムラヤ7 大阪支Jli 商業施設剖峨水チーム

近年、者11市化が進み、環境は無機質な表情と乾燥した空間の集合

体となっている 。酌伏では乾燥した土地がか、ことから古来より水

を非散に犬切にし、今日の街づくりにも周映されてし、る 。 日本はま

わりを海にかこまれ一年を通じて iE1悶な気候から雨も多〈、長い1m

* には不自! 主l しないという情況から今日に至 り、いつの間にか* 1 :

の親近J惑を忘れてしまい、その結身ミ水をとり入れた空間づくりと L、

う点において発展が見られない。

* は木来無形であるが故に、自由自在に形を表現することが可能

である 。水の形を表現するい、う点において、 II C t ドは最も動きや変

化があり 表現力豊かな方法である。

噴 水

Pt[7]'< い、ってもその形態はさまざまであり、 pf ; ヤドの導入に関して

は周囲の環境に合った形態と共に配澄や規模を検討する必要がある 。

Ilttフドは水柿l吹き上がるい、う基本動作からもわかるように、 l噴き上

がった水を受ける池や水を噴き上げるための機器が必要であり、 l吹

ドに必裂な池の大きさとは、通'': i;ll tt7ドのl吹き上げ市さに対し 2倍の

数値を基本とする 。 これはl噴き上げられた水を回収するために必要

な大きさであるが、 l噴水の種類や設置粂千| ニによっても多少異なる 。

池の形状はさまざまであるが、近年では水面を見せずに石板( ペ

イパー) て被ってしまい水面を見せない池( カバー ドプーノレ) など

もある 。 この方法てあれば水面いづ隔たりがなくなるため、 11ft' ド

そのものに近ずくことカ可I能になり、より親水'性を持たせることが

出米る 。 また冬期噴水停止期間内においても、池にカバーがされて

いるため普段、池が存在する空間も有効的な空間として利用が可能

になり、水中て、異和感のある配管、その他の装笹を隠すことにもな

る。

1If; 17ドのシステムはどの様な形態のものでも基本的に同じてや大きく

変わることはない。池にたまっている水をポンフ。てl吸い込みノズノレ

から l噴き上け‘ るという循環をくり返すだけである 。 この基本的な水

の循環重jl{乍にいろいろな設iiiI iポ腕浮を付け加える ことにより 1ll' 17ドの形

が変わ っていくのである 。1ll' 17ドに用いるポ ンプは大きく分けて 2種

類ある 。F剖 ニポンプと水中ポンプである 。j'ji j者は陸上に設置するた

めぜかド設備用の機械室スペースを大きく設ける必要があるが、 と剤耐

でメンテナンスも容易に行える 。 これに対し水中ポンプは、池内に

設置するため配管が非常に短か〈 エオ、ノレギー ロスが伍カポ" え られる。

111'[7]'<の設備設計に おいて、機器をど の様に設定するかは大変重要な

ことであり粂件次第で、 イニシヤノレ コストが大きく 左右される こと

もある。

ｬ 噴水 ｩ 也と機械室の位置 ｼ州系 は、検ｾ［ｹＮの選定に おいても 重要なポイ

ン卜となる。樹成室はH命財也に可能な限り近い場戸肋望ましい、機

械室 υt 休池の距離が大きくなれは百E管抵抗などの要素が士首え、必

要以上にＱｉｦ［ヤ ｫ 設備機ｾｧＮの能力を＿Ｇｾ < 設定しなければならない場合も

あり、コストに影響する 。

11ft' ]'<の形? 決定するのはノズルによる t ころが最も大きい、ノズ

ノレは11如 ドの設置 コンセプ卜およびロケーション等の粂{ 牛によ って、

その選定を慎重に検討しなければならない。 ノズルの形はさまざま

でil L l : に上るものや、扇形に出るもの、 ミスト状に出るものなど種

類 l; t . 豊富である、 これ ら数種類のノス‘ ノレの組み合わせをする ことに

より 11肋 判こ変化を もたせる こと も可能になる。近年て1ま水をアクリ

ノレチューブe状仁飛ばすものやヒ“ ー玉大の水玉を吹き上けーるもの、自

然に発生する霧と閉じ様な粒子て漂うフォグノスツレなど特殊なもの

も登場している。

Il t tドの見せ方て‘ 重要なものに演出操作( 変化) がある 。災なる種

類のノズルを月 ｉ ｊ 系統に配置し、イ Ｑ ｾｉ＾ｬｉ ｊ に傑作することによって水の姿

を変化させることが可能であり、例えばサークノレ状にならべたノズ

ノレの中央に直上型ノスツレを配置する t ① センタ ー直上のみ、②サー

クノレ11ft' ドのみ、③センタ一、サークル 2程同時、 と3種の変化そも

たせることカ可能である 。 これを時!日l的に操作してやれ凶時間によ

ってPt t 7 ドの姿が変化すること になる 。

1種類のノズルだけで. も水の姿に変化をつける方法はある 。ポン

プモータ ーをインバーターで制御し、モーターの回転を変化させる

ことによ って水の噴き上け市さを変 λ るものである 。Ilft]'<のl噴き上

げ7F5さが変化するため、ノズル本数や配列、時IJ御系統など考慮する

とおもしろい演出が可能である 。 その他電機弁の閲 ｼ 羽によって ｉ ｾＧ 休

の11l'tき 上げを制御する方法もある。 屯磁弁の閑I:'f Jは非常に早いため

演出も{ 鰍な変化と動きを加えることが可能であるが、' ; [ 1 磁弁の多

用 l; t . ポンプ圧のバランスに影響が及ぶ場合もあり、樹主に過分の負

荷をあたえてしまうので設計時に検討を十分に行う必要がある。

演出面では、より速く流れる様な述あげまのある演出も数多〈施工

されている 。 この様な速い演出l;t. 、音楽との完全向調や各極1照明設

備 t の連動も可能にし、 Ilf17]'<自体をよりア クティブなも のにし、シ

ョーアップされた「水のエンターテイメント」を創り上げることも

出来る。 ヨー ロツノ fで水圧を利用して初めて11武水力rfl lJ られたときか

建祭と社会 ・1998. 4 29 
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ら今日まで機々な形のl噴水力活11られてきたが、今後の発展について

もｾＡｬＮｦ［限の可自町圭をひめている 。

j竜

ごく自然に存在する水の最色には湖、 i也、河川! などが代表的であ

るが、最もダイナミックな表情をもつものはなんい、っても沌であ

る。沌は高低差や規牒の大小もさることながら、その水の落ち方そ

のものが迫力や美しさの決め手となるゆえに世界中に点在する沌は

観北名所になっている場合が多〈、人々の興床を引きつけるものの

ひとつである 。

i屯は都市部においても多〈存在する 。公困、遊園地、プーノレ、ホ

テノレには比鮫的に規脱が大きいものがあり、複合商業施設や地下街、

ヒツレ建物などにも多〈取り入れられている。

沌設f j 1 1 i は噴水とくらべ、システム自体が簡単で周囲のテ、、ザ、イン等

t 水の表情を調和させやすい。 しかし滝設備は、本来イ ニシヤノレや

ランニングコストがかかるものである 。 これ は沌い、うもの自 ｈ ，￬ ｾ

を非常に多〈必要とするからであり、水を多く必要 t する t いうこ

とは水の重量や姥築椛造や躯体に ｂＺ 弾 ｾｬｾ してくる 。 その上、大量のＪ

を動かすための大きな剖精力f必要で樹成室の大きさに関係してくる 。

71' lt というものが 「水を落とすJ とい う基本相批念があるためど うし

ても水量守多くしてしまい、水そのもので‘ 沌の表d 防を倉11ってしまっ

ていた結果なのである 。沌は"t休のように多くのノズルぞ必要とせ

ず制御l もシンプノレなものであり、デザインや演出の組み合わせによ

り水立を少なくでき設備も縮少できるので; イニシヤノレやランニン

グコストも 小さくで き、低コストで も大きな効果が得られるのであ

る。

沌は上の段から下へ* を落とすというのが通例であるが、新しい

沌の形として壁面に水を伝わせて落とすという形態が数多く見られ

る。壁面に水を伝わせる ことによ って少誌の水で. すむ こU: 、水が

落下する際の水の努轍や音の心配がないことで二狭いエリアや人の

出入りがはげい、場所へも、立f利I{J な水施設を比較的簡単に導入て、

きる 。

壁面のデザインを考慮してやれば水によって表情をつけられる。

例えばｾの表面の ｦ 土上げを粗くしたり、凹凸をつけたりすれば水の

流れにひっかかりができて、そこに細かい空気を巻き込み模様をつ

けながら流れ務ちていく 。 このように迎がしして命11 られる模様は壁の

表面の仕上りによ って奥なるので十分検討する必要がある 。

j戸過滅菌設備

ill:Itto/Jはすべて水にやすらぎや恕いを感じる 。人間も同じ様に水の

ある場所へ自然と集まる 。 これはi l l : I. 肋の習性であるが故に人聞は人

工的に水の風景ｾＺｬＧ￬ ｬ ｬ ってきた、それ刑 ｬ 員 Ｗ ｾ などに見られる水の設備

である 。近年の街づくりや建築物において、さまざまな形で‘ 水が取

り入れられているが、* を取り入れられた物は時には、重要な存在

となる場合がある 。ある l申立子供の遊び場であったり、ある時は人々

の休憩; 場fifi てあったり、待ち合わせ場fifrであったりと水そのものが

それを利用するものによって遊び、道具であったり、爽やかさや涼し

さをかl り出す場所であ った り、何かの目印( モニュメント ・サイン ・

シンボル) て。あ ったりと変化するものである 。水は人を引き つける

要素をもったものなのである 。 しかし水に動きがなくよどんでしま

い、ゴミが浮んでいるような死んでしまった水には誰も近づこうと

はしない 。 Ｗｍ Ｚｴ常に透明で清らかなものでなくてはならない 。 ＱＱ ｬＧ￞ｾ

や沌を倉11ったとしても水が汚れていては何もならない。 そこで重要

になるのがi戸過滅菌設備である、 i戸過滅菌設備は水質ーの保守に最も

重要なもので、 ｉ ＧｬＧ ￞ｾ や滝な ￫ＭＪ 施設には欠くことの出来ないもので

ある 。

1戸過滅菌2k哨とは文字通り i戸過剖} 前と滅菌設備である。 i戸過設備

は水中の ゴミやチリを取り除くも ので、滅菌設備とは水中の有機物

が存在できなくなる環境をつくるものである 。 これらの作用が同時

に働くことによって清らかな水質が保たれる o i P 過設備は大きく 2

つに分けられる。大きなゴミを取り除〈バスケットストレーナーと

小さなゴミやチリを取り除く i戸過装誼である。前者は内部にはめ込

まれているバスケットに水を通すことで、ノ f スケットの目より大きな

ゴミを取り除く、大きなゴミはポンプや配管に引っかかってしまい

トラフツレの原因となってしまうので、ポンプの手前にバスケットス

トレーナーを配置してこれを防ぐ。P 過装置はバスケッ トストレー

ナーで取り除ききれない小さなゴ、ミやチリを取り除〈 。最もポピュ

ラーなi戸過装置は砂1戸過装置で、専用タンクに大きさのちがう砂を

何j習にも重ね入れたもので、水をi戸泌する。他にも炉材に活性炭や樹

脂を使用するものや、布や紙製のカートリッジ式のものもある 。滅

菌装置は水中の菌や言葉を手6威させたり発生を防ぐものである 。

水中に薬品( 悲話z や臭素) を注入することで滅菌する方法が最も

ポピュラ ーで設備的にもシンフ勺レである 。特に塩素は漂白効果もあ

るので. - * の透明感は長〈保たれるが、大量に使用する t 必につく臭

いが出るので屋内の11政* などに倒有する 11寺の設定には十分気をつけ

る必要があり、また、薬液の補充というわずらわしさもある 。

金属イオン発生装置は金属( 銅や銀) を電解し金属イオン水にす

ることによって菌や淡の発生を防ぐものである 。 ランニングやメン

テナンスに手がかからず小型のものが多〈胞工も簡単な ことから良

〈使われている 。紫外線は殺菌効果があることから水質保守にも用

いられている、紫外線滅菌は池内に生物( 鰹や金魚) を入れる; 場合

に有効である 。

古来より 人聞は水のある場ffi ( 生活してきた。水を犬切には1時

してきたのである 。 それは水のあるところに憩いがあるからである 。

乾燥した都市空間のかたすみにある l吹* や沌は、憩いのある空間で

あり人々の心をなごま すアメニティー空間である 。
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緑にやさしい地下支柱

須古 誠 ( すこまこと) 刺i レオ附緑化|腿 叫 部 主 任

f 1i ; 材くの移植1; 1 : . 主として線系け主幹の先端が切断され、その後に新

たな新根の再生を区|らねばならない。従って活者は新しい多量の出|日

根が発生するかどうかにかかっている 。般がや1
1び出す前、 '(111ぴ!Ifiめ

に地上部分が揺動すると、 Ｔ 踏ドとｽ＿［Ｑｉ扇の土カ稿用 ｉｾ し、空隙を生じ乾

燥する 。 そして付近の様力守的Eし、予断民不能となる 。 また、新たに

生じた制I眼力苛菩動を受けると刷新、切断されI舌着て3 ず1' [ . 1*1;1:.キ，55-1:

する 。つまり活着促進のためには苅主による支持 ・体護が必要とな

る。f訟に樹対象の樹木の転倒を防止するため、木苅主 ・ワイヤ一

刻 J=' ・金j扇卦主等のj Jtl ミカ苛IITIl されてきた。 しかし空間利用が|瑚 i

な木 ・ワイヤー 苅主は安全1mでも ji:H出があり、「より自然な樹木を表

引する J い、った場合、金同支位得 も支障が生じる 。

樹木地下支持システム

木卦主 ・ワイヤ - ;k.i _主 ・金属 卦針 変 遷 を 経 て地下支主主が登場し

て10数年。t也上部分には何も兄えず、スッキリ と自然のままの美観

が楽しめ、現存する支1卜IJ材の '1' で故も強度が強L 、。更に !t;) J木か ら1石

木までIPI l I 広〈対応、できる 。 アンカ 一式( 下打ち) から埋設式( 刷T

ち) へと変化を遂げ¥支J封4の主流とな ってきた。

地下支柱の特長

強度の風荷重に耐える安全設計

娃設省等の協力て¥刻燦に給休を移他の上、引き倒し実験を行な

い風速6ののこ耐えうる 設 計。

埋設管や改良材があっても施工可能

アンカ ーを壁面に打ち込むため、担! 設住; を威したり、地下ケーブ

ノレを破った りせず、都市型対応の中高広い適応が可能。

幼木から大径木まて中面玄い対応、

樹市 ・目通り及び様鉢の筏 . ｉ ｾＺ＠ J さ等の初期粂'( ll二から強j主計算を行

ない、あらゆる樹木に対応が可能 。 ノレ ー ズ、フィッ 卜方式て 市朽ｴＺｾ締

めつりず固定ができる 。 ｏｦｾ lix: JV，' 保殻)

省力化・低コストで来事斉的

アンカ ー音11の打ち込み州邸主 ・行主主倍率が大幅アップのため、歩

掛りを含めたト ータノレコストのダウン、手直しも簡単。

人工地盤への適用

人｛ 地費 生、屋上庭闘ではｦＱ ｾ ￭ ｬ ｩｘＱＧ ￬［ｩ 主力吠きな 問題と なる 。 そのため、

」諜IUi i小厚に抑え、そのぶん、- taT1三支持: ; 1; も限られてくる 。更に

臼然土壌ではなく、軽立 ・人工土撲を倒有すると樹木苅主はますま

す必要なものとなる 。辿紡工法 ・ステンレスワイヤー結束、コンク

リート アンカ ー併用等、 人工I也事主においてもかなりの実般を上げて

きた。今後も都市部においては必要不可欠なものとなるて" あろう 。

地下支柱の新しいステージ

地下刻圭が登場して 10数年カf経過した今日、活力度の高い樹木で

は、ワイ ヤー・ ベノレ 卜等糾; 玲に食い込み始めている 。特に金属刻主

の場合、樹木 が金属 リングを飲み込む形で、結果、枯死に つな がる

ケースが非常に多〈凡られる 。ノレースずフィッ 卜方式て買す]jちしてきた

地下支住においても、成長が良ければ良いほど、経年変化に対応、で

きなくなっ てきた。 自然五日抗への視線を最{変先に、その開国に応え

る こ し そ こで開発されたのが 「エコ ・ベノレ 卜j である 。

.fiE1*1ま生きている 。活力のあるf沙ドは自らの成長のために位行本を

大きくさせる 。 その際、粒同てを支えるお住をそのままの状態で欣置

しておくと、幹を締めつけ、成長を阻害する 。本来、支柱とは、根

が活着する までのサポートである 。 その使命を終えれば、なくなっ

てしまう方カ望ましいのである 。 そんな支お識能を実現するために、

「エコ ・ベルト j は開発された。「エコ ・ベノレト j は土に戻るから、

自然と樹木に優しいので、ある 。従来の地下支社ては、佐附くの成長 lこ

合わせ、幹に食い込んだワイヤー ・ベノレ 卜を切断 ・除去しなければ

ならなかった。佐休の成長をしっかり支え、役目を終えると、自己

州札、自然に土へと還元される 。「エコ ・ベノレ卜 J 1; 1: . 、防砂麟維ベ

ノレ トに知性言成ヂ持株樹)1旨をコーテ イング しており、コ ーテイング

樹脂は 5 - 1併Fで分解し、亀裂を生じ、ベノレト内部に7 ] ' c が侵入す

る。植秒馬断佐ベソレトは水分て、急激に強度を失い、樹木の成育に合わ

せ、自然に切断される 。結、同t が水分と養分を l吸収し、吸い上げる形

成層は守られ、見41'; な 倒 防M僻 す る ことがで きる 。

以下に使用場所にあわせた地下刻主を紹介する 。

横打ち出也下支柱

埋設省、や改良材があっても安心 な検打ち式で、スライ ドアンカ ー

が" : t l . 揃自在九 あらゆるh駄に対応、でき、街附討の角型槌穴や改良

材を底敷きした植穴 ・人工地主住吉剥ヒにも使用できる者11市型地下事 弘

アンカ一式地下支柱

地 下 苅主の定番。 シンプノレ村長造で、T T アンカ ーを地中に打ち込

み、 根鉢をベノレ卜て支持するアンカ 一式地下支柱。

クイ式地下支柱

tft休のキ敵対象、杭打ち方式て施工ができ 、 また、既存木備s Q にも

イ史用できる偏i芯アンカータイプの地下ヲ( 110

幼木から大経木まで対応

幹周 鉢径 鉢の深さ 植穴f圭 植穴深さ

(cm)  (cm) (cm)  (cm)  (cm)  

ｾ ｉｏ＠ 33 25 69 37 

ＱＰｾＱＵ＠ 38 28 75 40 

ＱＵｾＲＰ＠ 47 33 87 46 

Ｒ Ｐ ｾＲＵ＠ 57 39 99 53 

ＲＵｾＳＰ＠ 66 45 111  59 

ＳＰｾＳＵ＠ 71 48  117  62 

ＳＵｾＴＵ＠ 90 59 14 1  75 

ＴＵｾＶＰ＠ 113 74 17 1  90 

ＶＰ ｾＷＵ＠ 141 91 207 109 

ＷＵ ｾＹＰ＠ 170 108 243 128 

横打ち式地下支柱 クイ式地下支柱 アンカ一式地下支柱
ＹＰｾＱＲＰ＠ ｾＲＴＰ＠ ｾＱＶＰ＠ ｾＳＲＰ＠ ｾＱＸＰ＠
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勝 Z 脳

建物への緑の導入

松 浦 弘 三 (ま つうら こうぞう) 東邦レオ附緑化関連事業部環境共生課課長

はじめに

世界て一番古L、屋上庭園は、今から 250側三以上も昔のパビロンの

ぷオ、ブカド、オ、ザノレ 2世が王妃アミィティスのために作ったと言われ

る懸垂庭園で、 42mX 30mの構造物上に 7層の階段状に作られた緑

の丘のような庭園である。惹やアスフアノレ卜て、止水し、レンヌゲて漆

l喰をし、川の* を汲み上げてj謹* をしていたそうで、現在の技術を

しのぐ感がある。わが国での屋上庭園第 l 号は、 H百和 9年に建てら

れた ｾｬｦ ｬ 倉彫型館Ｈ東京都台東区Ｉと 言 われているが、当時としては

随分思い切った設計だったのではないだろうか。j写き 30- 4Ocmの自

然土疑に植えられたオリ ーブの木は今も健在である。昭和40年代か

ら大iJU*な商業施設や再開発ヒツν、下水処理施設の屋上などを緑化

するケースが増え、やがて我々の自にもふれるようになり、建物へ

の緑化は 5 - 6年前から脚光をあびはじめた。

要求される技術

建物の緑化対象空間としては、屋上、人工地盤、壁面、 地下、中

庭( パティオ) 、屋内( アトリワム) に区分できる。純物の生育の環

境要因としては、土、 7]'<，. 光の 3つが主体となっており、緑イヒ対象

内 1:11により生育に方守11な環境要因の組み合わせが変ってくる。 自然

の土、日! ! ? 、降雨がない地下が一番条例ニの惑い緑化空間である。し

かし今日では、人工土壊システム、人工光、正l却IMM<システム、植

物の選定、管理を行なう事により技綱引こは樹主が可能な空間てあ

る。

また、屋凶緑化する上で、の問題点は、荷重は大丈夫か、植物は

育っか、漏水事故はお こらないか、樹程は、施工性は、経済性は、メ

ンテナンスは、等々。 これらの問題点も、新しい技術や資材の開発

てすべて併決されたと思ってもよいだろう。資材で一番大きく様が

わりしたのは土壌である。人工地盤における土壌の性能は、植防の

生育にとって最も重要なポイン 卜となる。水もちゃ透水 t いった性

能は土壌の厚さを決定し、設計全体に大きく影響をおよぼしている 。

変化する人工土壌

人工地盤緑化への認識が寸量化 してきた今日、望まれる土壌形態

も変化 しつつある。 これまでのように軽量性を追求したり、薄層化

を可能にするために高い{ 林能力を有した、まさに「技w也人工土

壌j は影をひそめつつある 。代って周囲の環境を意識したものや低

価格を追求したもの、リサイクノレ性を持った素材など、使い勝手や

使う ことの意義、使い心地の良さなどが望まれるようになってきた。

いわばより広〈緑を導入するための 「汎用型人工土壊J い 、うべき

ものである。 もちろん生育而でも今まで五L上の効果を上げ‘ られる こ

とが前提条件である。施工性は 1m'のフレコンパッグ入りて、クレー

ンカ苛酎妻帯まで屈〈場合は、閉ますが 1m当り 1- 3分と非; 品;に速く、

施工量は 1 日100m'可能である。湿潤状態で搬入されるため飛散の

心配がない。 また、土壌らい、色合も特徴で、従来の白色ではなく

表面のマルチングも 必要ない。水に沈むため従来の軽量土にありが

ちな雨水による流出といったトラブノレも解消された。

おわりに

このように、人工土壌やキ酷比技術の発達は、今まで緑化カホ可能

とされた空間への緑の導入を可能にした。病院 ・ホテル ・住宅 ・再

開発ヒツレと多くの建物の昆仁、壁面、屋根、ア トリウムに緑が導入

され人々に憩いの場を提供している。 これは、過酷な都市環境の中

で、都市に住む人々の疲労回復や、リフレッシュというような、心

理的または、生理的な勾品長や、 ヒート アイランド現象の軽減等の効

果も期待でき、都市環境の改普戸に役立っている。

大阪市のよう に、補助金を出 したり、「建造秒l緑化のてびき」を作

成して、建物への緑の導入を: t{凶主している自治体も増えてきた。

これからも、人の手を離れてもそ こに十分生存しつづけられるよ

うな緑の基撚を目指して、技術開発をしていく必然性を感じる 。

重要度の変遷

今 ま で これから

- 人工土嘆( ヒソやノイ J レ)

1. 軽 量 性 1. 経 済 性

2.  i呆水性 2. 施工性

3. 飛 散 しに くい 3. 軽 量 性

4. 施 工 性 4. 1: 呆水性

屋根緑化 ホテル宴会場の屋上( ウエスティンホテル)
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持ヱみ明

G R C 製樹木保護蓋

元井 剛 ＨもといつよしＩインフラテ ｾ Ｗ 附ｼ持 ｬ 発商品 Ｚ Ｑ 味料 ｩ

ヒツレの高居zイヒなどにより、都市のイメ ージや景観 環 境 な E カ唆

わり つつ あり、それにともな っ て日ＮＧＡｾなどの自然環境や都市の美観

についても其剣な取り組みが行われている 。

↑ 対車な者11市空間の一つの構成要素 t しては、建物自体の景観 U :

もに、それらをとりまくタトf/ f J ' . . 緑の空liil などのオ ープンスペー スも

重要な要素 といえる 。

ヒツレの足元の広場空間や歩道主主的につい ても、街の表情 t しての

楠裁が四季の うつり かわりをおしえてくれている。

街のな かにある粧わドはわたしたちにやす らぎのひとときを与えて

くれる、 この犬切なf抄ドをガー ドし、育成を助けるあた らい 、タイ

プの樹木i呆談業 rK C サークノレj がHト19もされた。

この樹木{ 持変蓋には植樹析による段差や、歩道幅員の狭さを解消

し歩行吋性を高めたギ石型や透水型の rGRC 製樹木保護蓋j がある 。

特長

.  GR C製( 耐アルカリ性ガラス繊維入り強化コンクリ ー 卜)

[GR Cの一吻生的: 持長}

- 高い曲け強度をもっている

. 市ー付E担体性lこ優れている

- 靭性に定; み、ひび割れ; t _ [ 抗性が大 きい

' 1. ¥lf. 1勾形成カ可能なため、経五I化できる

. デザ、インの 自由度 が大きい

- 法定不燃材である( 建設省不燃通則認定第1005号)

. 歩道の有効幅員ぞ拡大て3 る

- 景観にマッチしたカラ ー化ができる

.  i似或の特長 をデザイン化( 文字 入 札 自 治体の花、木など)

G R C とコンクリー卜の強度比較表

特 性 / 成 形 法 GRC(プレミクス)

AR Gファイ パ含有率 ( 重量%) 3  

気 乾 比 重 ＱＮＷｾＲＮＱ＠

幽 破 壊 強 度 MOR・1 ( kgf / an' )  ＱＰＰｾＲ ∞＠

比例限界強度 L OP" (kgf / an') ＵＰｾＱ ∞＠

げ 弾 性 率 E b X 10'  (kgf / ぱ) Ｑ Ｎ ＳｾＲＮＱ＠

量 破 察 強 度 目S ' 3 (kgf / ぱ) ＴＰｾＷＰ＠

5皇

比例限界強度目OP " (kgf / ぱ) ＳＰｾＵＰ＠

圧 縮 (kgf / αず) Ｔ ＰＰｾＶ ∞＠

せ ん 断 (kgf / an') ＴＰｾＶＰ＠

衝撃強度( シャルビー) ( kgf ' 聞/ 凹f ) ＷｾＱＲ＠

ポアソン上t 0 . 3  

水

吸 水 率 ( %)  Ｑ Ｐ ｾＱＵ＠

乾 燥 収 縮 率 ( %)  。 Ｑｾ Ｐ ＮＲ

熱

熱 伝 導 率 ( kcal/ m +.C )  ＰＮＸｾＱＮＳ＠

熱 膨 張 係 数 ( X  10-6/"C )  Ｗ ｾＱＲ＠

火 熱 性 不燃材

125Hz 27 

透過f員失

250Hz  30 

音

(GRCI 5mm厚)

(dB)  500Hz  35 

1000Hz 39 

2000Hz  40 

*  1  MOR :  Modul us 01 Rupt ure 曲げ破壊強度

*  2  L OP  :  Li mi t  01 Proport i onal i t y 曲げ比例限界強度

本 3 UT S  :  Ul t i nate Tensi l e St rengt h 引張り破獲強度

*  4  BOP  :  Bend- Over  Poi nt 引張り比例限界強度

本 5 コンクリートは I'ck= 18を比較の対象とし ています

種類

.  GR C製ギ右型樹木保護登

.  GR C製透水型樹木fネT建造

和歌山県南部町ポケットパーク

大阪市御堂筋
大阪府守口市

コンクリート事S

ＲＮＳｾＲＮＴ＠

ＲＶｾＳＲ＠

ＲＶｾＳＲ＠

Ｑ Ｎ ＹｾＲＮＱ＠

ＱＵｾＱＸ＠

ＱＵｾＱＸ＠

ＱＸＰｾＲＱＰ＠

ＳＶｾＴＲ＠

0. 17 

0. 01 ｾＰＮＰＳ＠

ＵｾＷ＠

10 

耐火材
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ヱみの蹴

緑化コンクリート

堀口 剛 Ｈ は り くＧち たけしＩ日本セメ ン ト Ｈ 刷工業 ｮｾ ｬＹｾ部副部 長 Ｈ工 Ｇ 一 紳士Ｉ

日、コンクリートむき出しの桃込物は景観をそこねる 等の理由

で、何らかの修景を施されるようにな ってきている 。 また、新しい

コンクリート ｴｾ 造物やコンクリ ー 卜製品については、デザ 、 インなり

工法を工夫する ことに より街並みに合致するよう努力がなされてき

ている 。 さらに、都市化によって間売した緑の復活を自的 t した緑

化可能な製品が求められ、加えて現; t E では生態系も考慮した製品 ・

工法の| 井l発が進められてきて L、る。

修景緑化コンクリー卜製晶

道路I1動の法而や者11市内の急日斜面、河川 の急傾斜殻岸等での コンク

リー卜構造物は、第一 に土木構造物としての強度 t 構造を持たなけ

ればならない。 その上、緑化を可能にする工夫がこらされている 。

写真 1 は械に込紙しけ[ 跡比をすることにより、地物が揃支すれば

全而緑化が可能となるものである( 写真 2 )。 また、 写真 3 は主 とし

て急{tj ' [ 斜河川護岸に使用され、ホタルが生育できるようにしたもの

で、持i酷としてのデザ、インを施したものである 。緩斜而の護岸用に

は写真 4 のような階段状のブロックがある 。随所に花オ噂 の植込み

析を付けii 搬に配慮したものである 。 ステップには人がすわれて恕

えるようにしてある 。 アスフアノレ 卜告il 牒 寄与:の4県l床; 乾燥な駐車場を緑

化 して、心をなごませるような工夫をしたものが写 真 5 の緑化平板

である 。

生態系緑化コンクリート製品

五Uニの ように組物を生育させるため製品に種々の工夫 をしたもの

写真 1 写真 4

写真 2 写真 5

写真 3 写真 6
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があるが、コンクリ ー卜 自体を紘化してしまうという発想から、今、

ポーラスコ ンクリ ー 卜が注目されてきている 。直接 コンクリ ー卜 に

t割安するには、根茎カ可申長するための空隙と、植物の成長のための

養分や水分を保持する土壌が必要であり、その点でポー ラスコンク

リー 卜は有効な材料である。

写真 Bはポー ラス コンクリ ー 卜に直接根を張った植栽の例である 。

土壌をより多く liik' 1 某するために表面に凹凸をつりたものが写 真 7で

ある 。 また、河川護岸の張りブロックの下苦11をポーラ スコンクリ ー

卜にして、洪水l昨の流水によ って草木が流失しないように工夫され

た製品もある( 写真 8 )。

持! 挫ーの前面をポーラスコ ンクリ ー 卜にすることで、背面の水分を

表面全体てが流出させ、 コケやシダ類を生育させるように した ものも

ある 。 もちろん新盤ブロックとして必要な強度は附呆しである 。

特に生態系を重視し、 しかも周聞と調和] した緑化可能な工法て施

工した護岸が写 真 9である 。 この工法は既設の問知ブロックの表面

を土堤ふうにするためのl次付工法である 。i次付11寺のモノレタノレのダν

と土壌分を入れる ことで、 周囲の京税と調和] した土堤を形成し、 l次

付1時のTdキ11による表面の凹凸が微生物の生息場所となる 。 そこに自

然に土嬢が溜ってきて、コケ、シダ、ツタ等が生育してくる 。

五L 仁紹介したように、り斑のコンクリ ー卜都造物や製品は景観修

復のために$ くの工夫がなされてきているが、 これからは生態系を

も考慮した製品 ・工法的食められるため、施工業者や製品製造業者

は、土木工学や コンクリ ー トに対する知識とあわせて、広〈生態工

学への造詣も深くする必要があるのではないfごろうか。

写真 9



街の夜景づくり

村上幸三郎 ＨむらかみこうざぶろうＩ村上デザイン ｲｾ 務所

夜間景観を創る照明

f21世紀には ・夜における都市の魅力とにぎわいそ創造し、また

安全を目倒呆してゆく こと がますます重要な該当直になってゆく j と、

1995 i f - 大阪で開催の世界夜対会議の| 刻会挨拶で述べられた。夜間l景

観を構成する要素は多々あるが、なかでも照明のはたらきは大き L 、。

目、わたしたちの生活は「丑は働き、夜はl眠る」生活パターンか

ら、昼夜を問わない社会システムの形成に向かっている 。 こうした

社会的要請を受けるとき、者11市の夜f ! JJ1j{矧をお11 1 ) ，環境の安全性と

快適性をサポー 卜する! 照明の役割lはますます重要になってきている 。

生活 ＱＱ 寺 ｼ日 ｪ の ＲＴＱ 時間 化 やライフスタイノレの変イ じこともない 、ＡＱ ｾｕ ｊｬも夜

IIIJ 行動のための明るさのU倒呆だけでなく、光と; 拶の演出により者Ilrli

の美しし、夜間景観を総合的に形成していくようにと変化が求められ

はじめている。

機能照明と景観照明

市谷'[1むにおける屋外の照明には大J]IJ して、機抱月R明と 景観f ! 削lが

ある。機古日現明は交通の安全や防犯などの立場から !mUJ' J対象の機能

に応じた適切な照度を効率良< (i '(rfl A ! : することを目的とし、道路、公

磁 ｬ 、駐 ｉ ｉｩｾ易な ｅ の場や物の凡ぇブ ｊ を主にした明るさをつくる ＡＡｈｉ リ ｬ で

ある。一方、建築物を I切るく !mらしだす!mll }]やイノレミオ、ーションな

どその地域の雰囲気や情緒性い、ったf!! IJ 而に重点を おき夜間景観を

秘怪的に演出しようとするのが景観照明である。街の夜景は この両

fJ! IJ 而が重なりあってっくりだされ、適切に組みあわされて杭l釆 効 *

を挙げる。しかし、街の夜会( - : f くりには、歩行の安全や Il}j犯効果を

つくる街路の明るさを石倒Jtする機自白照明がまず大切で. あり、地岐を

特色づける景観 ｬ 照明は機抱月｜ｾｉｬ ｮ の上に段階的に成り立つのである 。

稽い街

図 1 街の夜景づ くり

照明のデザイン

盆!日1の太陽光による照明はあらゆるものを平等に照らし出す。そ

れに対し、人工照明l立見せるぺき対象を|品iの1:1:
1
か ら悲12的に取り 出

照度

光の性質( 指向性拡散性)

光の方向

演色性

など

( 対象のため )

の照明演出 j

すところに基本的な中Ili 主がある 。

! 照明をデザインするいま、 m! 明総兵の形状や色彩を工夫すること

のみでない。! 照明のilfi 要素である( 図 2 ) 明るさ、
iリ]11音のコントラ

スト、配置、光の色などを活用して、対象物や環境を昼とは呉なっ

た構成と表情に組みかえ、それらに適切な機能性と造形性を創出し、

彼去に「わかりやすさ J rその場らしさ J r美しき J r親しみやすさ J

などをもたらすことにある 。すなわち、照明のデザインとは設計者

の声Ｚ鴎 ｛ｾｴ こ対 するメァセージを光に託す行為であり、 ｅ［ 拘臼形成の 桃先日

を光によって表現しようとする造} 隊長 |匝l
である。判

照明の手法

光の利J l Jの仕方から、処築物などの対象に対する m.!rリj手法は 3砲

に大月IJ で き る ( 図 3)。

直按投光による手法1; J : 、対象物を投光により直接照明する方法で、

歴史的建造物の外壁而やタワ ー、橋梁の構造などのもつ形態や全体

像、陰影が演出て. きる 。発光による手法は、イノレミオ、ー ションやオ、

オン管などにより装飾としての! ! 削lを設遣するか法で、建造物やタ

ワーなどの外形、構造が俗調て. きる 。透過光による手法は、屋内!!H

町] による窓越し の明かりを夜景のi 1 i rmとして活用するブ刀法て¥娃築

物の高きやスケーノレ感などが衣呪できる。

昨今、建築物やモニュメン卜などを文字通り“ ! ! 日らし出して" 対

象物の印象を強めようとする投光照明によるライトアップ手法のみ

が、設説明明の全手法と誤解されている傾向がある 。欧米の石造建

築物ては光を内部に| 別じ込めてしまうので投光手法に頼らざるを符

ない。わが国の伝統ム! ! 築では、附-T-に内部空間の表情を l映し 山 し、

絡子から こ ぼれてる明かりに雰幽気 ｾｴ￬ｬｊ るな ｅ を忠誠してきた 。一

万、現代建築物て1まカーテンウオーノレのガラス壁而に室内の町lかり

をあふれさせる表呪をｾｽＡＡ築造形とするのを基本としているのである 。

点滅するオ、オンサイン、 'Iq: 先の提灯、走行事の光の裕などなど、

多くの光、照明が交錯し、夜の街に生気をつくりだす。街の夜j if は

1ドーの建造物をライトアップして焔閉する! ! 賢明演出だけでできあが

るのではない。多 くの手法を芯識して活用し、対象とする領域空1111

の目的に合致するよう、夜対全体をデザ‘ インし、 コントローノレする

多機な夜景( ライトスケーフワ剣山を必要 t してし、る 。

これからの夜会r : ; くりにとって、スカイグロウを抑えた夜空の似

i前やさE態系への面白色、れiエネノレギーなどによる“ ライトダウン" を

も必要としはじめている 。

参 考 ・引用文献

董の強調 高さ威容感の表現

発 光 ③ 透 過 光

図 3 照明の手法
H
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色彩景観は公共の財産

村 上 幸 三 郎 (む らかみこうざぶろう) 村上デザイ ン事務所

色彩は街の表現

建築群としての街並み色彩景観を通じて、その街の歴史や椛成、

生活、芯窓: 識など、街の状j況兄や文化などまで、が顕若著: に伝わつて〈る力か
3  

ら不

しじ: 力か力か、し、街並み全体のもつ色調の美しさに感動を党える例よりも、

一部の建築物が周囲の街並み景観を破廃しているのを多〈見かける

のが残念だ、ある 。 それら若干の建築物に永年にわたって蓄積されて

きた街並み景観を否定してよい樹りはない筈である 。建築の色彩は

造形表現の重要な要素の一つであるにもかかわらず、形態や構造、

材質などに比べて、 しばしば安易に処理されている場合が多いのでP

はなかろうか。

騒 色

たとえば、京者| 堵肌暗fl の大通りに目を恭IJ くように建っている楽器

庖のヒツレ。特異な建築形態に加え、その強烈なク ロームイエローの

色彩は、瓦屋中艮の11I T家が建ちならぶ落ちついた街の景観を見事に壊

している 。 ところがその後、すこし阿佐れた;場所に D P E底の賞色ピ

ノレがで、き、持ち帰り弁当庖は} ; 5前一杯に賞色看板をあけ‘ た。カラオ

ケヒツレが同様に強烈な黄色に塗り替え、若者の共感ぞ得ていますと

明l: i < 有様である。 E うも騒色は伝染する' 生質があるらしい。束駒市

聞では: 写1 * ラボ、の黄色ヒツレが出現したが、これは近隣住民の猛反対

にあってしまい、うすいクリーム色に変更を余儀無くされたげ云え

|昔] ｾ、てい る 。

J  1  S  [ " 安全色彩使用i闘 IJJ には賞色の表示事項として 『・危険

のおそれがある箇所及び… 人体に有害な物質の表示に用いる j と定

めている 。 きっし黄色ピノレや賞色看板のオ ーナーは「危険ですか

ら近寄らないでくだ、さいJ と大声で “注意" 守促そ うとしているの

であろうか。

→l生に、騒色といえる色づかし、は商業'fJ J匝設に多いのは事実である 。

商却泡設7ごからこそ周囲環境に気を配り、施設の品絡を高める努力

をすべきだと思う 。 ところが、船丘は文字通り“ 目立ち色" としか

表現できないような色彩の住宅建築も見かける 。なぜ、あんなに派

手な色彩で自宅を表現しようとするのか理解に苦しむ。検浜市郊外

に新築されたピンク色のマンションに対し、周辺住主が外壁色の塗

り替えを求める運動ぞ繰り広げている状況がインターオ、ットに掲出

されている 。 自分だけが目立てば良いとする姿勢が、自らを怒〈目

立たせるばかりか周囲の街並み長微を否定し、その街が築いてきた

文イ出生を否定することに思いそ至らせてはい、 t 願う 。

鮮やかな青色も目立つ色である 。建税見場の仮固いシートにはな

ぜか鮮青色が多い。郊外の新開発地の安普請住宅によく見かける瓦

屋根、 11I T工場のトタン屋綾など、どちらかというと安易な場や建物

によく使われている。近似した鮮音色にゴミ収集用のポリ袋やプラ

スチックバケツがある 。あたかもこの色で被う t 全てを清らかにす

ることができる魔法の色のようにf変われている 。たしかに鮮青色と

いう色彩は、生気自然、清潔、若さなどの好感あるイメージを多

〈与える色で、澄み切った青空は快適さの代表である。 7ごが、鮮青

色の雄料や物をいくら氾濫させても 1号室や自然の回復をもたらす こ

とはない。 自然に優しい色彩、 地域に栂ざした色彩から遊離した鮮

やかで人工的な色を使うし周囲の ｭ ｴｊｾから突出してしまい長観を

破威してしまうことになる 。
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行政の対応

街なかには、派手で目立つ色彩の建錠物や広告物が氾濫している 。

それは、こうした強い色づかいカ苛[l 市を演出しJI辰わいをつくるとの

誤った認識があるからではなかろうか。 その上、周辺環境との調和

への無関心、景観への無理解など力主相乗し、騒色や混乱を生みだす

のであろう 。 それへの対策として、近年、各地の景観条例などに色

彩に関する規制や指導条項が盛り込まれはじめてきた。

大阪市は ＱＹＹＶ 年、色彩景紺十画方、イｾＢフＧＯク「大阪 ・ まちの色ー

やわらぎ- J を発表した。 そこでは、 『景観はさまざまな要素が集会

してできあがって 』 いるので I"l' ; 域全体を総合的にデザ、インする

視点… 』が必要であるとし、 『飽きのこない独りよがりでない色彩j

で 『まちの色を整えましょう J U樹商している 。『適度な調和と変化

て'H やわらまの色彩景観をつくりましょう j と訴求し、 『グレイッシ

ュな色調j の都市長観が大阪市の目指す色彩景観であると提案して

いる 。 そして、実践的に rL 地域や街区の色彩景観を乱す突出し

た色彩の使用を避けること 。 2，地域や街区が全体として秩序ある

色彩の使用範囲を創り、守ること j を景観色彩の指導方針と して提

示してし、る。

兵庫県は 『都市景観の形成等に関する粂例j の中に大規挟建築物

等て、は地域景観との調手[ J をはかるため、色彩の指導鑓準として、 主

に彩度に関する基準を設け、赤、極系て彩度 6以下、賞系は彩l度4

以下、その他は彩度 2以下と定め、基調となる建築色彩が自然の色

彩にまきり、けばけばしくならないようにしようとしている 。 さら

に、県内各市町村は県の条例を基本 t しながら、それぞれの地域に

ふさわい、色彩景観をつくるように努めている 。

烏別展では 『鳥恥慎景観形成条例J r鳥 恥 時 制 隊 基 本 方 針J ，こ

基ずく 『烏拠黒色彩ガイド、フ。ツク ・色彩作法制の中で、地域の景

観形成にあわせた色彩決定の際の指5擦として、具体的な提案色を細

かく提示している 。

このように、各地の景観に|測する取り組みなど、建築色彩の使用

に| 刻する条例や規制の事例を多〈亨IJ 記できる 。本来は建築という造

形作業に ｼ拘わることであり 、行政の規制や指導の声 ［ ｾＧｴ とするのはそ

ぐわないはずであるが、良好な街並み景観の形成い、う目的と騒色

建築物の増加い、う実状からは1 1 : :むをえないことも確かである 。

街並みの色彩

街並みに秒t序ある色彩景観をもたらすためには、個々の建築色彩

が良好にならなければできないこ t は自明で‘ ある 。 それぞれの建物

が街並み景観をつくるとの姿勢が犬切であろう 。

まず、個々の建築色彩の設計に当たって、 1口I象とする建染物のみ

が自己主張する こと のないよう、周辺の色彩環境を調ぺ、それと色

彩的なつながりをもった外観色を選ぶ姿勢にたって欲い、。

周辺環境との色彩的な関係をもたらす考察には、法、や青い、った

色凋面よりも、明度と彩度 t の被合概念である色のもつ強きとして

の“ 色調" 面か ら始め、その後に色湘を加えて造形表現する手法が

望ましい。 さらに、色彩設計を若色図として図面や完成予想図上に

描くことである。そして、少なくとも隣接建築を共に着彩して描く

ことで、街並みの色彩としての調和性を考察するこ t ができる 。

街並み、 地域の景観 ・色彩は公共の財産である 。 その意識をもっ

て建築色彩を計画されるよう望みたい。



ぷの溺

弱視者のための自発光式点字フ、ロック

。。円

0 0 0 0 0 0  

0 0 0 0 0 0  

0 0金 0 0 0

0 0ゆ1 0 0 0

0 0否 0 0 0

ｏｏ ＨￔＩＨￔＩＨￔＩｾ＠

剛 ( もといつよし) インフラテ y ク側発商品事業本部

環境整備をした街づくり 。歩行性の高い歩道整備ヵマ苛路の景観形

成に重要な役割を果たしている 。特に歩道整備においては、自の不

自由な方々や、歩行に支障ぞきたして いる方々のために、足元の安

全性と歩きやすきを追及した「バリアフリ ーの道づくり」が求めら

れている 。

そのような道づくりにおいて、特に弱視者が必要 k している [ 点

字ブロックj を開発するにあたり、光ファイパーを利用するこ t て二

夜間においても識Jjl Jて3 る製品化を可能にした。

その結果、歩道を 「より安全で、装い新たな道」 として、演出す

ることができるようになった。

元井

300 特長

- 夜間においても弱視者が点字ブロックを識別できる

・簡単施工 (コ ンクリ ート 平板と 同様の設置)

・メンテナンスフリ ー

・廃材はリサイクノレ可能( 無公害材料部品使用)

. 表而カ苛政損 しでも 点灯

- 全天候型ソ ー ラー電源システム内蔵( 配線不要、日陰でも可)
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点灯時

昼間時

仕様

寸ガト一一300X 300X  60t (30) 

材質 ・重量一 一コンクリ ート 13kg (7 kg) 

ファイパ ー 数 一Ｍ ｾ 1 m/m 35点

太陽電池容 量一 一3v60 mA シリ コン単結品型

コンデンサ容量 2.5V4mA h  電気= 重層 コンデンサ

ファイパ一光源ー「包高輝度10争L ED( 縫色)

点灯点滅モー ド 30回/ 分 400ms点灯

充電時間一 一日陰雨天て最大 61時間 日射があれば 1時間以内

部IJ f 何時間ト一味方1St長年間 日没自動点灯 日 ｭｾ 自習氏自灯

使用温j錦 (sJH掛一 一充放電釧悼ミに一 2ぴC - 7ぴC ( 寒冷 ・手持帰-地可)

防水性一一水中下50cml こ96H 投入後浸水 なき事

力[1重強度一 一100kg/c旧宮

耐久寿命一 一l似F間保守不要

設置場所条例」一塁 外であれば設置場所フリ ー

開発 ・製造 小倉セメント製品工業株式会社
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建築を直接語っ ているわけ ではな

い。 さりとて単なるガイドブック

でも、スケッチブックでも、文化

史でもない。本書は沢田重隆画伯

の絵入り都市シ リー ズの一冊で、

東京の下町、京都、鎌倉に続くも

のである 。ベス トセラー となった

「清貧の思想J の著者として知ら

れる中野孝次氏が、横浜とゆかり

の深い文学作品を通して 、街の景

観を様々な視点から率直に綴って

いる 。現在、神奈川近代文学館館

長である著者は、横浜在住25年、

当地を「終の栖j と表現すること

からも、街への深い愛着が全編に

わたり伝わってくる 。 それ故に、

横浜駅前の巨大商広街と変貌を遂

げる「みなとみらい21J の建物群

に対しては、無機的空間と痛烈に

批判し、「設計者 ・建設業者・注文

主の情熱がない j と手厳しい。辛

口の文章と写実的な絵が一体とな

って、まるで横浜を散歩している

ような、楽しく味のある一冊であ

る。 (Y. 0)  

本書は、古代の神社建築から、明

治 ・大正 ・昭和の初期の西洋館や

公共建築物、新しいものでは伊豆

長八美術館までを( 古い建築物が

多数を占めて いる ) 、“ 目と 脳によ

る格闘技" をもって、とらえた集

大成である 。取り上げられる建物

は、「木の建築J ( 関谷校講堂な

ど) 、「石の建築J ( 奈良国立博物館

など) 、「様式の美J (大阪市中央公

会堂など) 、「建築の匠J (万平ホテ

ルなど) の 4 部構成に介かれて解

説されている 。著者の前書き代り

の 「建築探偵になるための心得J

がふるっている 。11 . 机の前から

離れる こと J ( 体験から考えるとい

うこと ) 0  1  2  . フィ ール ドに出る

こと J (フィールドの肥沃度を決め

るのは、人と資金のこつ である) 、

13 . 三種の神器を持つこと J ( カ

メラ、地図、スケッチ用メモ帖で

ある 。 ただし、建築探偵ではなく、

建築家になろうとするならば、カ

メラはないほうカ〈いい とのこ

と)、 14 建築と相撲を取ること J

( 建物とがっぷり四つに組んで、

勝っか負けるか相撲を取るように

見ること) 。 この “ 建築探偵稼業の

極意" が、本文よりおもしろいと

恩った。 (Y. 1)  

この本には、ライトの建築に日本 本書は、 ヨーロ ッパを 中心に没年

が与えた影響につ いてより広範囲 が 1899年以前の建築家800余人を

な視点から介析 ・研究された内容 収録した人名事典である 。著者は、

が語られている 。 ライトの日本の 滞欧20余年にもわたり、紹介され

伝統的美術 ・建築などへの思い入 ている建築家の現存する建物の実

れはこれまでにも度々紹介されて 地調査による具体的な記述や、掲

いるが、この本では単に建築家ラ 載されている建物の写真の半数を

イ 卜とその作品の研究にとどまら 自ら撮影している 。 また、主要人

ず、 19世紀後半から 20世紀初頭に 物については、参考文献をあげて

集中した東洋と西洋という異なる 読者の知的関心に応えてもいる 。

文化問で行われた交流についても そういえば、西洋建築史を学んだ

深〈掘り 下げて研究されている 。 とき建物と時代と建築家がなかな

ライ トに 影響を与えた 日本 ・東洋 か結びつかず、建物の設計の他に

の姿や文化に対する 興味はもとよ どのような業綴があるかもわから

り、そ れ以上に東洋と西洋が影響 ず、図集だけが頼りだったように

しあったその時代背景が興味深い。 思う 。西欧の歴史・文化・美術に

121世紀が近づくにつれて、異文 関心の ある人であれば、興味深い

化問の交流の問題は新しい意味を 本となるであろう 。個人的には、

持ち、私たちすべてにかかわるも 近代までの建築家も含め、その作

のとなりつつある 。本書はこの分 品もカラー写真で掲載してあり、

里子におい て重要な貢献となるもの 建物の解説も詳しく、作品からも

である 。 この様な背景を念頭に読 引けるようになっていればもっと

むと、本書の持つ意義がも っと良 よいなあーと思った次第である 。

〈理解されることであろう j と序 (ぜいたくとい うものか) (Y.  1) 

文の中で香山霧夫氏がいうように

読みがいのある本となっている 。

( 1.  1)  

担当 会員企画小委員会/ 伊藤榔郎 ・稲木裕子 ・大谷由紀子
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著者 ・近江栄氏は自他ともに認める音楽j邑

である 。 その こと を、 この本のなかでもさり

けなく放置しておられる 。だからとし、うわけ

ではないが、 この本の組み立てかたにどこと

なく「オペラ」を感じてしまう 。た t えば、

「大学における最終講義J t 題された第一部

は、いわばオペラの聴き E ころを集めた抜粋

で、それだけでも聴、きごたえがある 。 そして、

第二部「資料としての論文j はその全rlll だ。

ところが、その構成に気がつくのは実はずい

ぶん読み進んでからである 。

最初のうちは、思い出話風の諮り Il t 生硬

な論文とが、なぜひとつの本の ｾｉ Ｍ Ｇ に同居して

いるのかがなかなかわからない。 ところが最

後まで読み終えてみると、 この本には紙駄話

がひ t つもなく、論文それぞれもお互いが密

接な関連を持っているのTごと気づくのである 。

氏の顎佐持っておられる 主i操 観 ・歴史認識は

第一昔Ilでl明|僚に諮られるのだが、第二宮1I では、

それらがし、つどのようなかたちで氏のなかで

日目支を持ちはじめたj かが示されている 。

大変に巧みな構成である 。

それらはこういう風に展開する 。小菅刑務

所の設計ー創立誰なのかいづ探索が、次に岡

市l会アパー トの研究では具体的に設計者を特

定する試みを行っている 。氏の探求はそこに

留まらず、 1姐織における「佃人J の問題に行

き着き、さらにその円困人J の存在認知lのた

めの打持豆的な発言につながる。 <今後、ます

ます多様化 ・綾合化が避けられない U まいえ、

自他ともに建築作品の本質の決定について采

配を脊った人格は、たとえ複数におよんでも

明記されるべきであり、点脱税名のみで済ませ

ではなるまい。作品に対する 受賞やむ伸lの際

にも、資イ壬のF'li-:fEがれ:1われることともかかわ

るだろうからである。> <設日|者の記名 万式に つい

て、 1973' 1')

また、 「帝冠様式J とい う用語の? EほE源を

探りはじめながら、その時代に行われたコン

ペの虚偽を露わにしてゆく 。< Oi 成前の) 退嬰

的な権威主義的 コンペの界付: ¥t して断罪きれ

なければならないのは、若い建築家たちに対

してコンペへの意欲を喪失させ、かえ って針

金目あての コンペ屋といわれる職人を生む こ

とになり、コンペ本来の健全な機能を形骸化

させてしまった こと である 。 ここで市街，E、して

おくべきことは、日本建築史研究者からは常

に創造的発言力対等られなかった ことであり、

原史学のための建築史の研究に終わっていた

書 評

- 光と影・

蘇る近代建聾史の先駆者たち

回率先字書. .  

遺 江 祭

し、「建築論」の沈滞も つづいた。> <日本的制UCI

性 の 以 索 喪 失 ー1"1催、 1974' 1三) この視角について

も、その後のコンペ審査や作品評論を通じて、

その先鋭さはさらに磨きカf掛けられてゆくの

である 。

つねに在るのは、社会と建築の問、クライ

アントと長! ! . 築家の聞などに起 こっているダイ

ナミックで生々しい|其! 係性への興味である 。

それ らが内包する問題は、日常; のさりけ、ない

場而で立ちあらわれる 。氏はそれを見逃して

こなかったのである 。私は近江門下ではない

が、教師 t しての近江氏は、そうした「鋭L、

H則 を持つ こと の重要性を長年にわたって学

生に伝授して こられたのfごと想像する 。

ところで、第一部のなかて. 、紹介されている

小林文次、 1m昨日允、吉田室組I1 い、った人たち

との息詰まるような出会いは、建築の師匠と

弟子の出会いかたの典型を描し、ていて、 9却' *

i来い。 それらのなかから氏が身につけた「教

師として の心得」が、佐藤功ーが諮った言葉

を引用するかたちで紹介されている 。＼教 ｲ， ｩ ｾ

というのはね、インフォメ ーションじゃない

んだよ 。インスピレー ション、インスノ f イア

する ことが敦師の大事な仕事なんだ。知識の

インフォメ ー ションじゃタ守メなんfごよ >

( 建築大好き人 IlII t:. ちへ、 1996' 1')

ｊｬｾ 告な研究者てありながら ｩ 凶ｊｬ見な ユーモア

とともにあ った氏のllV胡日 本文中で重みを持

って紹介されている建築家 ・下回菊対!II凶 ニ

に魅力的な人生ではあるまいか。今後とも 若手

舌の- } 習のi牙えカサ切符されると ころである 。

( きの よしひ こ/ 安井建築指i-I-事務所7

書

評
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素材と技術が生み出す desi gn

遠藤秀平建築研究所遠藤秀平

1 レールから

京中オを見直し建築をとらえ直す試みとして今回は鉄に着目し、日常的

に見る徹会の多い鉄道のレーノレを取り上げてみた。

多くの人が記憶の E こかに持っているレーノレとの接点を見つめてみる 。

レーノレ t 呼ばれるものにはいくつかの租ｾｊ￮ ・ 用途が挙げられる力士鉄道

のレーノレは誰にも親しみのあるものに違いない。刃物にも似た輝き t 錆

とが近接する、不思議な魅力を有するレーノレの素性 と可能性を描いてみ

Ｈｉｾ ｦＮｪオと技術が生み出す ､ ･ｳ ｩ ｧ ｮｊ ｪｾ 伺王会Ｉ

限 強 度 |  

たし、。

自然界には存在しないものを見せられるとき、人の叡知を感じさせら

れる。 レーノレほど長〈兵直な線を他に見ることは少なく、 蒸3r t . i 機関車が

走った当時1. ; 1 : 尚更その力強きに感激したであろう 。平行するレーノレのラ

インは特に印象深〈人為の強さを訴える 。 この強度に保障された勇気が

新い、時代の美定識の生産を促し、近代的意識を確信させ自信を加速さ

せた。

素

材

と

技

術

曲の美学 i  

大きく ｩｊｊｋ ｩＢＺｴ ｩｾ￭ き湾 ｉ ｊｊＺ ｉ するラインは緊岐感ぞ与え、身体的に遠 心

力を受ける感覚を呼び起 こされるようだ。 どこまでも平行しなが

ら拙かれる曲線は非日常的な魅力である 。曲線に魅せ られて しま

う不思議な感党は、 このA I 的な美しきの極怒tてがあるレーノレによ

り触発され育まれたものではないだろうか。曲線美の発見は祝党

的に新しい世界を提出し、速度E制 Eの具体化のf制主力となったに

違いない。 自然美の世界を支配するネ11
1をもおそれ必大胆な行為の

象徴でもある 。

輝C 快塗
I  

タ| 剖のプラットフォ ームに立っとき、照明灯の光に反射し刃物のように輝くレーノレに魅入ら

される t きがある 。不思議と目を離せずにいると電率が近づき我に返る 。輝くものに魅力を感

じる烏もいるが、レーノレの輝きは近代の速度環境が生み出した人工の魅力である 。 この特異性

を一層際た℃せているのは、錆と室[ ! . I J : i I ' の汚れとが近接し常にj暑かれ刷新され続ける生命的な強

さがあるからかもしれな L、。

レーノレの頭部は耐摩耗性の必要に よ り高強度の鋼カ河史用されており、車輪により刃物のよう

に研ぎ澄まされた様は人を惹きつけ位者｝［ｾえ引き起こす。

建築と社会 ・1998. 440 
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均質断面 I  

レーノレの断面形状は数種類あるが m当たりの重量を基準とし、

22kg/ m を軽レーノレそれ以上を普通レールと称して いる。鉄道技術

は明治! 時代に導入されたものであるが、その基本的機構は現在も変

わらず新枠線にも受継がれている。

日:本で最も一清生的なレーノレは何 t 高きが同じ ASCE 型のアメリ

カ土木学会制定のものである 。

長さの基本は25m で'50 m以

上を長尺レーノレど称し、 I割安

によりつながれるロングレー

ノレは200m のものまである 。

レーノレの特質である均質断面

の連続がt邸主する速度制御に

より、距離尺度が消滅し11寺間

尺度が生まれ空間の均質化 を

蔓延させた。

古レール |  

協力 交建設計大阪事務所、瓜本設計

古レーノレは溶解再利用が11 とんどであろうが、 近年まではプラッ

トフ ォーム上屋などに再利用されていた。地方に旅行などする と

様々な形状の上屋に出会う ことがある。経:i g - 性が主な理由 t なる再

利用であるが不思議な魅力のある建造物である 。 そのほとんどが塗

り重ねられたペンキにより鉄の持つ質感は消えているが、特有の断

面形状により一目て、レーノレと判断できる。リベットやj割安により核

合されており、デザイン性を高め魅力を 出 そうとしたのか多くが曲

げ加工を行なって いる。l助け‘ は コー クスを燃やし、 人カにより感を

頼りに葬!拠 理 で世lげられていた と11[ 1くとな おさら感 慨和、。

また、当11寺の発生合レーノレはイ ギ リスやオランダから輸入された

25kg/ m や35kg/ 1η が多く この断面が熱処理により 曲げやす いこと

も再利用に 1111げ加工を伴な った要因であると 1111いた。



岨 良 政

大阪府建築部建築指導課主幹

国 会 ヘ 上 程建築基準法の改正、

328 

分のみ記載)

・建築政認、』た査、定期幸IX告等一元主の制度及び建築士11，11度並びに建

築設計業務契約内容についての効果的な在り方

・より透明性、客観性の高い建築基準体系の在り方と規制内容の合

理化

・地域のす寺院に対応したイ即位盟かな市街地環境の形成に向け、用途、

密度、形態等 に係る規制誘導の枠組みと執行f判，11の在り方

である 。

この謝坦に対し て、平成 9年 3月に建築精義会の答申があり、そ

のなかて滞ずべき具体的施策 として、

①建築基準の性能規定化

②民間企業 ・団付噂による建築F続'Il. . 検査の実施

③良好な ｔ 附卸 む ｊ ｉｾ 成のため の建築規制の在り方

などが具体的に指摘または技ii 案され、固において、関係団体との調

整を行いながら、インターオ、ットを通じて意見を求めるなど、答申

の趣旨に沿った建築基認谷去等の改正作業ヵ3精力的に進められた。

昭和25年に制定された建築基式野去は、建築技術の進展、建築物の

大規挟化、生活空間の改善、土地のより高度な利用促進などを理由

として、幾多の法改E を経てきた。

平成の時代に入って、ますます進展する国際化や法規制の一層の

緩和｝促進など外古隙坑の変化などから、大胆な建製ｾ準の見直しが

求められている 。 また、平成 7年 l 月のわが国戦，1&J最大の自然災害

である阪神淡路大震災では、建築物の崩壊が多数の人命を奪った t

いう事実によ って、国民は建築物の安全t U' のように自制呆すればよ

いのか、建築基準法の実効|症はある のかといった疑問カ常設Eされた。

このような背景によって、匡lにおいては211立紀にも十針邑用する

建築基準の在り方を抜本的に見直す作業を行うなか、平成 9 年 6 月

には、わが国の景気対策の一環として、 一部前倒し的に法改正がさ

れた。同年12月には、建築基準法の根幹的な諸事実についての改正

什子案が明らかにされた力士これ らは、 この 3 月に建築基込勾去改正

案として、国会に提案された。改正後の施行は、政省令の改正を行

う一方、すぐに適用しなければならない条項や、準備等に| 昨聞がか

かる条項な E があるため、法律の改正11寺点から順次適用するようで

景気声、慌の一環として急越前倒しされた制度改正は、次の 3 Ａ ｾＨで

ある 。

(1) 高層住居誘導地区の創設 ( 都市1匝怯 ・建築割増の酌て)

都市における居岱機能の適正な配置を図るため、高層住宅の建設

を誘導すべき地区を者111 ' 惰十画において位置付け、容積率の引き上け¥

主将刷，11限の緩和等を行う。

・ 対象地域Ｚ第 ｉ 種住居地域、第 Ｒ 種住 居 地域、準住居ｪＺｴｬＡＮｾ或、近隣

商業地域、準工業I似て、 400%の 柄 脚 力T指定されている地域の

うち、地方公共団体力苛阿T計画て定める地区

・計画14阿: 住宅害11合 2/ 3RI ニの建築物の樹i搾の最高限度( 最

大600%) 、市千主力也環ぢ初制呆のため必要な場令には、建ぺい率のf最

高限度、敷地面積の 制止限度を定める。

・当該地区における建築規制の特例: 住宅部分の床面積が 2 / 3以

上の建築物について、樹氏率の緩和→住宅割合に応じて柄 Ｑｾ 率を

引き 上げ( 最大600%) 、がは泉市11限の緩和→商業系用途地域と同じ

制ｼ浪を適用、前面道路 ｉｾ ［ｦＮ 員割近率 制限 の緩和｝→商業系用途 地域と

同じ11，11限を適用、地区内においては、日 i拶規11111を適用除外

(2) 共同住宅の容積率規制の合理化 健 築 制 昭二の改正)

共同住宅の共用の廊下 等 の音 ｩ ゆを、制 Ｑｾ 率の対象から除外するこ

とにより、住戸専用部分で{ 如羽可能な床面積が拡大されるとともに、

高齢化社会に対応したゆとりある廊下等 を備えた良質なマンション

の建設を促進する。

・対象となる共同住宅は、共用の廊下または階段の用に供する部分

を有するすべての共同住宅であり、分譲、賃貸は問わない。 また、

共同住宅の住 戸 で、ｾ可先日好等を兼ねる兼用住宅については、本制

度の対象となる共同住宅には該当しないものである 。

「共用の廊下等J とは、いわゆる エ ントランスホーノレ及びエレベ

ータ ーホーノレて、共用のものを含むものであり、収納スペース、ロ

ビー として区画された部分等の居住、報ぽ去、作業、集会、娯楽又

は物品の{ 綿若しくは樹内その他の屋内的用途に供する部分始

まないものであること 。 また、段階に代わる共用の傾斜路の部分

l平成日年 6月の一部改正の要点

ある 。

以T 建築基辺地改正の経緯や、 l耐 の状況等について述べ、る。
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l建築基準法の抜本的改正への経緯

(1 ) 平成 6 年 6 月、政府 ・行政改革= t f J Gl l i 本部は「今後における規制

緩平日の ｦ 雌等」において、建築ｾ準法 二 の全般的な見直しを求め、

q漣築基準の逐次合理化 簡素化を図る

⑫ iiff認 ・許可等の手続きの迅速化を推進する

③性ｩＧ￬ｾ書 判凶 等 ｬ こ係る相互認苛制度 の導入を図る

等 について速やかに検討するよう関係省庁に指示した。

(2) 同時に、建設省住宅局では 「建築指差針子政に|掬する総合レヒP ュ

ーJ として、現行の建築行政システム等の現況を把握 ・分析し、新

しい建築行政システムの在り方針指すするt雌哉 ・懇談会を設置した。

約 l 年をかけて、全国の建築主事のttll 力を得るなど、払唖} 羽のすべ

てを見直す作業を行い、その問Jm点をくまなく f商出した。

平成 7年 8 月に前記懇談会により「総合レビューJ がま t められ

たが、検討途中に| 奴やIri 炎路大震災が発生し、建築物の安全性の石間呆

等 についてもまとめのなかで述ぺられた。 その概要は次のとおりで

ある 。

・建築行政の合理化を図りつつ建築物の適法性を確実に市制来するた

めの公的関与の在り方を検討し、建築物に対する公的検査市l肢 を

充実するほか、その退朗の徹底を図るなど、信頼のおける品質管

理ぞ担保する仕組みを検討

・建築物に対するニーズ、の多J際化に適切に対応するための建築基準

体系の在り方を検討し、基準体系の性能規定化を中心とした再編

が必要

・既存建築物の安全性確保を図るための方策の実施 - 平成 7 年

10月、「建築物の耐:問主改修の促進に| 刻する法律J を公布することに

よって実現

(3)  (lX2)などの経緯から、平成 7年 11月、建設大臣は i21世紀を展

望し経済紅会の変化に対応した新たな建築行政の在り方j について

建築税義会に諮問した。訪問の内容は、健築基謀説の|州系に係る昔日

建築と社会 ・1998. 442  
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l法改正後の課題

品丘の建築基当地改正の樹fh及びその内容 について少し長い制 3

になったが、いずれにしても、わが国の経済 ・社会が国際化の進展

とともに、成長から成熟へドラスチックに変化し てい く状況に対応

して、建築行政も変わらざるを待ない こと は言 うまでもない。 その

際、訓告垣 として常に意識しておくのは、「規制緩和による多様な巡択

の保1i iEJ 、「自民lて競争| 主の高い市場の強怖J、「建築物の安全性の椛

保」及び 「既 成市街地の更手 ｾｲ｢ 邑じた良好な建築ス ト ックへの誘導」

などの義見点である 。

このような観点に立った場令、今回の建築基当昭二の改正案は、工

事監理につ いて より強制的に処築主責任として翻洲ける措置や、

設計者の自己認証の拡大などが法制 Ｈ ｉ ｾ Ｉ に位置付けられていないなど、

積み残しはいくつかあるにしても、国民の建築行政に対する要請に

おおむね答えているといえよう 。

今後の器彊として、法改正f創立、建築行政が民間の関係団i<je' !卒 t

さらに連携して強力なパートナーシ ッフ。を形成する ことによ って、

違反建築行為ができないような状況をおl凶 していく ことや、建築物

の検査等を 中心 t した割前体II;IJ へのシ フトな E が挙げられる 。

そのような意味においても、今回の建築基準法蜘モを勢機として、

法の適正な運用について、 kt築を取り巻〈関係者の方々の、より活

発な ｾ ｾ命の展開を期待している ｴ ころである 。

( そわ

圏内及び外国の機|測に迎令認定を行わせる こと がで、きる 。

(4) 土地の有効利用に資する合理的な建築規制手法の導入

一建築物ー敷地を原f ! IJ とする建築規制 lこついて、土地の集約的利

用に合理的な建築設計を可能にし、土地の有5W利用に資するため、

隣接建築tmi : の設計調整のもと、複数腕也についてーイ村守に捌;IJ を

Ｚ￬ￆｩｬ刊する特例制度を創設すること等により、規制の合理 ｉｉ 化を ｉ ｾ ｉ る 。

｛ 述坦建築物設相 ｾｉｊ 度Ｈ仮称Ｉの創設 ｝

・ 一 団の土地の区域内において、既干甜 ｩ 築物を含めて 一 体 Ｈｉｾ Ｉ な鋭， Ｑ ＲＮ

から建築物を建築する場令には、建築規制の適用の合理化 を|ヌ|る

ため、複数建築物が同 一 蜘 也 ｼ 刈にあるものとみなして、耳切 Ｑｾ 泌 ｉ ｉ［ｉｊ

限、日; 診規11，1降を適n J する 。

[集団規定に係る適用除外脱定の凡直し]

・按道重釘去について、基準を lリ]ij'(f i { ヒした上で、許可による適用除外

制度を富l民主する 。

(5) 規制の実効性の確保

仲 間検査制度の導入]

・建築主は、特定行闘すが指定する建築工事の工程ご t に、特定行

政庁カ苛旨定する事項について、建築主事または指定予儲! c ! . f 釘空機|刻

による中間検査を受けなければならないものとする 。

[設計変更の場合の建築維認手続きの主主:1illi l

・建築確認後に設計を変更した場合の述築R栴E手続首を主主備するも

の t する。

[孟; 帳整備及び図書の閲覧制度の強制ITl

・特定行政庁による台帳主主備を翻引けるi : i : もに、台帳記抜本項

のうち、検査の実Jj包状況等につ いて閲覧ができるものとする 。

ぞ含むものであり、昇降者紛掛成主Jli 階段その他特殊の用途に用い

る階段の部分を含まないものである こと。

(3) 勝 也 規 槻IJ 総合設計制度 ( 総令訴111;1肢の許可準111J の改正)

総合設計官IJ 度において、腕也親族が大きくなるほど容積率力frz く

なるような容積率割増し制度を創設することにより、J l J16也の集約化

に対する事業者へのインセンティブをおめる。

・蜘也面積が5000m' 以上の場令に、最高100%( 商業・業務系) 、 150

%( 住宅供給型) 、 200% ( 者| め居住型) の容積率を上乗せ、加也

而積が5000m'未満の場合には、上記数値を上限に、事文1也規脱に比

例して上乗せ率を設定

よしのり)

i今回の通常国会に提案した建築基準法改正案の概要

(1) 建築確認・検査の民間開放

建 知i街忍 ・検査事務は、 これまで地方公共団体の建築主事のみが

行ってきたが、 これを、建築主IJ¥: に加え、新たに必要な務官能力を

備える公正中立な民問機|剰が行う ことがで、きるものとする 。

[民1m開放の考え方]

・指定有償むた資機|刻にあっては、建築主の ニー ズに即した建築隊

認 ・検査サービスを提121;できるもの t する。

・ 指定石 ｲｾｾＮ 検査機ｼ具 ｬ の ｪ 罰 則に伴い 、行 政は、監査、違反是正、処分

等の間接 コントロ ーノレを 中心とすることによ って、制度の実五Ul 性

を1iro呆する 。

[指定石信E検査機関による適正な業務執行の官側呆のための措置]

. 建築主事資格者の配置

・指定石信羽交査機関 lこ対する特定行政庁の指示 ・取i向椎

・兼業の制限、役 ・職員の公正の基準

(2) 建築基準の性能規定化等建築基準体系の見直し

特定の工法、材料、寸法等の1 H l R による規制を中心と する従来の

方式から、一定の性能さえ満たせば多様な材料、設備、構造ブ斤堂々

採用できる規制方式を導入することにより、技術開発の促進や海外

資材 ・部品の円治な導入、建築コストの低減等に資するものとする 。

f性能規定化の考え方]

・性能項目の明示( 法律)

・性能項目について要求される性能基準を Ilf附: 化( 政令)

・tt 自侵糾主を満たすことの( i ' ( 1 f 認について検証方法を規定( 特示)

Ｊｦ ｩＮ白 長の仕様ま見定は 主 ｾｲ ＡＮｴ に性 ｴ￬ 観主 ｩ 悼をお ｾ ､ＮＮＺ すもの ｴ して位置付ける 。

(3) 性能規定化に対応した新たな手続き制度の整備

呪行指IJ度ては、建築物が必拠副主に迎合するかどうかは、個別の

主I!:築R岱Eにおいて建築主事が審査することとされているが、特定の

構造方法等が必要 t される性能をjilt たしていると子め建設大臣が認

定した［場合には、建築主 Ｇｬｾ または指定ｔｬＧＨｲ主税先査機関の個別の務査を

不要 t し、性能規定化された処制時の円滑な週刊を図る こととす

る。

[適合認定]

・特: 定の桃造ブア法等が一定の五I ! : 築基準に適合する ことを、 -{-め立I! :設

大使カT認定した場合は、 当該m造ブ了法等 lこ従った設計については、

建築主事または指定判断針食査機関力対岡，)IJ の建築碓認において審査

しなくてもよい こ i: i : する 。

・建設大臣は、高度な技術務査能力と公正中立な審査休部IJ を有する



床吹出し手ィススr ースメントベンチレーション

設備の頁
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半 津 久

鮒竹中工務庖技術研究所

崩丘のオフィス空調換気設備のひとつに、ディスプレースメン卜

ベンチレーション (Di spl acement Vent il ation) 1:. 呼ばれる方式が

ある( 以降 DV方式と呼ぶ) 。これは 1980年代初めに、北駄やドイツ

で工場の冷房換気方式として開発され、「置換換気! などと訳されて

床l次出し DV方式の!次出し口は、吹出し気流が床に沿って流れ、

室内にひろがる性能を持っている 。図 2 に、新たに開発した床吹出

し口の松槻を示す。 これは、フリ ーアクセスフロアノサ、ノレと同サイ

ス、の500mmX 500mmのノ f 才、ノレ に2f ，枚の5J 5J t艮をセッ卜した l次出しグリ

ノレで構成され、床ノ f _;j，j V としての強度を有している 。I次出し口→回

当たりの風量は、 l次出し風速0. 3m/sて、100m
3

/hである 。

図 2

床吹出し口

いる 。

当時、室内環境に l到する大きな割返のひとつが、 室内知i i t Eによる

不快なドラフ卜を角刊とし、同時に室内空気!EI. を良好に保つ換気性能

的 i備できる空調方式制定立することであ った。筆者は、 1984- 86

年にこの謝還に取り組んで、いたデンマーク工科大学のフアンカー一教

授のもとで、ドラフトの定量的な詞ヰ而法に関する研究に携わり、 DV

方式じっ持徴は知っていたが、その後自分自身が、その特徴を生かし

た空調方式の開発に関与しようとは忠、っていなかった。

l床吹出し D V方式による室内換気性能

床l次出し DV方式による室内居住域の換気性能を、従来の空調方

式との比較実験により石儲志した。実験は、オフィスを想定した室内

で、行い、換気性能はトレーサーガスを室内の 1点て、.一定の発生をさ

せ、その濃度拡散状況により把握した。実験装置は、天井l次出し方

式、アンダーフロア方式、 DV 方式の 3方式の実験ができる設備をそ

なえている( 図 3 )。

DV方式の特徴は、 図 1 に示すように壁面吹出し口から 室温より

低温の安怖 を 0.3 m/s 以下の微底国iで似輸する。そのタ怖は、吹出

すとまず床面へ降下し、それから床を這うように室内に広がり、人

体や OA機器などの発熱で生じる上昇知五分を補給するように上

昇し、その熱負荷を上方へ運びながら天井の吸込み口から排気され

I  D V方式の特徴

天井吸込み口

』
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(1) 温度分布測定結果

iJil J支分布は、天井吹出し方式では居住1或において温度がほぼ一段

で上下分布が小さいのに対し、床l次出し DV方式では上下淑度差が

図 3

このように床から天井に向けて一様な流れが形成される DV方

式は、室内にたばこ ;煙などの粉塵発生があるとき、それが周囲に拡

散されず、速やかに排気 される居住城の換気性能力ミ高い空調方式で

ある 。 また発熱による上昇知i i t E で、下から上に温度がだんだん高く

なるも目直成層がて3 るのが持徴である 。

この特徴を生かして、 1980年代中頃から、居住域て知荒による不

快なドラフ卜がなく換気の性能力可制呆できる空調方式として、オフ

ィスにおいても用いられるようにな ってきた。

建築と社会 ・1998. 4

D V 方式の概念

DV 方式は、 壁に l吹出し口が設置される形で開発された。 しかし

日本のオフィスピノレでは、行法器等のレイアワトにより壁ではl次出し

口の設置場所がl I ，IJ約され、またレイアワ卜変更に伴う 1¥欠出し口の移

設が困難である。そ こで、 1996年に DV 方式の特徴を生か しなが

ら、すでに実用化されていたアン夕、、ーフロア空調方式を応用して、

オフィスでの実用性を考慮、し、 OA フロアに床吹出し口を 設置

し、床に沿った知i J f I を給気する床1¥大出し DV 方式を開発した。

図 1

l床吹出し D V 方式の開発

44 
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天弁吹出し:方式

天井吹出し方式 ( 単位.C)

床吹出し DV 方式 ( 単位.C)

室内温度上下分布

( 天井吹出し方式と床吹出し D V 方式の比較)

図 4

生じ温度成層が形成されている。ただし、居住域ては上下温度差 は

3'C以下で、快適さを保てる範囲である( 図 4 )。

(2) 換気性能測定結果

換気性能は、( 1 ) 式に示す無次:百農度を用いて矧面した。

測定点濃度一吹出し口濃度

排気j出度一吹I :hし口濃度

床吹出し DV 方式

呼気域高さ濃度平面分布

( 天井吹出し方式と床吹出し D V 方式の比較)

求められているが、従来空調方式より居住域での換気性能の良い

DV 方式が、空調設備の返討尺肢に加わることで; 建物設言十の幅を広

げることに貢献て-きる t 思われる 。

最後に、今回の床l次出し D V 方式の開発に際して、日 :本たばこ産

業税司会社たばこ中央研究所の122倉 正 樹 牡tこご支援いたfごいたこ

とを付官E し、謝意を表する 。

図 5

図 5 は、図中 × 印からトレーサーカ、、スを一定発生させ、 そのとき

の、床上 1m の高さ( 椅子に座っている人の顔のあたり) における

無次元U民度分布を示している 。結果をみると、天井吹出し方式は、

ｾＡｉＮｾ次元濃度 ｬＮ Ｐ 以上Ｈ室内を完全に均 一 濃度に発生方、スを混合した

;場合の濃度より高いところ) の範囲が、ガス発生点から周囲の席ま

で、広がっているのに対して、床吹出し D V 方式は、無次元濃度l . 0

札上の範囲が発生点近くに限定され、汚染が拡散しないのがわかる

(図 的。

(1)  無次元濃度
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1おわりに

五Uこのように、今回開発した床吹出し口を用いて、適正な思伍Iを

設定する こt により、換気性能ならびに温熱環境性能に優れる DV

方式を実現する ことができた。

現在、室内の空気5持良好に保つ ことが、様々な建築空間て強〈
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業務時間 9  :  ＰＰｾＱＷ ・ ＱＵ

平成 7年の|鮒、JjI ・淡路大E必災後から、当試験月「は被災建築協の調

査 ・診断や被災地の復|日・復興言|ー画等への協力に最善を尽く してま

いりました。

また、公自"J 機| 刻として建築物の品質引制呆するため、兵庫県、神

戸市をはじめ関係各位のご好意、ご支援をいただいて、平成 8年 4

月に神戸市東灘区内に神戸ｾ｜ＡＮｉＡ短 ｅ を開設し、建築工事用材料の試験

等を行ーっ てまいりました。このたび、神戸ポー トアイランド第 2期

埋立地内に新試験室を建設し、や1
1戸試験室をこちらに移転しました。

4 月 1 日より従前と同じ業務を行っております。

新し い主U験室におき ましては、これか らの兵庫県下での建ー設工事

における品質管型支援の核となるべく努めてまいりますので、これ

まで五Uこのご利用、ご協力をお阪{ い申 し上げます。

所在地

干650- 0047

神戸市中央区港島南IlI T3- 3- 7 (ポート アイランド 2期埋立地内)

T E L  078- 304- 0001 F A X  078-304- 1888 

O

E

由
。

主な業務内容

コンクリート、コンクリートコア、モルタル等セメント系材料試験

圧縮 ・曲げ ・引張試験、ヤ ング係数 ・ポアソン比測定、中性イl 2奈

さiffJ l定試験

硬化コンクリ ー 卜の現化物立主t験、板固め液 ・材調固定液の圧縮

強度主U検など

鍋ヰ右端貴( 素材、圧掛オ、溶接材)

i:;  ｉ ｾ 長 ・曲 げ試験、単位 ｬＱ ￟Ｚ 、 Ｉ Ｑ ヲ 状寸法 ｩ ｬＱＱ ｬ 定な ど

骨材試験

Ｊ Ｑ｛Ｑ骨材、粗骨材 の品質主ｾ主Ｈ塩分 ・ ｩ 先 い ・ 粘土流量主 ｴ 昼食などＩ

その他

コ ンクリ ー卜 二 次製品の品質 ｾｴ 験、 ｩ 割安工技量検定付加試験、 ｦｪ￮ｩ

易塩分言十の検定

シュミッ トハ ン マー試験、鉄百初、ス圧接部超 音 波樹 Ｇ ｾＨｕ ｔＩ な ｅ

ち.-v山調査

その他工事用材料各程車 ｕ 段、骨材のアノレカリ反 ＩＶ 性ｾ｜ＺＡ殺のご相談

にも応じます。

施設の概要

- 敷 地 面 積. 約2，000m'

- 主tt 物・鉄' 南造 2 階 建 約440m'

・ 主主 ｾｦｦｲｾ 主機Ｚ 1000kN全自動耐圧主U険機 2 台

2000kN i性l庄式市<t庄言明主機 l 台

1000kN ￬ｬＱＱ 圧式万能主Ｚ｜Ｚｊ｜Ｎｾ機 l 台

鋼材 ｼ 並 ｬ げ ｾ｜Ｚｊ｜Ｎｾ機 l 台

歪ifii 応機総 1 式

育中柏崎織拡 l 式
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案内図
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J R新制l戸駅

阪急電鉄

市営地下鉄

N

d
卜

丁

神戸試験室

道 順

・電車 ポー トライナーにて Irli 民広場駅J 下車

ムーピンクずウオーク t 徒歩約15分

- 率 一千11
1戸大橋南の信号右折、千11

1
戸ヘリポー 卜・ポーアイ 2J 例

工事入口方面に南下、 T 型交差点三百斤、ごみ焼却場丞討1T



空 気 調 和 設 備 編

意匠設計者のための設備図の見方困

進

務所

出崎

出崎建築設備設計

設計図の1里解

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

屋 外ユニ ットの据えf寸けについては、設計図では一般的に屋上か、

1-j 111l1附等で1まバルコ ニー に設置されています。

据え付け場所の選定条件を拘げます。

(1) 室外ユニ ットの重孟や振動に耐えられる場戸斤で、水平に設置で‘ き

ると ころ

(2)  mll fll に可燃性や腐食性ガス等のないところ

(3) 水はけの良いと ころ

(4) 据え付け、サー ビススペースの引制呆できると ころ

(5) 吹出し空気や迩転音がなるべく周回に影響を与えないと ころ

(6) 通風の良い、ショ ー トサーキットをお こさないと ころ ( 図 4 )  

(7) 冷媒配管保護につき保温イl公正ケース、保守点検等につきキャット

ウオ ークの仕厳等を設計図lこ記載しているかのチェックが必要

*  
さてお=凋設備編は、今回をも って終わりい、たします。

? ノレチタイフ方式のl I J lJ 御Iについては; 1] : 気刺l編で紹介されると思います

ので、空言編では掲載しておりません。言己主も説明不足に終わりましたが、

多少 t もご理解の- llJJ になれば幸いと思います。 ( でさき すすむ)

(H)  x O.ゑ 鉄 骨 背 (H) x O. 4までがi泣低限の梁貫通可能てあると

思 っています。また、 11Ii 邑ピッチは、 1' t 通径を D 中とした; 場合、 3D

- 4 D は必要です。そうしますと、ダクト貫通径は300中- 250中、配

管貫通径で150中- 200中となります。

以上の件と、照明器具配管等の取り合いを考慮して、配置設計図

に機採が記載しであります。

次 に 、 冷 胸 躍 が|坊火区画を貫通して、聞こに訟官の屋外ユニッ

トへ接続されます。 この防火区画を立通する場合、火災時に区画が

斜備できるように、防火区匝|の処筒が謝若づけられています。冷媒

配管( 被覆銅管) に適した防火区画貫通工法は、配管系統図または

仕総司ーに記i践しております。剤投されていない場合、 石1自立申請H寺に

市建築指導担当者より、指示を受ける こ t があります。

l屋 外 工 ツ ト 設 置

ヒツレ用マノレチ空調方式の、 室内ユニ ット回りの納まりを図 1 に示

します。 この据え付け位世について、考慮、しなければならない点を

列記しましょう 。

(1) 侵入外気のJi湖 lのい、ところ

(2) 吹出し空気吸込み空気の流れに障害物のないと ころ

(3) 吹出し口側に火災報知器が位置しないようなところ( 暖房逆転時

に、 11大出し温風により火災報知器カ稿作動のない位置)

(4) 油の飛沫や、蒸気の多いところ

(5) 可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのおそれのないところ

Ｈ Ｖ Ｉ 高周波の発生する樹成Ｈ高周波ウェノレタ Ｇ 一 、医療機ｾほどＩがな

い t ころ

(7) 室内ユニ ットの重量に十分耐える、強固に固定できる場所( 吊り

ポノレトの場合、 100- 150kg/本の引張強度のE悩呆が必要)

以上を考慮し、配遣を決定して設計図に記載されています。

さて、基準階平面図に天井内空調機の配置ヵマ市かれている場合、

室内には外気の導入に必要な空調換気扇 ( 金鍔佼換器) または外気

処 理ユニ ッ トの組み合わせとして記11賞されています。天井内空調機

( 室内ユニ ッ ト) とヨヨ司換安明の納まりを、 図 2 に示します。

天 井 内 空 調 除 タ ヲ 卜、冷媒配管、 ドレン配管-の組路等 について

は、建築設苦|者と機械制的問者ヵ湖密に協議する 必要があります。

l天井内の納まり

天井袋スペースの石鮒呆を考えるとき、梁とダクトについては梁下

最低300mm程度の有効スペースが、配管についてはt制止15Omml @度の

有効スペースが必要で、す( 図 3 )。

染貰i通が村長造上可能な場合は、 この限りではありません。梁貫通

力可能( 桃造設計者との協{ I ! が必要) 場合、 一散的には梁貫通 li SRC  

造、 S 造の場合は、構造設計者により違うと思いますが、鉄骨背

lマルチ室内ユニット回り

天井や壁が振動しない丈夫なところ

天井淫込タイプの点検口

冷媒配管 ・ドレン配管の引き回し

室内ユニットの水平設5

天井裏が多湿でないところ

ｾ＠
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ダク トを梁貫通で通す場合

一 般的 に は泌此通 の ［［Ｇｦ容寸 法は 欽 Ｇ ｩｾｬＧｾ � の ｊ イとなる。

ダク トの納ま りと梁の関係
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図 4

屋外ユニット回りの納まり

図 3

図 2

室内ユニットと

給気ダクトの接続



[ お知らせ]

“ キリムの素晴らしい世界" 展

キリムはトルコ、イラン、アフガニスタン、コーカサ

スなどの遊牧民が生み出した、テント生活に欠くこと

のできないポータブルで実用的なパイルのない寺三織の

テキスタイル。その歴史は級王室よりも古〈、描かれる

文様は幸見から子、子から孫へと伝えられている。

日本では一昔! l の人にしか認知されていないこのキリム

を、美術工芸品として、またインテリア素材として本

格的に取り上げた展覧会が開催される。

展示作品中、特別展示される 18点のキリムは、ヨーロ

ツノマのガルベストン ・コレクションから選ばれたコレ

クタ一番延の逸品。キリムでできた豊臣秀吉の陣羽織

も参考展示される。

会 期 1998年4月25日仕ト 5月17日(日)

10 ・0ト 18 ・00 水曜日休館 (4月29日は開館)

会 場 ATC ITM棟 10F 大阪デザイン振興プラザ

大阪市住之江区南港北2- ト 10

入 場 料 一 般500円、学生3∞円( 中学生以下無事千)

- 記念セミナー

• rキリムを育むイスラム世界の魅力J

講師杉村棟氏( 龍谷大学国際文化学部事匁受)

日 時 1998年4月25日出 15 : 0ト 16: 30 

・ 「キリムの素晴らしい世界一KI Ll MIS J AZZ /  J  

講 師 西 川 純一氏( キリムコレクタ ー)

日 時 1998年 5月1日ω ・8日倒 15 :  ｏｏｾ＠ 16 :  30 

アナトリア地方中央部のキリム (1. 82x3. 05m)

ル・コルビ‘ ユジ、工油彩展

「自介は絵画という運河を通って建築に到達したj と

語ったル ・コルヒ'ュジエにとって、絵画は自己表現の

手段として欠くことのできないものだったに違いない。

ギャルリー ・タイセイの今回の展覧会ではル ・コルピ

ユジエの油彩 7点、が、年代を追って展示事れる。展示

作品はいずれも大成建設所蔵のもの。

会期 ＱＹＹＸ 年 Ｔ 月 ＱＳ 日 間 ｾ Ｖ 月 ＱＹ 日 ω ＱＰ : ∞~ 

17: ＰＰ 土日と Ｔ 月 ＲＵ 日 ｾＵ 月 Ｕ 日は休み

会 場 ギ ャ ル リ ー・ タイセイ TEL03- 538 卜5510

東京書院庁宿区西新宿 l 新宿センタービル 17F

n f o r mo l i o n  

A T Cオープン 4周年記念rATC DESIGN SUNRISE SEMINA円j

日 時 1998年4月10日缶詰 13: 00受付開始

会 場 ATC. ITM棟 6階スカイアトリウム

大阪市住之江区南港北2ー| ー 10

定 員 300名

豹日費 →宣3000円/ 学生2500円( パーティー込み)

[第| 部レクチャー& プレゼンテーション]

開 演 14: ＰＰｾＱＵ ・ ＰＰ

テーマ 1位和策境時代のデザイン潮流

一一グラフィ ック からインテリア、建築、都

市まて世界のデザイン新潮流を 320枚のスラ

イドで紹介。世界に取材活動を続けるデザイ

ンプロデューサー池亀拓夫氏による“ デザイ

ンとビジネスと生活" の素敵な関係のト ーク。

[第 2部ク ロスト ーク]

開 演 15: ＱＵｾＱＷ Ｚ＠ 15 

テーマ デザインの現在~いまデザインに求められて

いること~混迷するデザイン状況を克服して

いくための21世紀への提案~

ゲスト 隈研吾氏( 建築家) 、原研哉氏( グラフィ

ツクデザイナー)、 三木健氏( グラフィック

デザイナー) 、池上俊郎氏( 建築家)

[第 3部記念ノ Tーティ ー]

会 場 ATC. ITM棟 10階スカイアトリウム

開 宴 18 :  ｏｏｾ＠ 19  :  00 

ゲス卜を囲んで交流と耕見のパーティ ー

参加希望者は、所要事項を記入して FAX てて大阪デザイ

ン振興プラザ内 4 月10自分デザインセミナー係へ。

FAX06- 615- 51 n  TEL06- 615-551 0，。

公開セミナー「コラボレイティブ- プ口テ‘ ユースの現場力、らJ

久米設計; 本社ピルにおける岡崎乾二郎氏を起用しての られることが多いj という 。

アートワーク、レストラン「レ ・サンスJ における水

谷壮市氏を起用してのインテリアデザイン、文化村デ

ザイン ・コレクション 960) ための コンセプトワ ー夕

、 この日年問、安東孝一氏はプロデユーサーとして

多くの実績を残し、最近ではアー ト、建築、デザインの

各事庫或を横断する、クリエイティブな活動を続けている。

安東氏によれば、「プロデユースの現場て・は、かつては

モノだけが求められた時代があったが、次には主にヒ

卜が求められるようになり、現在ではモノやヒ卜では

なく、思想あるいは問題設定のフレームワークが求め

Next Phase研究会の今回の公開セミナーは、プロテf ユ

ースの現場の最近事情に焦点を合わせる。

講演者 安東孝一氏( アンドーギャラリー代表)

日 時 1998年4月20日(月) 18: ＳｾＲＰＺ＠ 30 

会場東京デザインセンター BF ガレリアホール

東京都品川区東五反田5-25-19

申 込 氏 名 ・草h務先 ・{ 掛 ・電話番号 ・fax 番号を記

入の上、 fax で東京 デザインセンター建築

Next Phase研究会「公開セミナー」係 (fax03

- 3445- 1125、TEL03- 3445- 1  121 )へ。

第 2 回 P AI NT S HOW' 88幕張メッセで開催

塗料・塗装産業が一堂に集まる国際総合展示会 rPAINT 内 容 ・テーマ展示 A/ 塗料機能展示

SHOW' 98J が、 4 月16日から開催される。

このペイン卜ショーは、( 社) 日本塗料工業会、日本塗

料商業組合、( 社) 日本塗装工業会、( 社) 日本塗料協会

のメンバーで構成される実行委員会が主催するもので、

4 年前にペイントの文化| 全や社会性を周知させるため

に第 l 回が開催された。

今回の開催テーマは rE虫Z ・環境 ・こころ」。ペイン卜

がっくりだす色彩が、生i部景境にどのような役割を果

たし、そして生活、ひいては心にどのような影響を与

えているのか? 出展 159社の最先端の妓術・製品、ア

ーテイス卜が告併する参加体験型の作品、専門家によ

るレクチャーやディスカ ッションなど多彩なアプロ ー

チで Paiting Dynami smに迫る。

• PAINT SHOW' 98 

会期 ＱＹ Ｙ Ｘ 年 Ｔ 月 ＱＶ 日 同 ｾ ＱＸ 出 Ｑ ＰＺ 0ト 17: 00 

- テーマ展示 B/ アーテイス卜 ・タナカノリユ

キと色彩心理研究家 ・末永蒼生のコラポレー

ションによるテーマ訴求展示

. シンポジウム

・ 「色彩による景観創造を考えるJ →業境色彩の送り

手と受け手の接点づくりー

講 師 泉 英 也 氏 ( 環 境 プロテ'ユーサー) ほか

日 時 1998年4月16日同 13 : 3ト 17 : ∞ 

会場幕張メッセ国際会議室

・ ｲｾｾ Ｎ 環境 ・ こころ ｊ ーアートＦサイエンスという

新しい手法でテーマ展示を告肘乍したタナカノリユキ氏

と わjく蒼主氏によるトークセッション。及ひ音楽 ・映

画 ・アート ・空間の視点から元井司c Cl ub の石井竜也氏

によるトークショ ー。

内 容 ・ル ・コルヒ. ユジヱによる油彩 7点 会 場 幕 張 メ ッ セ 9、|仏 11ホール

日 時 1998年4月18日出 13 :  ｏｏｾ＠ 15  :  30  

会場幕張メッセ国際会議室

・ル・コルヒ'ュジエ + C.ぺ リアン +P. ジャン 千葉市美浜区中瀬2- 1 シンポジウムへの参加希望者は、 PAINT SHOW'98ワー

ヌレによる椅子 3 点

. 写真数点

48  建築と社会 ・1998. 4

入 場 料 当 日 券 1000円( 前売800円) 一期間中通用ー クステーション ( TEL03- 3552- 8110、FAX03- 3552-

12歳以下無料 9266) へ。
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福祉建築アイデアコンペ一日本建築家協会近畿支部一 第11回旧経ニューオフィス賞J募集

「ひとにやさしい街J を超えて、いま「ひとのやさし

いf苛J をどのようにつくるか、近い未来にっくりあげ

なければならない街の在り方について様荷な人から提

案を募り、その全作品を展示会などで公開する ことに

より、将来の建築、まちづくりの在り方をともに考え、

ともに行動することを眼目に、 (社) 日本建築家協会近

畿支部は福祉建築アイデアコンペを実施している。

設計条件将来の想像される高齢化社会における建築、

街に関するものて守主宅 ・施設 ・街並みに関

する具備守な考え方の提案。規模 ・敷t也・

場所は自由とする。

応募資格資格は問わず。ただし審査員が主宰する組

織に所属する者は応募 できない。応募は、

個人でも法人でも可。

応募登録 1998年 4 月 15日 (当日消印有効) まで。

提出作品 A2半IJt釘吏いのパネルにまとめる。図面の仕

上げは自由。文字は日本語て・ビジュアルに。

提出作品に応募者名がわかるような文字や

記号の記入は不可。

提出方法 1998年 5 月 8 日までに、応募登録確認書を

同封し日本建築家協会近畿支部( 干541 -

0051大阪市中央区備後町会5- 8綿業会館5

F、TEL06- 229- 3371) へ提出。登録も、往

復ハガキによる応募申込書で同所へ。

審 査 委 員 藤 本 義一氏( 作家) 一委員長一

岡本佑三氏( 神戸市立看護大学教授)

定藤丈弘氏( 大阪府立大学孝匁受)

鶴谷せつ子氏( 高齢者福祉フォーラム21会長)

平尾誠三氏( 神戸製鋼戸市クピ一部GM)

森 一貫氏( 帝塚山短期大学学長)

村す輝久氏( 建築家、 JIA会員)

三宅 祥介氏( 建築家、 J IA会員)

賞 福祉建築アイデア大賞( 1点) 賞金30万円、

優秀賞 ( 5 点) 賞金各 2万円、佳作若干

・表彰式シンポジウム

日 時 1998年6月15日明) 14:  00"-' 16 ・00

テ ー マ 「シルバーにやさしい街づくりとは」

・基調講演/ 藤本義一氏( 作家)

・パネルディスカ ッション/ 審査員

シンポジウムは参加無事+。往復ハガキで ( 社) 日本建築

家協会近畿支部へ申し込み。

- 全作品展示会

会 期 1998年6月11 日休ト 6月16日ω

A企h

"" 

10:  Ｐ ひ ｾ ＱＷ Ｚ 00 

場 ATC ・I TM棟 10F

大阪市住之江区南港北2ート 10

日本経瀞庁間土と(社) ニューオフ ィス推進協議会は、

21世紀に向けての範となる、 創意と工夫をこらしたオ

フィスを表彰する「日経ニューオ フィス賞J を実施。

応 募 資 格 応 募 者は当該オフ ィスの利用者、もしくは

提供者

応募羽象 1998年 3 月末までに実際に利用されてい

る日本国内のオフィス。規模・輯霊を問わず。

応募期間 ＱＹＹＸ 年 Ｔ 月ｼ日 Ｈ水 Ｉｾ Ｕ 月 ＲＰ 日 Ｈ水Ｉ

応募方法所定の応募薯類を作成し、「日経ニューオフ

イス賞j 本部3事務局( 〒 104- 0061 東京都中

央区銀座2- 16- 16 GI NSENビル 6 F、TEL

03- 3545- 9238) へ。持ち込みは不可。

審査実施 「日経ニューオフ ィス審査委員会JてJ ニュ

ーオフィス化の指童十Jr今後のオフィスづく

りのあり方Jrオフィスは多様な選択の時代

へ」に示された視点に基づき、 審査。全応

募より 10併呈度をi献 する予定。

第 6回助成対象者決まる

( 財) ハウジングアンド コミュ ニティ財団は、助成事業

て唱乍年 ＱＰｾＱＲ 月に助成対象者を公募し、 Ｓ 月に第 Ｖ 回

助成立橡者を決定した。

助成期間は、 ＱＹＹＸ 年 Ｔ 月ｼ日 ｾＱＹＹＹ 年 Ｓ 月 ＳＱ 目 。

空間デザイン・コンペティション「ガラスの質を生かした建築J

・ 「住まいとコミュ ニテイづく り活動助成J 一民間グ

ループによる住まいとコミュ ニテ ィづくりについての

先駆的・創造的活動の支援ー(助成金総額 1600万円、選
日本電気硝子 ( 株) が主催する「空間デザイ ン ・コンペ .  A[ 提案部門]

ティションJ は 5 回目を迎え、今年の課題は「ガラス 登 録 1998年 8 月 10日( 月) までに官製ハカ' キな ど 考 委 員 /小; 峯紀美子 ・東京学芸大学写対受ほか 7 名、応

の質を生かした建築」。 を用い登録申し込み。資料 ・登録票返送。 募件数/ 77、助成対象/ 16件) の助成' : - <J ) →列

ガラス 7 'ロッ夕、 ネオノ f リエ& ラピ工、フ ァイ アライ

トはいずれもガラス質によってつくられ、それぞれの

特質を生かして建築空間に寄与 している。

それぞれの異なった特質を生かして、魅力的な建築造

形や、空間にガラス質という材事ヰがどのように有効で

あるかの提案を求めている。

審査員 高松伸氏( 京都大学教授) 一委員長一、赤坂喜顕

氏( 竹中工務庖) 、平倉直子氏 ( 平倉直子建築設

計事務所) 、西沢健氏 ( GK 設計) 、三浦紀之氏

(三，甫紀之E宣言十工房)、 戸谷文隆氏( 日本電気硝

子)

賞 金 A[ 提案部門ト ー金賞 |点 100万円、 銀賞 l 点

50万円、銅賞 |点30万円、佳作 10点各 10万円

B[作品例部門トー金賞 |点50万円、銀賞|

点、30万円、銅賞 1点20万円、 佳作 10点各 5 万

円ほか

提出先空間デザイン・コンペティ シヨン係( ( 株) 新

建築社干 113- 0034東京都文京区湯島2- 31 - 2

TEL03- 381 1- 7101)。登録も同所へ。

作 品 1998年 8 月24日(月) までに、提案の意図を表 ・ヴォーリス漣諜旧八幡郵便局保存再生運動( 滋賀県

現する図面及ひ閣単な説明文( 模型写真を含 近5I ; " ¥. 幡市) / ー粒の会

む) を提出する こと。縮尺自由。中判ケン卜 ・下町コミュ ニテ ィを生かした「生〉舌; 昆在」型の街づ

紙または厚紙 ( 60伽 mX 84伽 m) 1枚に収める。 くり ( 大阪市) /西成まちづくり大学

官主I尭き、主健在、墨入れ、着色写真貼付など ・街全体博物館靭霞品としての「からくり人形芝居J

は自由。 復元 ( 群馬県桐性市) /桐生からくり人育分斉究会

・ B[ 作品例部門] ・ 「若手デザイナ一助成」 ー若手デザイナー及びその

資 格 1998年 8 月 10日までに日本国内で竣工した グループのデザイン研究を支援。テーマは「集f主体の

建築物あるいは構築物で、ガラスブロック、 未来像」一( 助成金総額 1200万円、選者委員/ 柏木博

ネオパ リエ& ラ ピ工、フ ァイ アライトを使用 武蔵野美術大学教授、建築家 ・隈研吾、応募件数/

したものに限る。 90、助成対象/ 6イ牛) の助成- 6例

登 録 1998年 8 月 10日( 月) まて・に官製ハガキな ど ・青木淳/ 多雪地帯て・の新しい集住のありかたーエネ

にて登吉弘折り返し登録番号付応募用台紙を ルギーシミュレーション

返送。 ・鵜飼哲矢/ 都市及び生活環境のアクティヒ' ティプロ

応 募 1998年 8 月24日(月) までに応募作品を空間 グラムの研究

デザイン ・コンペティション係(新建築社内) ・岡崎泰之/ ユーザー参加型のテ・サ'インシステムによ

へ提出。応募 用台紙に所定事項を記入し、作 る築f主体のデザイン

品の完成カラー写真を貼付して提出すること。 ・加茂市己和子/ 団地再生計画

写真の大きさ ・枚数は自由。 ・野口修/ f 生産型共同体」の再生計画

・野村| 見子/ 都市内に孤立する小公園の再生ー高齢者

と子供のための井戸端の復活
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理 事 会

第 5 回常イ壬理事会

日 本 建 築 協 会

月間の動き

特集広告経過報告

(4) 5 月号「計画系j 特集広告経過報告

(5触自特集企画経過報告

【平成10寸月分】

議 事 ( 1)各小委員会からの報告と検討

(2)  r事業委員会アンケート J について

28日 Ｔ 時 ｾＵ 時問分 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 同 名

(6)平 成 10年 度 表 紙 4 面 普 通 広 告 紹 介 方 協 力 |  出 版 委 員 会

要 請 第 9 回出版委員会

検 事 ( 1)名誉正会員の推挙の件
(7) f 乍品作風関係報告 22日 Ｕ 時半 ｾＷ 待 ・ 於本会会議室

(2)' fZ成 9 年 度 第 2 回通常総会開催の件

(3)入 ・退会者承認の件

(8)11)(支1お兄報告 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 9 名

(4) 1圭援 ・協賛名劃吏用承認の件

(5庫 業 報 告

第 6 回会勢壬里事会

28日 Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 銭 高 ( イ 七 塩 脇 ) 副 会 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 会員入退会状況について

(2冶員入会案内ノマンフレツ卜作成について

編 集 委 員 会

第 11回f報室分科会

7 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 楠 本 委 員 ほ か 5 名

E殺 事 ( 1) 2 月 号 rConcreteJ 特 集 の 編

(2) 10月号相翫釜特集の企画

(3)  r蜘 宣 の 頁J の 企 画

第 10 固施工材料分科会

8 日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 3 名

検 事 特 集 企 画 の ま と め

第 5 回計画分科会一計画系ー

13日 Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出席者小，甫幹事ほか 3 名

機 事 5 月号計画特集の企画

第 7 回「索材と技術が生み出すデザイン」編集幹事会

13日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 遠 藤 幹 彦 ほ か 川 名

検 事 新 シ リ ー ズ 「 紫 材 と 技 術 が 生 み 出 す デ ザ イ ン 」

3 月号及び 4 月号の内容検討

第 10 回編集委員会

14日 Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 呉 謝 野 委 員 長 ほ か 8 名

殺 事 ( 1) 2 月号 rConcreteJ r九州」特集経過報告

(2) 3 月号「東海支部会員作品J r信 州 諏 訪 と

その周辺」特集組畠報告

第 3 回計画分科会ーインテリア ・住 宅 系 -

19日 Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 畑 幹 事 ほ か 6 名

議 事 7 月号「インテ リア ・住宅」特集企画

第 B 回設備介科会

2 0日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会機室

出席者村杉キ幹事ほか 7 名

殺 事 ( 1) 8 月号設備ヰ務員の企画

(2)  r設備の頁J の 企 画

第 10 回会員企画小委員会

2 0日 Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 東 宮 委 員 ほ か 4 名

議 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定

第 9 固法令分科会

2 1日 Ｒ 時 ｾＴ 時半 ・ 於本会会織室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 6 月号「地跨窃期保全と建築J 特集の企画

(2)  r法令コ ーナーJ の 企 画

第 6 回計画分科会一建築系一

21 日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 7 名

殺 事 9 月号建築系介科会の特集企画

第 10 回作品作風小委員会

22日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1) f 乍品の選定

(2);乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  rGal leryJ 掲 載 報 告 ・予 定

(4)  r S KET CH  B OOK 欄」の掲載予定

事 業 委 員 会

第 6 回見学会小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 Ｕ Ｐ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 10名

議 事 ( 1清古田事業委員会の報告

(3) 4 月号「最近のタ村耕林iト 街なみの演出J (2)実施報告

特集経過報告 (3)今後の予定及び見学会の候補

(4) 5 月号「計画系J 特集企画検討 第 9 回若い会員の集い小委員会

(5) 6 月号「法令J 特集結晶報告 13日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ＲＰ 分 ・ 於本会会議室

(6漸シリース買値畠報告 出 席 者 有 国 委 員 ほ か 7名

(7) 11) ( 支状況報告 殺 事 今 後 の 予 定

第 8 回広告企函小委員会

14日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 幡 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1) 2 月号 rConcreteJ r九州J 特集広告車五島幸匝

告

第 6 回広報小委員会

14日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＵＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 門 川 幹 事 ほ か 7 名

議 事 ( 1駒田容業委員会の報告

(2)今後の予定

(2) 3 月号「東局支部会員作品J r信 州 諏 訪 と 第 6 団事業委員会

その周辺J 特集広告結晶報告 21 日 Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

(3) 4 月号「最近のタ怜餅オが←街なみの演出」 出席者 多井委員長ほか 4 名
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議 事 ( 1) <プ口のノウハウ〉と特装本の経過報告

(2)今後のテー マと執筆者選定

教 育 委 員会

第 3 回工高生紋育小委員会

27日 Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1)次 年 度 第44図 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

募錦見定原案の検討

(2)今後の作業日程

30's E Y E - 2 1  世 紀 へ の エ スキス

山盛英司/ 朝 日新聞学芸部記者

「メディアの中の建築一新聞文化面の読み方教えま

す」

30日 Ｖ 時半 ｾＹ 時川介参ヨ加者 ＴＶ 名

話 題 建 築 を 聞 く

ノ、ーピス OS A K A /苫 名 正 氏 に 聞 く

21 日 Ｕ 時半 ｾＸ 時半参加者 ＵＶ 名

80年 史 編 纂 委 員 会

19日 Ｔ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 谷 剖3委員長ほか 4 名

誠司王 80年史編纂について

建 築 ク ラ ブ

新 年 宴 会

13日 Ｖ 時 ｾＷ 時半参加者 ＵＲ 名

〔団体会員 l 社〕

蝋土本工務庖

〔個人会員 l 名〕

丸 刈 朝 夫

{ 友湖工輔l苫}

司会員の計報

入 会 者 ( 敬称略)

団体会員 石川良輿氏 ( 日本冷熱エ産側代表取締役社長)

平成 10年 2 月3 日逝去

‘ 追 録

名 誉 会 員 岡 田 利一 氏 ( 平成 9 1手3 月26日逝去)

. お詫びと訂正

〈正) 永木晴久 ( 誤) 永木晴久

本 説、3 月号日言州領訪とその周i l l / 地I或の作品紹介J

特集中 P9 0の執筆者のお名前に誤りがありました。

お詫びして訂正します。



内 装 不 燃 材

ネ土

神戸市中央区三宮町3ー7- 6(神戸7 7 ト7 ピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北 区西天満2丁目 6番8号( 堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

A 、

ヱミ
室 谷 商 事 株 式

本 社

支 底

奥山化工業機武さ社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571 ) 2703側 F AX 03(3571 ) 0264 

大胆事務所 TEL06(391 ) 1081- 2FAX 06(395)2109 畠古屋出張所 TEL052(811)3660

慣;兵宮寮所 TEL045(320)4832 FAX045(320)4765 嘩 本 出 揮 所 TEL0462(2  1)  1  761 FAX0462 (23).1341 

1奇王宮実所 TEL048(774)  2845  王 検 出 張 所 TEL0292(28)0878同 X0292(28)2614

テトカッパー防水
| カッパー防水帯 コーパータイト ノオクロン防水都目

資制をご情> 1 < 下さい。

快適な明日を提案する

τ ｅｆｾ ｙ ｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

〒 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1 0 ( TS ピル)

T Eし( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5フ 1 ( 代)

・東京摘浜/仙台川町鯛刷局/ 名古屋/富山/繍 /京都/ 神戸広島/ 高松府調地飼主要都市

社本

東洋シャッター株式会社

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン 大阪市西区西本町 l の13の33

T E L. 06- 532- 0 4 6 1  ( 代ぷ)

FAX. 06- 535 - 5 181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  
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1瓦書 誌

お株霊祭

TU式三77

，Ｎ ｩＧＮ ｾ ｢ 豆 七七

l央子子 宮里

一-1ロエ 号 六四

干547-0001 大阪市平野区加美北3- 4- 5

TEL06 (792) 5858 FAX06 (792) 2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本庖 東京都港区浜松町卜25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 06 ( 302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北| 拘束/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

本唐大匝本社 〒550-0002 大阪市区江戸堀 1丁目 9番25号 電話 (06) 441-8231 

東 京 本 社 干102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)3261-8231

主 社 名古屋 ・福岡

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・繊浜・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 帯広 ・函館背森 ・秋回 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 . i11 ・官山 ・

福井 ・徳山・ 松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島那耶i

出 張 所 旭川 ・街品 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 j埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492)58- 1511

空 気 調和 設 備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 I  J : ¥.  I  水 処 理 施 設

電 気 設 備 マ ー ー ヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 底 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 包話 06(202) 3071  ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー 1 電話 03( 3502) 6111 ( 大代)

支 庖 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・京都・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 苦手 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央区 日本相判事官政IT 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・縞 岡 ・金 沢 ・新潟・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-
-
-

晃 調株式会社

本 社大阪市中央区域見 2丁目 l  番61.¥7'yイン21MIDタワー ill: 話 06- 949- 1371

東京本底東京都新宿区西新宿新宿住友ピノレ屯話03- 3344- 7911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区西天満 3 丁目 13 番 20 号 電話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 ・繍浜 ・名古屋 ・京都・ 紳戸 ・広，r: o . 福岡

営 業 所 札幌・茨減・大宮・千葉山梨・静岡福井・滋賀 ・和歌山 ・松江・長崎・i'l' 純

出 張 所 青 森 ・秩悶 ・盛岡 ・川崎 . ｉｾ ， ｪ 山・ 岐阜 三 重鳥取 ・ 岡 山 ・

高松 ・下l剥・ 大分 ・熊本 ・宮崎 ・鹿児島

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

伺9 よりよき環境へ繍で挑む一一 一

- 株式会社意書研

側団 ・ ー ー 一

本 宇土 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 l l l lf16号( オートセンターピJ レ1.2階)

干542- 0066 電話 大 阪 ( 06 ) 768ー 5 0  3  1 代 表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112- 0002 電話 ( 03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1 代 表

商昂は宇気ですo V  ｾ＠
掴 阻 黙 と 空 気 の 工 ン ジ 二 戸 川 一 ー

〉ー〈J 5 t t
・宮

空 気 調 和 どと竺L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工難横式倉誼

大阪支后 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 干 100 東京都千代田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス訟備のき生計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466 - 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 - 3 屯0720- 49- 2128

給 ・排水 ・衛生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

a & 顎西原衛生工業所大阪庖

阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電喜左大阪 ( 458) 3628番

支庖 ・包勢主所 福 岡 ・京都 ・天理 ・川西・神戸

O K U J U  

巴 器E g白容も妥三島b危 罷 錨 拶 窃 @

I大規模天井無足場工法J

内外禁制作パネルシステム天井・間仕切

開制オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)312- 4131  FAX(06)312-7998 

東京・九州・横浜・名古屋・仙台田宮崎・京都



冷 媒 フ ロ ン 回 収 事 業 所

登録番号 2 7  0 0 1  1  

日本冷熱工産株式会社

本 社 及 大 阪 営 業 所 吹 田 市 豊 津 町 4 0: 番 3 8 号

電話 0 6 - 3 8 4 - 1 2 0 1  ( 代表)

技術部迄、お気軽にお問い合わせ下さい

フロン回収致します

ｊｉｾ＠

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

ザ
山

ピ

川

車

問

盟
。

団

四

回

問
偽

門区市阪+〈
山

山本

手d たぬ
、ず'

ぜ

良轟轟圭義雲霊

人と都市の快適な環境をつくります

- 情報通信段備

情岨通惜ネ γ トワーク

情組処理

過惜システム

融通ン ステム

・電力、あ且設備

畳宜電

架空送配電

地中道E 電

- 空綱 ・給排水 ・衛生設備

空 貴 闘 和

工場配菅

水島理

コー ジェネレ ンヨノ

クリ ー / ルーム

・プラ ン ト

プラント肘轟

システム エンン ニアリ μ ク

宮 ・ 種 目 置 酎 施工・監理

・電気設備

畳 宜 電 幹 躍

動 力 制 田 甚 置

電話. 担送、インタ ーホ ノ

防犯、前提

中央監視嗣膏

y ステム肘議

電 気 設 備 設 計 施 工

続 式 全 員 三 輿 む

上 田 正 雄

。
代表取締役社長

メタ凶 山 辺 司4

. 住 友 電 設 株 式 会 社 禁認 ;iZ:11;; 議寝臨む42itlぷ:!;!!

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁 目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5儲)

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代)

東 京 都 中 央区 日 本稿 茅 場開T 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

明 ・ 泉 州、| ・泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

広

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 
電気設備

電気訟備・計装制御設備・空調訟備・クリー ンル ーム設備・プラ ン ト設備

給排水衛生設備・エネルギー集中監視 シス テム 設計施工

三宝電機航式会社

取締役社長 ;嘉 納 秀 一

F
，
，
一
、

時

・崎山、

u

d

W

7

h

a

w

 

てt

干530-0005 大阪市北区中之島三丁目2-4(朝日ピJ レ) 電話06 (385) 1361附

干564-0062 吹 田 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6  ｾ 立話 ＰＶ (385)  1361(ft) 

干615- 0882 京 都 市 右 京 区 西 京 極 葛 野 町 21 電話075(311) 1185附

干650- 0035 神戸市中央区浪花町59(神戸朝日ピノレ) 電話078(333) 7756刊

! l  
イ三rLl ( ¥: : ぷ1[ >( 締役

本 社

大阪営業所

京都営業所

神戸営業所

本 社 〒知( l ) 47大臣市北区西天皇制 S(富田ピル，) T EL  OO( おの1471'F AX OO( おの55お

東京支社 刊岳- ( J J ) 3賜護軍郵船- &- 35; 万{' '/lf，島全 TEL03( 臼7 2 ) 33竹ーF AX閃(5472) 氏J 85

85屋豆E 刊配-{l l47名古屋市北区金筋3・12-14 T EL052( 鈎1 ) 5131・FAX052( 引の7日5

神戸豆庖 〒面7-ffi35剤寺田区:J l l IJ Il IHi -11K'Tピん TEL078(842)6411 'F AX078(842)6416 

師団究所 〒淑〉倒E 大阪府廓市三宝司七T369 TEL0722(27)8408， F AX0722(27)1424 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗 橋 4 丁 目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (202) ＰＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸/ 内・新宿・神奈川・東関東・北関東・中部・九州

ム一

A
社

取締役支社長

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

m( ーに二十)( 株) 日 1: J ! J 0 ::2

場

一

二

工

第

第

「 寸

E盈臨画圏盟謹彊

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

株 式 会 租 工 又 王 ム ピ ' 一

線 式 会 事 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社: 東京都港区 六本木 3 ー 16 - 26 

大 阪 支 底 大 阪 市 中 央区北 浜3-2-23(信量ヒリレ)

TEL06・202-3294

-・11聞

⑤Ｎ＾Ｑ｟｟｜｜ＩｾＭ鴨代の断熱用シｾ人
JるづL〆' ¥. - '-'.J-d(み

目0/¥1イナ11ーシート P

目 豆 電 線 椋 式 曾 批 判 別 干 代 田 区 丸 棚 汀 目 酒2曹( 干代田ピル)

拍 ?? Di gi tal PI-i -Press 

凪ｾ凪副凪 ｾω ｊ｢ｾ

{壊取締役社長依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06- 351・5428 Fax. 06・351・5299
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デンカC S Aファミリー製品

- 寄与nCSA(膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ｊｮ Ｇｬｾ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守 Ｒ ー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ主義一 ＿＿ ｔ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

.  =r.:，.，n  E S  ( 土質安定用意硬材 ) 地盤補強用薬注入

- TニJ nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜
電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本 社 ・京 都 ・総H!-f' ( 0 7 7 2 7 )  2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  
TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土
ふ

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

T E L 大 阪 ( 0 6)  

洋光

Tl I J I レヲ Jl 歩ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( ETC-F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技例示とつフテウヲユデ

i皮板規絡 S小i皮・S大j皮 . Vi 皮・ボ ックス波 ・W ジャンボ波 ・V デ ソキ

S Vジャンポi皮・ボルトレスルーフ B L ' 其の{ 也

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパー・ヱキゾスター (強制11))

ボーロイド( 断熱材) D .G.  ※ カタログをこ'J ti; 1< 卜小、。

干335-0002 埼玉県蕨市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3111 

〒335-0002 埼玉県蕨市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3115 

干660-0802 兵庫県尼崎市長洲中迎 3- 24- 35 TEL (06)  487-2121  

関東、東北、大阪、名古屋、広島、九州

熊 谷 ・東 条 ・姫 路

市 I J I !J 9J 乱暴9J l 掠式会祖

途

社

社

社

広

場

支

支

-9

本

本

抗

日

、

ロ

ハ

【

口

同

本

東

西

支

工

用

関西国際空港エネルギーセンター景観壁工事
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「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、FAX 06- 348- 0634) まで。

(当時 関 西 建 築 協会) の、 機関誌は 柱に、 シリーズものの頁を織り込み、 販売価格は1200円 (送料・消費税含) 。

特集一覧・ J 9 7 8 - J 998 

大正 6 年 9 月に「関西建築協会雑誌」 その時々の社会を反映 したテーマを選 なお、 「建築と社会」 創刊号~昭和30

と題して創刊された。大正 8 年に 「日 んで掲載してきた。 年12月号まで全i!J1巻の復刻版が、 1991

本建築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から l順次発行( 不二出版) ・配

I建築と 社会J と改題し、今日に至っ おりで、パックナンバー購入希望は、 本されているので、詳細は日本建築協

ている 。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築協会事務局 (T E L 06- 348- 会事務局へお問い合わせ願いたい。

1978 

Vol 59 

1979 

Vol 60 

1981 

Vol . 62 

1982 

Vol 63 

1983 

VoJ . 64 

1984 

Vol. 65 

1985 

Vol. 66 

1986 

Vol 67 

1987 

Vol 68 

1988 

Vol . 69 

1989 

Vol . 70 

1990 
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日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917
i f- 3 月に創設された日本建築協

会( 当時 ・関西建築協会) は、すでに

昭和初期には大阪近辺でf主主と:tW覧会や

主主築講演会をI l fl <一方、当時は入手し

にくかった建築の情報を図説ーの出版と

いう形で会只に徒i =U: していた。

*  

日本建築協会創立60周年記念事業

建築技術選書

白茶室の話
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国鉄骨構造の話

金多潔 ・甲 津 功 夫 西 沢 英 和

固建物と地震災害

竹内吉弘 ・島田耕一

固建築金物の知識

固住宅三備心得帳

立 野 郎
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国建築塗装の手引き

国建築式典の実際

児島修二

若林嘉津雄

図建築設計と高齢者 ・身障者

吉田あこ

国日本壁

固身近な耐震設計法

国住宅の照明

山田幸一

前川陽一

監 修 大 島 健

園建築を志す人びとへ

日本建築協会出版委員会

特装本

火災安全学入門 岡田光正

選 Ｚ［ｾｆ シリーズ了は、在庫図書を掲載

昭和生まれ 関西の建築家50 1987年
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以後、創立周年記念卒業として、その

ｉｉ ｾ 代の出 ｊ きをとらえて単行本を出版し

ている。

50.周年、 60周年、 70周年、そして 80周

年に、区l舎の出版が企画さ* 1 ，、現泊二も

継続して発行 ・販売されている出版物

は、以下のとおり。

*  

購入希望者は、制日本建築協会事務局

( TEL06- 348- 0635、 FAX06- 348-

0634) まで。

日本弘l ! 築協会自11立60周年記念事業「建築技術選告 j 姉妹r . i

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

T QCから見た建設業
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合原一夫

建築基準法の実際

矢吹茂郎

二ユ一組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木任之

鉄筋工事 ・本音の現場学

荒川治徳

態基戦繍解穀を拡尉コツ

高木在之

工業化住宅 ・考

これからのプレハブ住宅 松村秀一

日本建築協会主11立70周年記念事業

選書特装版

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

石田満商

岡本辰義

仕上工事監理のチ工ツクポイント

日建設計llii 理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八 ・東 敏 博

コンクリ一卜工事のチ工ゆポイン卜100

加賀秀治

インテリアコーディネートの|叩ポイント

町田ひろ子監修/ 松本茂・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築関連法規を読みこなすコツ

高木任之

都市計画法読みこなすコツ

高木任之

B 5 やl 発行. 学芸出版ヰJ 本体何II 絡￥2，800- ￥3，800

構造コストと経済設計 建築デザインのための構造計画

須賀好富 須賀好富

新 ・建築と設備の接点 場所打ち杭の設計と施工

宮 脇 毅 ・南 部 武 阪 口 理

建築設備の健康診断 建築と緑

入門 ・建築積算

牧 野 茂 瀦 光 夫

外壁構法チェックリスト

飯嫁五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

〈建築篇> r建築漏水J 編集委員会

建葉・都市 ・住宅 ・土木一情報アクセスブ、yク

菊岡倶也

日本主l ! 築協会fi ll 立70周年記念出版

住窃E代化( ¥1の歩みと日本建築協会 別枠

A  4  ｾ ｉ 当 ｬ 企 ｩ 匝 ｬ ・ 発行 日 本 建 築 協 会 本 体 側 絡 l ，500P: J

生島道春

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 設備篇> r設備漏水j 編集委員会

円本建築協会古11立75周年記念出版

工高生デザインコンクール川豊作晶集 問年
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日本建築協会創立80周年記念出版

建築を志す人びとへ
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街の樹木を、

やさしくガードする。

特 集 『街 並 み の 演 出J - 最 近 の 外 構 材 料 協賛

1( [ 中町IL

街の中にある樹木は、私たちに安らぎのひとときを与えてくれ

ます。 K C サークルは、この大切な樹木をガードし、育成を助

ける新しいタイプの樹木保護主主です。

公園等のオープンスペースをはじめ、歩道 ・学校 ・公共施

設 ・住宅街まであらゆる場所で広く活用され、ますます多様化

するニーズにお応えできる樹木保護蓋です。

1( [ 吋一円ILの特徴

意匠性

. 歩道の素材、色彩に合わせたカラーができます。

. 多彩なデザインをとり揃えています。

. 地域の特徴を活かしたオリジナルデザインもできます。

維持管理

・植栽得よりメンテナンスが容易になります0

. 歩道幅員を確保できます。

1  、 よー ・腐食、錆の発生がありません。

1  

j  

r， 
L  

コ云J一一r

，、
、，
円買手タイフ

F 唱

・..
正方形タイプ 長方形タイプ

ｾＱ ラ ラヲテユワ似会社
開発商品事業本部

本 社/ 鹿児島県鹿児島市与次郎 2 丁目 7 番 25号 干890-0062

TEL 099- 252- 99 11  ( 代表) FAX 099- 259-4100 

大 阪 支 庭 / 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 3 丁目 5-24 新 大 阪 第 生 命 的 レ 12F 〒532- 0003

TEL 06-396- 5151 FAX 06- 396-2132 
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営業本部 TEL (03) 3836- 935 1  

大阪営業所 TEL (06) 535- 3050 

雑誌 03379- 4

TEL (044) 322- 3765 

TEL (06) 543- 0166 

本 社

大阪支社

TEL (03) 5644-1 233 

TEL( 06) 231- 2051 

営業本部

大阪支庖

TEL (03) 32 17- 2286 

TEL  (06)  223- 7516 

本 社

大阪支社


